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小

高

句

麗

の

建

図

ー
「
小
高
句
麗
闘
の
研
究
」
第
三
章

日

野

開

良R

上
来
ニ
章
に
わ
た
っ
て
論
述
し
た
安
東
都
護
府
と
高
句
麗
遺
民
の
処
置
、
即
ち
高
句
麗
討
滅
後
に
於
け
る
そ
の
故
領
と
選
民
と
に
対
す
る
唐

の
処
理
は
、
小
高
句
麗
建
国
の
由
来
を
理
解
せ
ん
が
為
め
の
研
究
で
、
い
は
ぽ
そ
の
準
備
で
あ
る
。
此
の
準
備
に
基
き
本
章
に
於
い
て
は
そ
の

建
国
を
論
究
す
る
こ
と
と
す
る
。

第

一

節

小
高
句
麗
国
の
出
現
と
そ
の
方
位
及
び
王
統

一
部
の
史
書
は
高
蔵
の
遼
東
都
督
失
脚
以
来
、
高
句
麗
遺
民
は
魯
散
し
高
氏
の
君
長
も
絶
え
た
り
と
伝
へ
、
叉
一
部
の
史
書
は
高
徳
武
の
安

東
都
督
赴
任
以
後
、
高
句
麗
人
は
免
・
散
し
高
氏
の
君
長
も
絶
え
た
り
と
伝
へ
て
ゐ
る
が
、
然
し
宿
泊
代
の
文
献
を
渉
猟
す
る
に
、
却
っ
て
そ
れ
以

後
に
於
い
て
先
に
撃
滅
さ
れ
た
高
句
麗
と
全
く
同
名
の
高
句
麗
国
（
高
麗
国
）
の
存
在
を
伝
へ
、
叉
そ
の
王
統
高
氏
の
消
息
を
伝
へ
た
記
事
が

間
々
散
見
す
る
。
そ
こ
で
先
ず
此
の
再
現
高
句
麗
固
に
就
き
そ
の
万
位
・
王
統
等
を
中
心
と
し
て
考
説
す
る
。

腎
会
要
営
蕃
夷
雑
録
・
聖
暦
三
年
三
月
六
日
の
条
に

勅
。
東
至
高
麗
園
。
南
至
真
勝
国
。
西
至
波
斯
・
吐
蕃
及
堅
昆
都
督
府
。
北
至
契
丹
・
突
阪
・
鞍
輯
。
並
震
八
蕃
以
外
絶
域
。
其
使
臆
給

料
各
依
式
。
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小
高
句
麗
の
建
国

と
あ
っ
て
聖
暦
三
年
（
久
視
元
年
H
七
O
O）
当
時
、
唐
の
東
方
に
高
句
麗
国
の
あ
っ
た
こ
と
を
明
記
し
て
ゐ
る
。
即
ち
高
句
麗
国
の
再
現
で

あ
る
。
叉
此
の
記
事
は
、
再
現
高
句
彊
国
に
関
す
る
管
見
最
初
の
所
伝
で
あ
る
。
唐
の
正
東
は
海
マ
あ
る
か
ら
、
此
の
東
は
正
確
に
は
東
北
の

こ
と
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
の
唐
の
東
北
に
在
っ
た
と
云
ふ
再
現
高
句
麗
の
占
拠
地
と
し
て
は
、
遼
東
を
措
い
て
外
に
求
め
難
い
。
遼
東
以
遠

の
地
は
新
羅
に
没
し
た
半
島
か
、
高
句
麗
勃
興
の
地
た
る
圏
内
城
（
輯
安
）
方
面
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
半
島
で
は
新
羅
、
輯
安
方
面
で

位
同

は
巳
に
建
国
せ
ら
れ
て
ゐ
た
震
の
両
国
が
勢
力
を
目
覚
し
く
伸
展
し
つ
つ
あ
っ
た
実
情
か
ら
考
へ
て
、
共
に
か
う
し
た
高
句
麗

γ

国
の
再
現
を
容

れ
る
余
地
は
有
り
得
な
か
っ
た
。
叉
奥
地
鞍
鞠
の
住
域
も
大
昨
栄
の
震
国
が
席
捲
し
つ
つ
あ
っ
た
。
か
く
て
遼
東
地
方
、
即
ち
安
東
都
護
府
の

管
域
で
あ
っ
た
地
方
の
み
が
再
現
高
句
麗
国
の
候
補
地
と
し
て
残
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
恰
も
安
東
都
護
府
は
一
昨
年
た
る
聖
暦
元
年
に
廃
止
せ

ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
此
の
点
か
ら
云
へ
ば
此
所
を
候
補
地
と
す
る
に
好
都
合
で
あ
る
。
然
し
続
い
て
聖
暦
二
年
に
高
徳
武
を
都
督
と
す
る
安
東

都
督
府
が
置
か
れ
て
ゐ
る
の
で
、
此
所
を
候
補
地
と
す
る
以
上
、
再
現
高
句
麗
国
と
此
の
安
東
都
督
府
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
詳
細

な
考
察
は
後
文
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
と
に
か
く
遼
東
を
候
補
地
と
す
る
外
な
く
、
半
島
や
輯
安
方
面
に
迄
及
ん
で
居
な
か
っ
た
こ
と
は

紛
れ
な
い
。
し
て
見
れ
ば
再
現
高
句
麗
園
は
嘗
て
の
大
高
句
麗
の
領
土
か
ら
新
羅
・
震
両
国
に
没
入
し
た
半
島
と
奥
満
洲
と
を
除
く
残
余
の
地

に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
な
り
、
領
域
は
数
分
一
に
す
ぎ
な
い
こ
と
と
な
る
。
い
は
ぱ
小
高
句
麗
国
で
あ
る
。
聖
暦
三
年
は
大
高
句
麗
滅
亡
（
六

六
人
）
よ
り
計
へ
て
三
十
二
年
目
、
高
蔵
の
失
脚
（
六
七
七
）
よ
り
計
へ
て
二
十
二
年
目
、
高
徳
武
の
遼
東
赴
任
の
翌
年
に
当
る
。
小
高
句
麗

国
が
高
徳
武
の
安
東
都
督
府
と
深
い
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
の
は
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

次
に
冊
府
元
亀
撹
外
臣
部
・
朝
貢
門
・
景
龍
四
年
（
景
雲
元
年
H
七一

O
）
四
月
の
条
に

高
麗
遣
使
朝
貢
。

と
あ
る
。
此
の
高
麗
が
聖
暦
三
年
始
見
の
小
高
句
麗
な
る
可
き
は
論
ず
る
迄
も
あ
る
ま
い
。
聖
暦
三
年
よ
り
僅
か
に
十
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

聖
暦
の
記
事
が
唐
よ
り
小
高
句
麗
へ
の
遺
使
の
規
定
で
あ
る
の
に
対
し
、
此
れ
は
小
高
句
麗
よ
り
唐
へ
の
遣
使
記
事
で
あ
る
。
即
ち
相
互
の
間



に
使
臣
の
往
来
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
続
い
て
開
元
・
天
資
（
七
一
三

l
五
五
）
年
間
に
も
此
の
国
の
存
在
を
示
す
記
事
が
あ
り
、
降
っ
て

屑
会
要
地
）
蕃
夷
雑
録
・
高
句
麗
の
項
に

元
和
十
三
年
四
月
。
其
国
間
一
進
横
山
初
両
部
。

と
あ
っ
て
憲
宗
の
元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
に
も
尚
此
の
国
が
健
在
し
て
腎
に
入
貢
し
た
乙
と
を
伝
へ
て
ゐ
る
。
聖
断
間
三
年
よ
り
計
へ
て
百
十

八
年
自
に
当
る
。
而
し
て
此
れ
は
管
見
の
限
り
小
高
句
麗
国
に
関
す
る
中
国
側
史
料
の
最
後
の
記
事
で
あ
る
。
然
し
此
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
小

高
句
麗
の
滅
亡
が
そ
の
後
ち
聞
も
な
い
頃
で
あ
っ
た
と
推
断
す
る
こ
と
は
、
方
法
論
的
に
許
さ
れ
な
い
。
滅
亡
の
年
は
別
個
に
研
究
す
可
、
き
で

あ
る
o

翻
っ
て
遼
の
史
料
を
検
す
る
に
、
遼
史
噌
太
祖
本
紀
・
九
年
十
月
戊
申
の
条
に

高
麗
遺
使
進
資
制
“
。

と
あ
り
、
神
冊
三
年
二
月
の
条
に

併
。
各
遣
使
来
貢
。

と
あ
っ
て
、
太
祖
即
位
の
九
年
（
九
一
五
）
十
月
及
び
神
冊
三
年
（
九
一
八
）
二
月
に
高
麗
が
来
貢
し
た
こ
と
ぞ
伝
へ
て
ゐ
る
。
半
島
に
王
建

呉
越
・
溺
海
・
高
麗
・
囲
拡
・
阻
「

が
高
麗
国
を
建
て
た
の
は
神
冊
三
年
六
月
で
あ
る
か
ら
、
若
し
遼
史
本
紀
の
右
所
伝
が

E
し
い
も
の
と
す
れ
ば
、
此
の
建
国
前
に
於
け
る
右
二

回
の
入
貢
高
一
一
は
王
建
の
高
麗
と
は
別
の
も
の
と
な
り
、
当
然
此
れ
を
遼
東
の
小
高
句
麗
国
に
比
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
尤
も
遼
史

の
太
祖
紀
に
は
、
頗
る
稀
で
は
あ
る
が
、
信
恵
し
難
い
記
事
が
載
っ
て
ゐ
る
の
で
、
右
記
事
も
充
分
な
批
判
を
経
た
後
ち
で
な
け
れ
ば
信
用
出

来
な
い
。
そ
こ
で
翻
っ
て
同
害
時
七
属
国
表
を
見
る
に
、
太
組
九
年

ω入
貢
記
事
は
な
い
が
、
神
冊
三
年
二
月
の
入
賞
は
記
さ
れ
て
お
り
、
更

に
翌
月
の
条
に
も

高
麗
泊
西
北
諸
蕃
皆
遺
使
来
貢
。

と
あ
っ
て
、
本
記
に
な
い
史
料
を
加
へ
て
ゐ
る
の

か
く
て
と
に
か
く
王
民
高
麗
の
建
国
前
に
高
蹴
の
入
貢
が
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
紛
れ
な
い
乙
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建

国

凶

と
が
察
せ
ら
れ
る
。
因
み
に
太
祖
九
年
の
入
貢
記
事
も
史
実
を
正
し
く
伝
へ
て
ゐ
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
考
は
後
文
に

譲
る
。
尚
遼
史
立
高
麗
伝
に
は

白
太
祖
皇
帝
神
冊
問
。
高
麗
遣
使
進
費
剣
。
天
賛
三
年
来
貢
。
云
一
五
。

と
あ
っ
て
神
冊
年
聞
の
入
貢
を
最
初
に
記
し
、
そ
れ
以
前
の
入
貢
に
及
ば
ず
、
叉
神
冊
の
入
貢
記
事
も
比
れ
を
三
年
二
月
或
は
三
月
と
明
書
せ

一
神
冊
の
間
」
と
ぼ
か
し
て
ゐ
る
。
此
れ
は
契
丹
に
入
貢
し
た
高
麗
に
小
高
句
麗
と
半
島
の
王
民
高
麗
と
の
二
つ
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
遼
史
の
撰
者
が
、
小
高
句
麗
の
入
貢
を
も
王
民
高
麗
の
入
貢
と
合
点
し
、
そ
の
為
め
王
民
高
麗
建
国
前
の
高
麗
入
貢
記
事
の
処
置
に
困

り
、
そ
の
聞
の
調
節
を
は
か
る
為
め
に
掘
し
た
細
工
と
解
せ
ら
れ
る
。
か
う
解
す
る
と
、
小
高
句
麗
は
神
冊
三
年
這
存
続
し
て
ゐ
た
と
云
ふ
こ

と
が
出
来
る
c

聖
暦
三
年
よ
り
計
へ
て
実
に
二
百
十
八
年
自
に
当
る
。
そ
の
後
ら
小
高
句
麗
を
指
し
て
ゐ
る
と
思
ば
れ
る
高
麗
国
の
所
伝
記
事

は
見
出
せ
な
い
。

小
高
句
麗
の
国
名
を
一
目
瞭
然
と
伝
へ
て
ゐ
る
記
事
は
頗
る
乏
し
く
、
上
掲
の
数
例
は
そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
。
か
う
し
た
史
料
の
乏
少
が

満
洲
史
学
に
於
い
て
最
高
水
準
を
一
不
し
来
っ
た
我
が
国
の
東
洋
史
学
界
に
於
い
て
き
へ
、
今
日
迄
そ
の
存
在
を
見
落
し
て
来
た
最
大
原
因
と
思

ば
れ
る
。
中
国
の
東
北
辺
外
程
遠
か
ら
ぬ
所
に
建
て
ら
れ
、
少
く
と
も
二
百
余
年
の
長
寿
を
保
っ
た
と
推
測
せ
ら
れ
る
小
高
句
麗
の
所
伝
記
事

が
か
く
も
乏
し
い
の
は
、

一
見
奇
妙
で
あ
り
、
そ
の
理
由
花
就
い
て
充
分
の
考
察
を
加
へ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
共
に
、

一
目
で
は
そ
れ

と
判
ら
な
い
で
然
も
小
高
句
麗
関
係
の
史
料
で
あ
る
も
の
が
残
つ
て
は
居
な
い
か
、
慎
重
に
検
討
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
c

事
実
、
か
う
し
た

心
構
へ
を
以
て
当
時
の
文
献
に
接
す
る
に
、
や
は
り
有
力
な
史
料
の
伝
存
し
て
ゐ
る
こ
と
に
気
附
く
の
で
あ
る
。

冊
府
元
亀
巻
九
外
臣
部
・
国
邑
門
こ

五
七

綜
崎
在
高
麗
之
北

G

其
地
在
晶
画
州
之
東
二
千
里
。
南
興
新
羅
相
接
。

（
西
接
）
越
喜
抹
鞠
。
東
北
至
黒
水
練
鞠
。
地
方
二
千
里
。
編
一
戸
十

銭
高
。
兵
数
寓
人
。



と
あ
り
、
同
書
巻
九
外
臣
部
・
土
風
司
こ
も
「
綜
制
国
在
高
麗
之
北
心
」

五
九

F
（

そ
の
四
至
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。
綜
踊
国
或
は
そ
の
略
称
と
し
て
の
綜
輯
は
、
崩
海
国
叉
は
そ
の
前
身
た
る
震
（
振
）
国
を
指
す
。
韓
問
な
る
語

と
て
此
れ
と
略
々
同
じ
記
事
を
掲
げ
、
綜
鞠
（
韓
間
相
国
）
の
方
位
と

の
指
称
内
容
に
は
歴
史
的
な
変
遷
発
展
が
あ
り
、
時
代
に
よ
っ
て
相
違
す
る
所
が
あ
る
が
、
惰
代
唐
初
に
は
高
句
麗
族
を
除
く
在
満
洲
通
古
斯

系
諸
族
の
総
名
と
し
て
用
ひ
ら
れ
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
粟
末
・
白
山
・
伯
哨
・
安
車
骨
・
掛
浬
・
黒
水
・
競
室
等
の
七
大
部
を
含
ん
で
居

た
。
高
句
麗
が
滅
亡
し
て
後
ち
は
、
そ
の
影
響
で
こ
れ
ら
の
諸
部
に
異
動
を
住
じ
、
開
元
・
天
資
時
代
に
な
っ
て
新
に
遥
拐
・
錦
利
・
越
喜
・

虞
裳
・
思
慕
・
郡
利
・
窟
説
・
其
曳
皆
等
の
通
古
斯
系
諸
族
の
名
が
知
ら
れ
る
と
、
依
然
存
続
し
て
居
た
黒
水
や
掛
混
と
共
に
そ
れ
ら
も
や
は

り
綜
鞠
と
総
称
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
所
で
粟
末
・
白
山
両
蘇
鞠
の
脅
に
一
部
の
高
句
麗
遺
民
が
加
は
っ
て
震
国
を
建
て
る
と
、
そ
の
国
勢
は
謹
に

強
大
と
な
っ
て
鞍
鞠
中
の
最
強
勢
力
に
発
展
し
た
。
や
が
て
此
の
国
の
王
は
唐
か
ら
湖
海
郡
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
因
っ
て
此
の
国
は
中
国
人
に
潮

海
韓
鞠
と
呼
ば
れ
た
。
震
↓
溺
海
は
満
洲
通
古
斯
系
諸
族
、
即
ち
株
慨
諸
族
の
聞
に
懸
絶
し
た
実
力
を
有
し
て
覇
を
称
へ
て
ゐ
た
為
め
、
単
に

韓
鞠
と
云
へ
ば
諸
綜
明
の
代
表
的
勢
力
た
る
此
の
国
を
指
し
、
此
の
国
は
叉
単
に
韓
鞠
と
呼
ば
れ
て
も
居
た
。
但
し
他
の
株
鞠
と
混
同
す
る
恐

れ
の
あ
る
場
合
、
或
は
峻
別
す
る
必
要
の
あ
る
場
合
は
前
海
綜
鞠
と
呼
ば
れ
て
居
た
。
そ
し
て
や
が
て
駄
鞠
の
名
を
棄
て
て
専
ら
崩
海
と
称
せ

ら
れ
る
様
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
前
海
椋
絢
に
対
立
し
て
ゐ
た
他
の
諸
綜
鞠
を
征
服
し
て
淵
海
国
民
に
編
入
統
一
し
て
終
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
崩
海
椋
抑
制
或
は
単
に
株
柄
（
国
）
と
呼
ば
れ
た
の
は
そ
の
建
国
の
初
期
で
、
大
体
開
元
・
天
貧
・
大
暦
の
頃
迄
で
あ

h
h
因
み
に
大
酔

註
開

栄
の
国
が
震
と
称
し
た
の
は
聖
暦
元
年
（
六
九
八
）
で
、
彼
が
崩
海
郡
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
は
先
天
二
年
（
開
元
元
年
H
七
一
三
）
で
あ
る
か

註
町ら

、
前
海
蘇
鞠
の
呼
称
が
用
ひ
ら
れ
た
の
は
開
元
元
年
以
後
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。
然
し
震
国
の
名
称
が
そ
れ
と
共
に
開
元
元
年
を
界
と
し
て

全
く
用
ひ
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
は
思
は
れ
な
い
。
そ
の
後
ち
も
習
用
せ
ら
れ
、
徐
々
に
交
迭
し
て
行
っ
た
で
あ
ら
う
。
叉
此
の
国
を
単
に
株
鞠

と
呼
ぶ
習
は
し
は
恐
ら
く
崩
海
批
判
鞘
と
呼
ば
れ
た
開
元
・
天
賓
頃
に
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
前
、
震
国
時
代
に
も
使
用
せ

ら
れ
て
居
た
で
あ
ら
う
。
震
国
時
代
己
に
満
洲
最
強
の
縁
鞠
勢
力
と
な
っ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
震

i
潮
海
株
鞠
を
株
鞠
（
国
）
と
呼
ん
で
ゐ

小

高

句

麗

の

建

国

五



小
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建
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る
例
は
多
い
じ
冊
府
元
亀
惜
叫
外
臣
部
・
朝
貢
門
・
開
元
元
年
十
二
月
の
条
に

批
判
鞠
王
子
孫
朝
c

奏
目
。
臣
請
就
市
交
易
。
入
寺
礼
拝
。
許
之
。

と
あ
り
、
唐
会
要
一
一
～
）
蕃
夷
雑
録
・
開
元
四
年
正
月
九
日
の
条
に

勅
。
批
判
鞠
・
新
羅
・
吐
蕃
。
先
無
里
数
。
毎
遺
使
給
賜
宜
準
七
千
里
以
上
給
付
也
。

，、、

と
あ
る
株
鞠
は
そ
の
数
例
で
あ
る
。
か
く
考
察
す
る
と
、
先
掲
記
事
の
株
鞠
（
国
）
が
震
↓
甑
海
を
指
し
、
略
々
開
元
・
天
質
頃
の
状
態
を
述

べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
更
に
「
西
接
越
裏
批
判
鞠
」
と
ゐ
る
如
く
、
越
喜
株
輔
が
樹
海
の
西
境
に
現
れ
る
の
は
開
元
末
乃
至
天
賓
初
年

註
出

の
乙
と
で
あ
る
か
ら
、
此
の
点
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
先
掲
記
事
は
天
賓
初
年
以
後
の
状
態
を
述
べ
た
も
の
と
な
る
。
此
の
記
事
に
依
れ
ば
株

鞠
（
湖
海
）
国
は
高
麗
の
北
に
在
っ
た
と
云
ふ
。
此
の
高
麗
を
大
高
句
麗
の
故
地
を
指
す
漠
然
た
る
用
語
と
見
る
必
要
は
め
る
ま
い
。
遼
東
の

小
高
句
麗
国
を
指
す
も
の
と
解
し
て
伺
ら
差
支
へ
な
い
。
云
ふ
所
の
南
北
の
方
位
関
係
は
正
に
一
致
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
、
而
し
て
此
の
株

鞠
（
崩
海
）
は
そ
の
南
境
を
新
羅
と
も
接
し
て
ゐ
た
と
云
ふ
。
し
て
見
れ
ば
勘
海
の
南
境
は
新
羅
と
高
麗
と
に
接
し
て
居
た
乙
と
と
な
る
。
湖

海
と
新
羅
と
の
国
境
は
威
境
南
道
万
面
、
即
ち
半
島
に
於
い
て
接
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
換
一
一
目
す
れ
ば
新
羅
は
樹
海
の
東
南
に
於
い
て
接
し
て

居
た
の
で
あ
る
か
ら
、
鋳
る
高
麗
は
西
南
に
於
い
て
接
し
て
居
た
と
見
る
外
な
い
。
さ
う
し
た
高
麗
は
や
は
り
遼
東
の
小
高
句
麗
を
指
し
て
居

る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
天
質
年
聞
の
小
高
句
麗
に
関
す
る
一
史
料
を
得
た
乙
と
と
な
る
。
所
で
冊
府
元
亀
の
同
じ
国
邑
門
に

lま

振
国
本
高
麗
。
其
地
在
替
州
之
東
ニ
千
里

U

南
接
新
羅
。
西
接
越
喜
味
鞠
。
東
北
至
黒
水
練
朝
。
地
方
二
千
里
。
編
一
円
十
蝕
高
。
兵
数
高

人
。
風
俗
興
高
麗
及
契
丹
問
。
頗
有
文
字
及
書
記
。

位
向

と
あ
っ
て
震
国
の
題
下
に
先
掲
の
株
鞠
国
の
記
事
と
殆
ん
ど
内
容
の
同
じ
記
事
を
の
せ
て
る
。
天
賓
時
代
に
入
る
と
湖
海
は
殆
ん
ど
勧
海
株

鞠
・
湖
海
等
と
し
て
中
国
の
史
書
に
書
き
記
さ
れ
、
震
国
と
云
は
れ
て
ゐ
る
例
は
見
当
ら
な
い
。
従
っ
て
右
の
記
事
は
も
と
株
鞠
園
の
説
明
と



し
て
残
っ
て
居
た
旧
記
を
、
株
鞠
国
と
震
国
と
は
同
一
国
で
あ
る
か
ら
、
後
世
の
編
者
が
そ
の
ま
ま
と
っ
て
震
国
の
説
明
に
充
て
た
の
か
、
さ

も
ど
く
ば
震
国

ω旧
名
が
天
費
迄
尚
慣
用
せ
ら
れ
て
ゐ
て
右
の
表
現
で
立
派
に
適
用
し
て
ゐ
た
の
か
、
そ
の
何
れ
か
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。

何
れ
を
採
る
可
き
か
は
今
後
の
研
究
に
侯
つ
こ
と
と
し
、
小
高
句
麗
国
自
体
の
問
題
で
は
な
い
の
で
此
所
に
は
省
略
す
る
。

次
に
旧
宵
書
喧
一
一
地
理
士
ゅ
の
序
文
の
末
段
に

人
「
挙
天
賓
十
一
載
地
理
レ
部
口
土
〈
東
至
安
東
府
。
西
至
安
西
府
。
南
至
日
南
郡
乙
北
至
問
中
子
府
。
南
北
如
前
漢
之
感
心
東
則
不
及
。
酉
則

過
之
。

と
あ
っ
て
天
質
十
一
年
に
於
げ
る
唐
の
東
境
が
安
東
都
護
府
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
記
し
て
ゐ
る
。
此
の
都
護
府
は
当
時
遼
西
郡
故
域
に
治
す
る

辺
境
の
一
小
都
督
州
的
存
在
と
な
っ
て
居
た
こ
と
、
己
述
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
唐
の
国
土
は
遼
東
に
は
及
ん
で
居
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
所

で
右
の
原
註
に

漢
地
。
東
至
業
浪
・
玄
菟
。
今
高
麗
・
崩
海
是
也
。
今
在
遼
東
。
非
唐
土
也
。
云
云
。

と
て
漢
地
の
東
境
と
天
賓
十
一
年
に
於
け
る
唐
の
東
境
と
を
比
較
し
、
今
ば
湖
海
・
高
麗
が
遼
東
に
在
る
が
、
唐
土
で
は
無
い
と
述
べ
て
ゐ
る
。

今
と
は
漢
代
に
対
し
て
用
ひ
た
も
の
で
、
天
賓
十
一
年
で
あ
る
。
即
ち
天
貧
十
一
年
頃
に
は
湖
海
と
高
麗
と
が
遼
東
に
並
在
し
、
共
に
唐
の
領

外
と
な
っ
て
ゐ
た
こ
と
を
知
る
。
此
の
高
麗
が
小
高
句
麗
た
る
こ
と
は
云
は
ず
し
て
明
か
で
あ
ら
う
。

新
唐
書
玲
四
地
理
志
・
覇
腰
州
の
末
尾
に
附
載
せ
ら
れ
た
買
耽
の
所
調
道
里
記
に
四
夷
に
入
る
中
国
の
関
口
七
箇
所
を
あ
げ
て

一
日
営
州
。
入
安
東
道
。
二
日
登
州
。
海
行
入
高
麗
・
湖
海
道
。
三
日
夏
州
。
云
云
。

と
あ
っ
て
山
東
の
登
州
は
海
路
よ
り
湖
海
・
高
麗
に
入
る
幹
線
交
通
道
の
関
口
な
り
と
述
べ
て
ゐ
る
。
道
里
記
は
徳
宗
の
貞
元
十
七
年
（
八

O

ご
撰
の
皇
華
四
達
記
で
あ
ら
う
と
云
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
此
の
説
に
従
へ
ば
此
の
高
麗
も
遼
東
の
小
高
句
麗
国
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
貞

元
十
七
年
は
小
高
句
麗
国
の
最
後
の
入
唐
記
事
を
残
し
て
い
る
元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
よ
り
十
七
年
前
と
な
る
。
所
が
続
い
て
記
さ
れ
て
ゐ

小

高
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建
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小

高

句

麗

の

建

国

八，

る
登
州
よ
り
の
海
行
路
程
を
見
る
と
、
専
ら
新
羅
と
潮
海
と
へ
の
路
程
を
述
べ
て
高
麗
へ
の
路
程
に
は
全
く
言
及
し
て
ゐ
な
い
。
叉
元
和
郡
鯨

志
玲
一
登
州
の
条
を
見
る
に
、
そ
の
八
到
の
項
に

西
。
至
海
四
里
。
営
中
国
往
新
羅
・
崩
海
過
大
路
。

と
あ
打
ノ
。西

北
微
東
至
大
海
北
岸
都
里
鎮
五
百
二
十
里
コ

と
あ
っ
て
登
州
が
今
の
旅
順
を
経
て
崩
海
・
新
羅
に
入
る
海
路
の
要
口
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
小
高
句
麗
の
こ
と
に
は
ふ
れ
て
ゐ
な

整
担

ぃ
。
そ
こ
で
先
の
「
海
行
入
高
麗
・
潮
海
道
」
と
あ
る
高
麗
は
新
羅
と
す
る
の
が
よ
り
適
当
で
あ
る
と
の
説
も
生
れ
、
叉
此
の
高
麗
は
高
句
麗

の
故
領
た
る
平
壌
方
面
な
り
と
す
る
解
釈
も
可
能
性
を
も
っ
て
来
る
。
然
し
当
時
高
句
麗
国
が
遼
東
に
厳
存
し
、
後
述
す
る
如
く
そ
の
領
土
の

東
境
は
鴨
緑
江
下
流
右
岸
に
及
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

「
入
高
麗
・
漸
海
」
を
敢
て
訂
正
す
る
必
要
は
な
く
、
文
字
通
り
受
取
っ
て
差
支

へ
な
い
〉

天
質
十
四
年
（
七
五
五
）
に
勃
発
し
た
安
禄
山
の
乱
を
襖
機
と
し
て
内
地
に
も
列
置
せ
ら
れ
た
藩
鎮
の
鼠
属
は
史
上
に
有
名
で
あ
る
が
、
わ

け
て
も
横
暴
を
極
め
た
の
は
乱
の
中
心
舞
台
と
な
っ
た
河
北
道
の
諸
藩
で
、
封
域
を
川
製
し
、
官
吏
・
軍
人
の
任
免
を
悉
に
し
、
租
賦
令
私
拙

し
て
手
兵
を
強
化
し
、
所
謂
国
内
更
に
国
を
為
し
、
唐
朝
の
命
令
を
奉
ぜ
ざ
る
こ
と
蛍
結
異
域
に
異
ら
な
か
っ
た

J

就
中
、
説
降
天
雄
軍
・
恒

糞
成
徳
宮
中
・
幽
州
底
龍
出
阜
の
三
節
度
使
は
購
藩
中
の
元
兇
と
し
て
主
に
回
く
盤
精
し
、
終
始
唐
朝
に
括
抗
し
た
。
此
れ
を
河
朔
三
鎮
と
云
ふ
。

彼
等
は
唐
朝
の
容
啄
を
一
切
受
付
け
な
い
代
り
に
、
塞
外
に
住
h
u
奨
・
契
丹
そ
の
他
の
侵
冠
に
対
し
て
は
自
力
で
防
禦
に
当
っ
て
ゐ
た
。
叉
彼

等
東
北
諸
族
が
自
領
内
を
通
過
し
て
唐
朝
に
入
賞
し
、
逆
に
唐
使
が
夷
秋
に
往
来
す
る
の
を
共
に
妨
げ
て
ゐ
た
こ
或
は
唐
朝
容
啄
の
端
を
開

き
、
或
は
夷
扶
・
唐
朝
相
結
ん
で
腹
背
受
敵
の
形
勢
を
誘
致
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
唐
史
を
通
検
す
る
に
、
安
史
の
乱
以
後
、
東

北
夷
の
入
貢
が
目
立
っ
て
少
い
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
三
鎮
の
蹴
属
に
因
る
東
北
辺
境
の
梗
塞
に
よ
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
勘
海
国
の
入
貢
道



が
鴨
緑
江
よ
り
遼
東
半
島
に
沿
ひ
、
山
東
の
登
州
に
至
る
海
道
に
由
っ
て
ゐ
る
の
も
、
そ
の
一
因
は
同
じ
事
情
に
在
っ
た
。
山
東
地
方
も
亦
憲

宗
時
代
迄
は
十
余
州
を
領
す
る
大
藩
の
消
青
平
厳
軍
節
度
使
が
拠
り
、
や
は
り
自
立
世
襲
し
て
唐
朝
の
支
配
外
に
立
っ
て
ゐ
た
が
、
崩
海
・
新

羅
等
の
出
入
を
妨
碍
す
る
こ
と
な
く
、
寧
ろ
此
れ
を
勧
奨
し
て
ゐ
た
。
海
を
距
て
て
そ
の
侵
震
を
被
る
恐
れ
ほ
殆
ん
ど
な
く
、
況
人
や
唐
朝
と

t
l
 

結
ん
で
腹
背
挟
攻
の
態
勢
を
張
る
心
配
も
無
か
っ
た
の
で
、
そ
の
往
来
を
保
護
奨
励
し
て
貿
易
の
利
を
収
め
る
を
得
策
と
し
た
か
ら
で
あ
か
出

か
う
し
た
形
勢
を
観
察
す
る
に
、
小
高
句
麗
も
亦
陸
路
に
由
る
唐
朝
支
配
地
域
と
の
往
来
は
困
難
で
、
海
路
に
由
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
筈
で

あ
る
。
し
て
見
れ
ば
一
。
海
行
入
高
麗
・
溺
海
道
」
の
記
事
に
不
合
理
な
点
は
無
く
、
寧
ろ
当
時
の
大
勢
に
吻
合
す
る
所
伝
と
云
へ
司
令
敢
て
此

れ
を
「
新
羅
・
溺
海
道
」
の
誤
り
と
見
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

藩
鎮
の
蹴
庖
に
一
大
鉄
鎚
を
加
へ
た
の
は
意
宗
で
あ
る
。
そ
の
在
位
十
五
年
を
通
じ
て
帝
の
精
魂
は
務
鎮
の
制
圧
に
傾
倒
せ
ら
れ
、
先
づ
京

西
・
四
川
の
騎
藩
、
次
い
で
東
南
の
凶
港
、
最
後
に
山
東
・
河
朔
の
元
凶
が
次
々
と
制
問
せ
ら
れ
て
行
っ
た
。
河
期
三
鎮
の
中
、
競
博
が
朝
廷

に
回
収
せ
ら
れ
た
の
は
元
和
十
四
年
、
成
徳
は
憲
宗
の
死
後
た
る
十
五
年
十
月
、
幽
州
は
更
に
後
れ
て
翌
長
慶
元
年
で
あ
る
が
、
此
れ
よ
り
先
、

憲
宗
の
勇
武
に
憧
れ
を
感
じ
た
三
鎮
は
元
和
十
二
年
の
准
酉
節
度
使
呉
元
済
の
詠
滅
を
機
と
し
て
元
和
十
三
年
の
正
月
乃
至
四
月
の
聞
に
相
次

位
制

い
で
朝
廷
に
恭
順
を
申
出
で
、
従
来
の
騎
横
不
遜
な
態
度
を
更
め
た
。
東
北
異
民
族
の
入
唐
が
此
れ
で
可
能
に
な
っ
た
こ
と
は
推
察
に
難
く
な

ぃ
。
元
和
十
三
年
四
月
に
小
高
句
麗
が
久
々
で
入
貢
し
て
ゐ
る
の
は
、
そ
の
貫
道
上
に
介
在
し
て
往
来
を
妨
碍
し
て
ゐ
た
三
鎮
が
扉
息
し
た
直

後
の
機
会
を
把
へ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
勿
論
、
此
の
入
貢
が
小
高
句
麗
側
に
そ
の
入
貢
意
欲
を
燃
え
立
た
せ
る
事
情
が
あ
っ
て
行
は
れ
た

こ
と
に
は
相
違
な
い
が
、
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
は
三
鎮
の
恭
順
に
よ
る
貢
道
の
再
開
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

騎
藩
を
討
征
弾
圧
し
た
憲
宗
も
、
藩
鎮
を
基
調
と
す
る
地
方
行
政
制
度
を
根
本
的
に
改
革
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
藩
鎮
制
は
一
応
そ

の
ま
ま
に
し
て
、
此
の
制
度
の
下
に
可
能
な
範
囲
の
中
央
政
権
の
強
化
を
な
し
得
た
に
す
ぎ
な
い
c

そ
れ
が
為
め
、
彼
の
死
後
、
再
び
三
鎮
の

蹴
国
胞
を
来
し
、
憲
宗
以
前
の
旧
状
に
立
帰
っ
た
c

唐
朝
も
亦
先
に
三
鎮
を
回
収
し
た
時
の
却
っ
て
莫
大
な
費
用
を
要
し
た
苦
い
経
験
か
ら
三
鎮

小

高

句

麗

の

建
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回
収
に
固
執
す
る
こ
と
を
や
め
、
寧
ろ
彼
等
の
自
立
を
黙
認
し
、
彼
等
を
し
て
自
立
態
勢
に
随
伴
す
る
夷
秋
の
自
力
防
衛
を
負
担
せ
し
め
、
唐

註
陥

朝
自
ら
は
直
接
夷
狭

ω侵
窟
に
当
る
煩
労
と
費
用
と
か
ら
免
れ
る
方
針
を
と
っ
た
。
即
ち
東
北
異
民
旅
の
処
置
は
、
憲
宗
の
死
後
、
暗
黙

ω中

に
河
北
辺
境
の
藩
鎮
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
麿
史
を
検
す
る
に
、
此
れ
よ
り
後
ち
の
東
北
夷
に
関
す
る
記
事
が
愈
々
乏
し

く
、
最
も
近
く
に
居
た
柔
・
契
丹
の
動
静
さ
へ
頗
る
窺
知
し
難
く
な
っ
て
ゐ
る
が
、
此
れ
は
唐
朝
が
彼
等
東
北
夷
と
の
直
接
交
渉
を
さ
け
る
方

針
を
と
っ
た
結
果
、
記
録
す
可
き
交
渉
事
件
が
少
く
な
り
、
従
っ
て
そ
の
事
情
も
唐
朝
に
は
事
実
上
判
り
難
く
な
っ
て
ゐ
た
為
め
と
思
は
れ
る
。

小
高
句
麗
に
関
す
る
唐
代
文
献
の
所
伝
が
元
和
十
三
年
四
月
の
入
貢
記
事
を
以
て
最
後
と
し
て
ゐ
る
の
も
、
主
と
し
て
此
の
様
な
貢
道
閉
塞
と

唐
朝
の
直
接
交
渉
廻
避
方
針
と
に
由
っ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
、
必
ず
し
も
小
高
句
麗
の
滅
亡
を
意
味
す
る
も
の
と
は
云
へ
な
い
の
で
あ
る
。
叉

溺
海
国
が
海
路
山
東
に
来
貢
し
て
ゐ
た
事
実
に
鑑
み
、
同
じ
海
面
に
臨
む
小
高
句
麗
も
、
若
し
そ
れ
が
健
在
し
て
ゐ
た
な
ら
ば
、

や
は
り
海
路

来
貢
し
て
然
る
可
し
と
の
考
へ
が
抱
か
れ
、
そ
れ
が
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
は
滅
亡
を
意
味
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
強
く
浮
か

ん
で
来
る
が
、
此
れ
亦
慎
重
な
検
討
を
必
要
と
す
る
。
遼
史
に
五
代
初
期
迄
そ
の
存
続
を
想
は
せ
る
記
事
が
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

元
和
以
後
に
於
け
る
小
高
句
麗
の
行
方
は
頗
る
興
味
が
あ
る
が
、
極
め
て
究
明
の
困
難
な
問
題
で
、
後
文
に
更
め
て
専
考
す
る
。

小
高
句
麗
国
に
関
す
る
唐
代
の
所
伝
に
は
そ
の
王
統
及
び
豪
姓
に
就
い
て
述
べ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
。
冊
府
元
亀
説
外
臣
部
・
降
附
門
・

開
元
三
年
二
月
の
条
に

突
脈
十
姓
部
落
左
府
五
酬
明
之
畷
、
右
府
五
怒
失
翠
五
侯
斤
。
及
高
麗
王
・
英
離
支
高
文
簡
。
都
相
官
扶
思
大
等
。
各
市
平
其
衆
自
突
版
相
継
内

属
。
前
後
二
千
儀
帳
。

と
あ
り
、
同
意
百
以
前
一
外
臣
部
・
褒
異
門
・
同
年
八
月
丙
辰
の
条
に

高
麗
・
吐
揮
等
諸
蕃
降
附
、
制
日
。
昨
高
麗
王
英
一
離
支
高
文
簡
c

酔
。
高
麗
大
首
領
装
組
等
。
一
昨
。
文
簡
可
封
遼
西
郡
王
。
云
一
一
品
。

と
あ
り
、
同
七
年
正
月
乙
未
の
条
に



封
遼
西
部
王
高
文
簡
妻
阿
史
那
民
需
遼
西
部
夫
人
。
文
簡
東
蕃
翁
長
。
率
衆
師
我
。
故
有
是
路
、

と
あ
っ
て
高
麗
王
高
文
簡
な
る
者
の
唐
へ
の
帰
降
を
伝
へ
、
彼
を
東
蕃
酋
長
と
説
明
し
て
ゐ
る
。
東
蕃
は
唐
の
東
方
に
居
た
か
ら
名
け
た
も
の
に

相
違
な
く
、
従
っ
て
此
の
高
麗
王
と
は
小
高
句
麗
国
王
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
高
文
簡
と
共
に
来
投
し
た
扶
毅
に
就
い
て
は
新
唐
輩
出
話
突

や
は
り
小
高
句
麗
の
大
首
領
で
高
姓
け
者
で
あ
る
c

次
に
冊
府
元
亀
唯
一
件
外
臣
部
・
封
冊
門
・

阪
伝
に
「
高
耐
駒
大
首
樹
高
扶
毅
一
と
あ
る
か
人
、

先
天
二
年
（
開
元
元
年
）
二
月
の
条
に

奔
高
麗
大
首
領
高
定
侍
需
特
進
。

と
あ
る
高
麗
も
小
高
句
麗
に
相
違
な
く
、
従
っ
て
高
洪
毅
の
外
に
も
高
姓
の
大
首
領
の
居
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
小
高
句
麗
国
王
が
西
突
阪
の

巨
姓
阿
史
那
氏
を
婆
り
、
突
脈
人
や
吐
蕃
・
吐
揮
等
と
共
に
唐
に
降
附
し
た
の
は
、
此
れ
迄
塞
外
を
制
覇
し
て
居
た
突
阪
の
黙
吸
可
汗
に
従
つ

て
ゐ
た
の
が
、
彼
の
老
衰
を
見
て
相
携
へ
て
離
反
し
た
の
で
あ
る
。
叉
先
天
二
年
二
月
の
高
定
侍
に
対
す
る
唐
の
授
官
は
、
右
の
小
高
句
麗
国

王
の
降
附
を
策
し
て
行
は
れ
た
玄
宗
の
術
策
で
あ
る
。
但
し
そ
れ
ら
の
こ
と
に
就
い
て
は
後
文
に
更
め
て
詳
述
す
る
。
以
上
の
諸
記
事
に
依
り
、

小
高
句
麗
の
王
統
は
高
氏
で
あ
り
、
叉
此
の
王
家
を
縞
る
最
有
力
豪
族
も
高
民
が
多
か
っ
た
こ
と
を
知
る
。

大
高
句
麗
滅
亡
以
後
の
文
献
に
現
れ
て
来
る
高
句
麗
（
高
麗
）
が
再
現
高
句
麗
園
、
即
ち
小
高
句
麗
を
指
し
て
ゐ
る
場
合
の
多
い
こ
と
は
、

此
れ
迄
の
引
用
例
に
よ
っ
て
充
分
明
か
で
あ
る
が
、
然
し
す
べ
て
の
場
合
が
さ
う
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
小
高
句
麗
と
は
関
係
の
な
い
高
句

麗
（
高
麗
）
の
用
例
も
当
時
の
文
献
に
散
見
す
る
。
資
治
通
鑑
時
一
一
一
成
享
一
万
年
四
月
の
条
に

高
麗
酋
長
剣
牟
辱
反
。
立
高
蔵
外
孫
安
婦
・
需
主
。
云
一
示
。

と
あ
る
高
麗
は
大
高
句
麗
の
故
領
（
此
の
場
合
は
半
島
）
に
在
る
高
句
麗
人
の
こ
と
で
、
小
高
句
麗
と
は
関
係
が
な
い
。

叉
冊
府
元
亀
一
時
店
将

帥
部
・
立
功
門
に

歪
手
逸
露
玉
鈴
衛
大
持
軍
。
則
天
文
明
元
年
。
李
敬
業
拠
一
湯
州
乱
。
詔
孝
逸
破
之
。
新
首
七
千
級
。
酔
。
敬
業
費
晶
一
思
。
典
其
弟
敬
猷
及
唐
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小
高
句
麗
の
建
国

之
奇
・
杜
永
仁
・
騎
賓
王
等
軽
騎
遁
走
至
江
都
。
携
其
妻
子
奔
潤
州
。
叉
栴
逃
入
海
投
子
高
麗
。

t
i
 

と
あ
っ
一
て
、
事
敗
れ
た
叛
臣
李
敬
業
が
潤
州
よ
り
海
路
高
麗
に
逃
れ
ん
と
し
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
文
明
元
年
（
六
八
四
）
は
大
高
句
麗
滅
亡

後
十
六
年
自
に
当
り
、
安
東
都
護
府
は
正
式
に
遼
東
に
退
い
て
半
島
を
放
棄
し
て
ゐ
た
時
代
で
あ
り
、
且
つ
敗
亡
の
彼
等
が
逃
げ
込
ま
ん
と
し

た
所
は
唐
の
勢
力
の
及
ば
な
い
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
そ
れ
は
唐
が
保
持
し
切
れ
な
い
で
放
棄
し
て
ゐ
た
半
島
と
見
る
可
、
き
で
あ
る
。

従
っ
て
此
の
高
麗
も
亦
大
高
句
麗
の
故
領
の
意
味
で
、
遼
東
の
小
高
句
麗
と
は
関
係
が
な
い
。
此
れ
ら
の
諸
例
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
大

高
句
麗
滅
亡
後
の
文
献
に
現
れ
て
来
る
高
句
麗
（
高
麗
）
は
必
ず
し
も
す
べ
て
小
高
句
麗
を
指
し
て
ゐ
た
の
で
は
無
く
、
大
高
句
麗
の
故
地
叉

は
遺
民
を
意
味
す
る
用
例
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
大
高
句
麗
滅
亡
後
の
文
献
に
現
れ
る
高
句
麗
（
高
麗
）
の
用
語
を
以
て
直
ち
に
小
高

句
麗
な
り
と
解
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
果
し
て
小
高
句
麗
を
指
し
て
ゐ
る
か
否
か
は
そ
の
都
度
批
判
す
可
、
き
で
あ
る
。
、
以
上
に
引
用
し
た

小
高
句
麗
を
指
す
高
麗
・
高
句
麗
の
用
例
は
か
う
し
た
批
判
の
結
果
蒐
集
し
得
た
筆
者
の
全
史
料
で
あ
る
。
此
れ
ら
の
明
瞭
に
高
句
麗
・
高
麗

と
指
称
し
て
ゐ
る
小
高
句
麗
関
係
の
記
事
か
ら
知
り
得
た
小
高
句
麗
国
の
実
体
は

ω
遼
東
に
位
置
し
て
ゐ
た
ζ
と。

ω
王
統
及
び
最
有
力
豪
族
は
高
姓
で
あ
っ
た
こ
と
。

(3) 

唐
の
文
献
で
は
聖
暦
三
年
を
始
見
と
し
、
元
和
十
三
年
を
終
見
と
す
る
が
、
実
際
の
国
運
は
そ
の
上
下
に
延
び
て
ゐ
た
乙
と
疑
ひ
な
く
、

従
っ
て
遼
史
に
見
え
る
高
麗
が
小
高
句
麗
ら
し
く
思
は
れ
る
こ
と
。

等
の
範
囲
に
止
ま
る
。
此
れ
以
上
の
研
究
は
間
接
の
史
料
に
よ
っ
て
進
め
て
行
く
外
な
い
。
そ
の
第
一
の
問
題
は
そ
の
建
国
の
年
次
と
建
国
の

経
過
と
で
あ
る
。



第

二

節

小
高
句
園
建
国
の
経
過

小
高
句
麗
の
建
国
の
経
過
を
直
接
明
示
し
た
史
料
は
な
い
。
高
句
麗
（
高
麗
）
の
名
を
は
っ
き
り
と
伝
へ
た
史
料
は
前
節
に
掲
げ
た
諸
例
が

管
見
の
総
て
で
、
そ
の
中
に
は
建
国
の
経
過
を
示
す
記
事
は
全
く
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
国
の
建
設
の
経
過
は
間
接
的
方
法
に

よ
っ
て
究
明
し
て
行
く
外
な
い
。
そ
し
て
此
の
間
接
方
法
の
基
礎
と
な
る
の
が
、
前
二
章
に
論
述
し
た
安
東
都
護
府
の
沿
革
と
高
句
麗
遺
民
の

処
置
と
で
、
特
に
此
の
際
大
き
く
役
立
つ
の
は
高
徳
武
の
安
東
都
瞥
就
任
の
一
件
で
あ
る
。

第
一
項
高
徳
武
の
安
東
都
替
赴
任
と
小
高
句
麗
の
建
国

麿
は
聖
暦
元
年
に
安
東
都
護
府
守
廃
し
て
都
督
府
と
為
し
、
高
蔵
の
孫
高
賓
元
を
都
符
と
し
て
赴
任
せ
し
め
ん
と
し
た
が
実
現
す
る
に
至
ら

ず
、
翌
二
年
に
至
っ
て
高
蔵

ω男
徳
武
を
赴
任
せ
し
め
、
都
護
府
の
所
管
を
引
継
が
し
め
た
。
安
東
都
督
と
な
っ
た
高
徳
武
は
遼
東
の
高
句
麗

人
の
最
高
統
治
者
と
し
て
、
唐
よ
り
受
け
た
官
は
都
督
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
実
体
は
君
長
た
る
可
き
も
の
で
あ
っ
た
、
此
れ
ら
の
こ
と
は
前
章

に
論
述
し
た
所
で
あ
る
、
所
で
同
じ
遼
東
の
高
句
麗
人
の
国
家
と
し
て
小
高
句
麗
園
が
聖
暦
二
年
以
後
の
史
に
現
れ
て
居
る

3

こ
の
こ
と
は
前

節
に
詳
述
し
た
如
く
で
あ
る
。
か
く
て
両
者
の
聞
に
密
接
不
離
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
察
せ
ま
る
を
得
な
い
。
思
ふ
に
高
徳
武
の
遼
東
入

り
こ
そ
は
高
句
麗
国
の
再
建
に
外
な
ら
ず
、
本
稿
に
云
ふ
小
高
句
麗
国
は
此
の
高
徳
武
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
以
下
此
の
推

測
の
誤
ら
唱
さ
る
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
と
す
る
。

先
づ
第
一
は
そ
の
領
域
の
一
致
で
あ
る
、
安
東
都
督
高
徳
武
は
安
東
都
護
府
の
所
管
を
引
継
い
だ
の
で
あ
る
か
ら
疑
ひ
も
な
く
遼
東
の
高
句

麗
人
を
統
轄
し
た
も
の
で
あ
り
、
小
高
句
麗
国
も
亦
遼
東
に
位
置
し
て
居
た
こ
と
己
述
の
如
く
で
あ
る
。
此
の
一
致
は
高
徳
武
の
安
東
都
轡
就

任
を
以
て
小
高
句
麗
の
建
国
な
う
と
す
る
見
解
の
有
力
な
基
礎
と
な
る
。

小

高

句

麗

の

建

国
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第
二
は
王
統
の
一
致
で
あ
る
。
小
高
句
麗
国
が
高
氏
を
王
家
と
し
、
叉
最
有
力
豪
族
も
高
氏
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
論
証
し
た
。
小
高
句
麗

国
の
始
祖
を
高
徳
武
と
見
れ
ば
此
の
高
民
王
家
の
由
来
も
自
ら
理
解
せ
ら
れ
る
。

第
三
は
両
者
の
史
上
に
登
場
す
る
年
次
の
大
略
の
一
致
で
あ
る
。
小
高
句
麗
国
の
名
の
始
見
は
聖
暦
三
年
で
、
そ
れ
は
唐
か
ら
此
の
園
へ
の

使
臣
の
往
来
規
程
を
伝
へ
た
も
の
で
あ
る
。
高
徳
武
の
安
東
都
督
就
任
は
前
年
の
聖
暦
二
年
で
あ
る
。
従
っ
て
此
れ
を
小
高
句
麗
建
国
の
年
と

見
れ
ば
、
そ
の
翌
年
に
唐
が
遣
使
規
程
を
作
っ
た
こ
と
と
な
り
、

そ
の
関
係
を
円
滑
に
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
四
は
新
麿
書
の
高
麗
伝
に
高
徳
武
の
安
東
都
替
就
任
を
述
べ
た
後
ち

後
梢
自
国
。
至
一
万
和
末
。
遣
使
者
献
禦
工
。
云
云
。

と
あ
る
記
事
で
、
此
所
に
彼
の
子
孫
が
国
家
を
形
成
し
、
元
和
の
末
に
入
貢
し
た
と
明
記
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
元
和
末
の
入
貢
と
は
唐
会
要

吟
ケ
蕃
夷
雑
録
・
高
句
麗
の
項
に

元
和
十
三
年
四
月
。
其
国
繭
剛
一
進
禁
物
両
部
。

と
あ
る
に
当
る
も
の
と
見
る
可
き
で
あ
ら
う
。
こ
れ
ら
の
諸
点
を
総
合
考
察
す
る
時
、
高
徳
武
の
安
東
都
督
就
任
が
小
高
句
麗
の
建
国
に
外
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
も
は
や
疑
ひ
を
容
れ
る
余
地
が
な
い
で
あ
ら
う
。
果
し
て
然
ら
ぱ
小
高
句
麗
の
建
国
の
経
過
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
こ

と
と
な
る
。

唐
は
儀
鳳
二
年
、
旧
国
王
高
蔵
を
引
出
し
て
安
東
都
護
府
の
監
督
下
に
遼
東
の
高
句
麗
人
を
統
轄
せ
し
め
ん
と
し
た
が
、
彼
の
謀
叛
に
あ
っ

て
失
敗
し
た
。
次
い
で
垂
扶
二
年
（
六
八
六
〉
、
彼
の
孫
高
資
元
の
送
り
込
み
を
考
へ
た
が
強
行
想
に
パ
止
ま
り
、
降
っ
て
聖
暦
元
年
（
六
九
八
〉
、

安
東
都
護
府
の
廃
止
と
共
に
再
び
彼
を
安
東
都
督
と
し
て
遼
東
に
送
り
、
都
護
府
に
よ
っ
て
執
行
せ
ら
れ
て
ゐ
た
唐
の
遼
東
高
句
麗
人
の
統
治

権
を
引
継
が
し
め
ん
と
し
た
が
、
此
れ
亦
失
敗
し
、
翌
二
年
（
六
九
九
）
、

高
蔵
の
男
高
徳
武
を
安
東
都
督
と
し
て
赴
任
せ
し
め
る
こ
と
に
し

た
。
そ
し
て
此
の
就
任
が
小
高
句
麗
の
建
国
に
外
な
、
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
お

J

か
く
て
唐
の
官
吏
と
し
て
の
安
東
都
符
は
小
高
句
麗
国
王
で
あ



り
、
小
高
句
麗
国
王
の
麿
の
官
吏
と
し
て
の
地
位
は
安
東
都
督
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。

小
高
句
麗
建
国
の
経
過
が
上
述
の
如
く
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
建
国
は
唐
の
援
助
の
下
に
行
は
れ
た
も
の
で
あ
り
、
且
つ
麿
の
建
国
の

構
想
は
早
く
儀
鳳
二
年
（
六
七
七
）
に
抱
か
れ
、
そ
の
実
現
造
に
実
に
二
十
二
年
を
経
過
し
て
ゐ
た
こ
と
と
な
る
。
小
高
句
麗
の
紀
元
元
年
は

唐
の
聖
暦
二
年
、
大
震
（
崩
海
）
建
国
の
翌
年
に
当
り
、
西
暦
六
九
九
年
で
あ
る
つ
而
し
て
此
の
建
国
は
大
唐
の
援
助
に
負
ふ
所
多
く
、
専
ら

遼
東
の
高
句
麗
人
が
そ
の
蓄
積
せ
る
民
族
的
ヱ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
動
し
て
闘
ひ
取
っ
た
も
の
で
は
な
い
コ
然
し
大
麿
の
建
国
援
助
方
針
が
定
ま
つ

て
旧
王
統
を
送
る
や
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
迎
へ
ら
れ
て
国
家
を
成
し
た
の
は
、

や
は
り
遼
東
の
高
句
麗
人
に
国
家
建
設
の
意
欲
と
能
力
と
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
の
建
国
の
意
欲
は
そ
れ
よ
り
前
に
於
け
る
高
句
麗
遣
民
の
活
滋
な
反
唐
運
動
に
於
い
て
己
に
再
三
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
只

そ
の
建
国
意
欲
が
実
際
行
動
と
し
て
大
唐
の
希
望
す
る
方
向
に
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
為
め
、
反
唐
運
動
と
し
て
そ
の
都
度
弾
圧
せ
ら
れ
て
ゐ
た

に
す
ぎ
な
い
。

一
度
ぴ
此
の
弾
圧
を
避
け
得
る
条
件
に
遭
逢
す
る
や
、
遂
に
そ
の
宿
志
を
達
し
て
建
国
の
実
現
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然

し
乍
ら
新
羅
が
唐
の
強
大
な
圧
力
を
排
除
し
勇
敢
に
戦
っ
て
半
島
の
民
族
統
一
を
遂
行
し
て
居
る
の
と
比
較
す
れ
ば
、
遼
東
高
句
麗
人
の
活
力

は
問
題
に
な
ら
ぬ
薄
弱
な
・
も
の
で
あ
っ
た
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
小
高
句
麗
の
建
国
以
後
に
於
げ
る
発
展
を
、
新
羅
の
そ
れ
の
如
く
華
々
し
い

も
の
に
予
想
す
る
こ
と
は
、
上
述
の
建
国
の
経
過
に
照
し
て
全
く
無
理
で
あ
る
c

高
徳
武
の
安
東
傍
都
と
し
て
の
遼
東
入
り
は
小
高
句
麗
の
建
国
で
あ
り
、
小
高
句
麗
は
殆
ん
ど
大
唐
一
代
を
通
じ
て
存
続
し
て
ゐ
た
と
思
は

れ
る
が
、
一
万
に
此
れ
を
否
定
す
る
反
証
的
所
伝
が
あ
る
。
即
ち
旧
唐
書
一
位
高
麗
伝
、
腎
会
要
時
九
高
句
麗
の
項
等
に
高
徳
武
の
赴
任
に
続

け
て
「
此
れ
よ
り
安
東
の
高
麗
戸
は
突
版
・
綜
鞠
等
に
分
投
し
て
次
第
に
減
少
し
、
高
氏
の
君
長
も
遂
に
絶
え
た
」
と
あ
る
記
事
が
そ
れ
で
あ

る
に
上
来
の
本
稿
の
見
解
告
確
固
た
ら
し
め
る
為
め
に
は
此
の
反
証
的
記
事
の
批
判
訂
誤
が
必
要
で
あ
る
が
、
便
宜
上
、
後
文
に
更
め
て
詳
述

寸
る
乙
と
と
す
る
c
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小
一
的
旬
艇
の
耐
世
間

ノ＼

第

二

項

小
高
句
麗
国
の
領
域
と
首
都

小
高
句
麗
の
国
王
は
唐
の
官
吏
と
し
て
は
安
東
都
督
で
あ
り
、
そ
の
府
は
安
東
都
替
府
で
あ
る
。
市
し
て
安
東
都
督
府
は
安
東
都
護
府
の
降

格
と
し
て
都
護
府
の
一
切
の
所
管
を
引
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
建
国
当
初
の
領
域
は
新
域
時
代
の
都
護
府
の
管
域
に
外
な
ら
な
か
っ
た

わ
け
で
あ
る
。
都
護
府
の
所
管
と
し
て
旧
唐
書
の
地
理
志
が
伝
へ
て
ゐ
る
の
は
十
四
州
で
、
此
の
十
四
州
を
含
む
地
域
は
、
北
は
鉄
嶺
・
開
原

附
近
、
東
は
森
子
河
流
域
の
鋳
京
老
域
地
方
か
ら
鴨
緑
江
河
口
右
岸
に
至
る
線
、
南
は
此
の
河
口
右
岸
よ
り
蓋
平
を
結
ぶ
緯
、
西
は
大
体
遼
河

を
以
て
境
と
す
る
一
帯
の
地
域
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
旧
唐
書
の
十
四
州
が
何
時
頃
の
都
護
府
の
所
管
を
伝
へ
た
も
の
で
あ
る
か
は
容
易
に
究

明
し
難
い
問
題
で
あ
る
。
そ
の
州
名
挙
示
の
順
序
が
新
城
を
第
一
と
し
て
ゐ
る
点
よ
り
す
れ
ば
新
城
時
代
の
都
護
府
、
即
ち
中
麗
前
の
都
護
府

の
所
管
州
を
伝
へ
た
・
も
の
の
如
く
解
せ
ら
れ
る
が
、
き
れ
ば
と
て
直
ち
に
か
く
断
定
し
去
る
こ
と
も
多
少
鴎
踏
せ
ら
れ
る
点
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
詳
細
ば
後
文
に
考
説
す
る
こ
と
と
し
て
此
所
に
は
省
略
す
る
が
、

と
に
か
く
此
れ
に
よ
っ
て
小
高
句
麗
の
或
る
時
代
の
領
域
が
略
々
判
明

す
る
。
旧
唐
書
の
十
四
州
に
対
し
新
唐
書
の
地
理
士
山
は
更
に
九
州
を
加
へ
て
二
十
三
州
と
し
て
ゐ
る
。
此
の
九
州
を
加
へ
た
地
域
は
、
先
の
十

四
州
の
地
域
に
対
し
、
北
は
開
原
を
越
え
て
東
遼
河
流
域
北
岸
地
区
に
達
し
、
西
は
遼
河
の
線
を
梢
々
西
に
越
え
て
ゐ
る
。
此
の
九
州
が
新
に

増
設
せ
ら
れ
た
の
は
、
後
文
に
詳
論
す
る
如
く
、
開
元
末
・
天
質
初
年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
都
護
府
は
復
活
せ
ら
れ
て
居
た
が
、
遼
酉
の
地

に
在
っ
て
僅
か
に
横
か
ら
遼
東
を
監
視
し
て
居
た
に
す
ぎ
な
い
。
所
で
此
所
に
注
意
す
可
き
は
新
暦
書
が
此
の
二
十
三
州
を
以
て
一
安
東
都
督

府
に
隷
す
一
と
伝
へ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
安
東
都
督
は
小
高
句
麗
で
あ
り
、
都
督
府
は
つ
ま
り
そ
の
首
都
京
城
で
あ
る
。
従
っ
て
安
東
都
督

府
に
隷
す
と
は
小
高
句
麗
国
の
所
領
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
。
開
元
末
・
天
資
初
年
に
至
っ
て
小
高
句
麗
の
領
土
が
拡
張
し
た
こ
と

を
知
る
と
共
に
、
聖
暦
二
年
に
唐
か
ら
与
へ
ら
れ
た
安
東
都
督
の
官
が
開
元
末
・
天
賓
初
に
も
尚
守
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
知
る
。
小
高
句
麗
の

領
域
及
び
域
内
州
県
名
に
就
い
て
は
尚
考
察
す
可
き
余
地
が
少
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
別
に
更
め
て
領
土
及
び
州
県
制
の
専
章
を
設
け
て
詳
考



す
る
こ
と
と
し
、
此
所
で
は
只
建
国
前
後
の
事
情
を
知
る
参
考
と
し
て
必
要
と
思
は
れ
る
如
上
の
程
度
に
止
め
て
お
く
。

小
高
句
麗
国
王
は
唐
の
安
東
都
督
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
治
す
る
園
都
は
唐
の
官
制
で
云
へ
ば
安
東
都
督
府
叉
は
そ
の
略
と
し
て

の
安
東
府
と
呼
ゴ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
叉
逆
に
腎
か
ら
安
東
都
幹
府
叉
は
安
東
府
と
呼
ば
れ
た
所
は
小
高
句
麗
の
国
都
で
ゐ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
然
ら
ば
そ
れ
は
何
処
で
あ
っ
た
か
c

史
書
に
は
奇
妙
に
も
此
れ
を
伝
へ
て
ゐ
な
い
。

安
東
都
督
府
は
安
東
都
護
府
の
降
格
と
云
ふ
形
を
以
て
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
点
を
重
く
考
へ
る
と
、
都
督
府
は
都
護
府
と
同

様
新
城
に
置
か
れ
た
と
解
す
可
き
様
に
思
は
れ
る
。
或
は
当
初
は
左
様
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
新
城
は
遼
東
高
句
麗
人
が
奥
地
の
同

族
と
通
じ
て
反
唐
運
動
を
起
す
の
を
監
視
防
制
す
る
都
護
府
の
治
所
と
し
ぢ
は
最
適
で
あ
っ
て
も
、
独
立
の
目
的
を
達
し
て
抗
屑
運
動
の
必
要

を
喪
ひ
、
高
氏
の
王
統
を
迎
へ
て
専
ら
内
治
の
便
に
重
点
を
置
く
可
き
で
あ
っ
た
小
高
句
麗
の
園
都
の
地
と
し
て
は
必
ず
し
も
最
適
で
は
無
か

っ
た
。
統
治
の
中
心
と
し
て
最
適
の
地
は
、
歴
史
が
実
証
す
る
如
く
遼
城
州
（
遼
陽
）
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
点
か
ら
云
へ
ば
小
高
句
麗
の
国

都
は
遼
城
州
で
は
無
か
っ
た
か
と
の
推
定
が
生
れ
る
。
初
め
は
新
城
州
で
あ
っ
た
と
し
て
も
早
晩
此
所
に
遵
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
遼
東

都
督
と
し
て
儀
鳳
二
年
に
遼
東
入
り
を
し
た
高
蔵
の
治
所
を
遼
城
州
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
せ
ら
れ
る
こ
と
、
先
述
の
如
く
で
あ
る
。
此
の

問
題
の
決
定
史
料
は
未
だ
求
め
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
此
所
に
大
い
に
参
考
と
な
る
様
に
思
は
れ
る
の
ば
、
新
一
暦
書
諸
問
一
地
理
志
・
寝
殿
州
の

項
に
引
載
す
る
買
耽
の
道
里
記
の
「
営
州
入
安
東
道
」
の
記
事
で
あ
る
。

管
州
。
蜘
。
東
百
八
十
里
。
至
燕
郡
域
。
叉
経
汝
羅
守
捉
。
渡
遼
－
水
至
安
東
都
護
府
五
百
里
。
府
故
漢
褒
平
城
也
。
蜘
。
自
都
護
府
東
北

控
古
蓋
牟
・
新
域
。
叉
経
崩
海
長
嶺
府
千
五
百
里
。
至
溺
海
王
城
。
云
云
。

此
の
記
事
中
に
見
え
る
燕
郡
城
は
今
の
義
県
、
汝
羅
は
大
凌
河
下
流
右
岸
、
安
東
都
護
府
は
遼
陽
と
な
り
、
海
淵
玉
城
は
龍
泉
府
の
地
に
遭
っ

設

m

た
も
の
を
指
し
て
ゐ
る
。
都
護
府
の
所
在
を
遼
陽
に
当
て
て
ゐ
る
以
上
、
此
の
記
事
は
都
護
府
が
遼
城
州
に
在
っ
た
時
代
の
も
の
と
な
る
。
都

護
府
が
正
式
に
遼
城
州
に
在
っ
た
の
は
儀
鳳
元
年
か
ら
翌
年
迄
の
僅
か
に
一
年
、
仮
駐
の
威
享
元
年
か
ら
計
へ
で
も
約
七
年
の
短
期
間
で
あ
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る
。
所
が
此
れ
に
前
後
す
る
他
の
記
述
は
す
べ
て
天
質
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
汝
羅
守
捉
の
設
置
は
、
後
文
に
論
述
す
る
如
く
、
早
く
と
も
天

撞
二
年
以
後
、
崩
海
の
首
都
が
顕
徳
府
の
地
か
ら
龍
泉
府
の
地
に
遷
さ
れ
た
の
は
天
費
十
三
年
（
七
五
四
）
で
あ
覗
即
ち
都
護
府
が
遼
城
を

去
っ
て
か
ら
八
十
年
近
く
も
後
ち
に
起
っ
た
事
件
で
あ
る
。
而
し
て
復
置
後
の
都
護
府
は
遼
東
に
は
進
出
せ
ず
、
天
質
二
年
以
後
は
遼
西
故
郡

城
に
治
し
て
居
た
。
か
く
て
右
道
虫
記
の
記
事
は
大
き
な
時
代
矛
盾
を
含
ん
で
ゐ
る
こ
と
と
な
る
。
此
れ
を
ど
う
解
す
る
か
。
津
田
博
士
は
此

れ
を
道
里
記
が
犠
鳳
中
の
材
料
と
崩
海
建
国
後
の
材
料
と
を
併
用
し
た
為
め
に
生
じ
た
時
代
錯
誤
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
て
ゐ
加
川
然
し
上
掲
全

文
を
通
読
し
て
時
代
錯
誤
の
あ
る
の
は
都
護
府
の
一
条
の
み
で
、
他
は
悉
く
崩
海
が
龍
泉
府
に
遷
っ
た
天
資
十
三
載
以
後
の
記
述
と
し
て
終
始

一
貫
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
此
の
都
護
府
の
一
件
を
も
天
費
十
三
載
以
後
の
記
述
と
解
し
得
る
途
は
な
い
か
ど
う
か
を
一
考
す
る
必
要
が
あ
ら

ぅ
。
そ
の
途
の
な
い
こ
と
を
確
め
て
後
ち
初
め
て
時
代
錯
誤
と
論
断
す
る
の
が
慎
重
な
研
究
態
度
の
様
に
思
は
れ
る
。

安
東
都
護
府
は
そ
の
治
所
を
転
々
と
移
動
し
た
。
そ
の
中
で
遼
域
州
は
平
壌
と
共
に
そ
の
正
式
駐
在
期
聞
が
最
も
短
か
く
、
僅
か
に
一
年
ほ

ど
に
す
ぎ
な
い
が
、
他
は
何
れ
も
数
年
乃
至
十
数
年
に
及
び
、
特
に
新
域
は
二
十
数
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
後
世
の
者
が
嘗

て
の
安
東
都
護
府
の
治
所
と
し
て
代
表
的
に
一
地
名
を
あ
げ
る
場
合
、
遼
城
州
を
真
先
に
取
上
げ
る
の
が
当
然
で
あ
っ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な

ぃ
。
平
壊
は
同
じ
一
年
で
も
創
置
の
地
で
あ
る
か
ら
、
此
れ
が
代
表
的
に
取
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
不
思
議
は
な
い
が
、
遼
城
州
は
些
か
事
情
が

違
ふ
。
道
里
記
の
撰
せ
ら
れ
た
貞
元
末
は
安
東
都
護
府
が
撤
廃
せ
ら
れ
て
か
ら
四
十
余
年
の
後
ち
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
一
五
ふ
安
東
都
護
府
と

は
現
存
の
機
関
で
は
な
く
、
嘗
て
そ
れ
が
置
か
れ
て
ゐ
た
故
地
と
云
ふ
意
味
と
な
る
。
道
里
記
が
一
営
州
入
安
東
道
ー
一
の
記
事
に
掲
げ
て
ゐ
る

地
名
に
は
嘗
て
都
護
府
の
お
か
れ
た
地
が
数
箇
所
あ
る
。
燕
郡
城
・
遼
城
州
・
新
城
州
等
が
そ
れ
で
、
汝
臨
時
城
も
そ
の
附
近
の
遼
西
郡
故
城
に

都
護
府
が
置
か
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
れ
も
算
入
し
て
差
支
へ
な
い
。
所
が
買
耽
は
此
の
四
筒
所
の
中
、
駐
在
期
間
の
最
も
短
か
か
っ

た
遼
域
州
の
み
を
あ
げ
て
都
護
府
の
故
地
と
し
‘
他
の
三
処
に
就
い
て
は
そ
の
こ
と
を
云
っ
て
ゐ
な
い
っ
此
れ
に
は
何
か
然
る
可
き
理
由
が
あ

っ
た
と
見
る
可
、
き
で
あ
ら
う
り
そ
の
事
情
は
全
く
判
ら
た
い
コ
然
し
若
し
小
高
句
麗
の
都
が
遼
城
州
に
置
か
れ
て
ゐ
た
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
、



そ
の
合
理
的
な
説
明
が
可
能
と
な
る
様
に
思
は
れ
る
。

小
高
句
麗
国
王
は
唐
の
安
東
都
督
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
都
は
安
東
都
督
府
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
遼
城
州
は
安
東
都
督
府
、
略
し
て
安
東
府
の

所
在
地
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
而
し
て
此
の
安
東
都
督
府
は
安
東
都
護
府
の
降
格
し
た
形
式
を
以
て
聖
暦
年
間
に
生
れ
出
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
貞
元
末
よ
り
大
約
百
年
昔
の
こ
と
で
あ
る
。
此
の
安
東
都
粁
府
出
現
の
由
来
は
後
人
を
し
て
安
東
都
将
府
の
所
在
地
即
ち
安
東
都
護
府

の
故
地
に
外
な
ら
ず
と
の
考
へ
を
抱
か
せ
た
で
あ
ら
う
。
買
耽
も
そ
の
時
代
に
存
在
し
て
ゐ
た
小
高
句
麗
の
園
都
が
遼
陽
に
在
り
、
唐
側
か
ら

安
東
都
督
府
・
安
東
府
等
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
為
め
、
そ
れ
よ
り
推
し
て
都
護
府
の
故
地
な
り
と
断
じ
、
事
実
は
嘗
て
一
年
ば
か
り
駐
在
し
た
こ

と
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
此
の
地
を
、
恰
も
都
護
府
駐
在
の
代
表
的
故
地
な
る
か
の
如
く
書
き
上
げ
た
の
で
あ
ら
う
。
果
し
て
此
の
考
へ
が
容
れ

ら
れ
る
心
ら
ば
、
小
高
句
麗
の
園
都
は
遼
城
州
（
遼
陽
）
で
あ
っ
た
こ
と
と
た
る
。
後
文
に
詳
論
す
る
如
く
、
小
高
句
麗
末
年
の
形
勢
も
や
は

り
此
所
を
園
都
と
見
た
時
、
最
も
合
理
的
に
解
せ
ら
れ
る
。
小
高
句
麗
建
国
当
初
か
ら
同
じ
地
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
こ
迄
深
く
は
云
へ
な

い
に
し
て
も
、
そ
の
国
連
の
最
大
部
分
を
出
め
る
期
間
が
此
所
を
都
・
こ
し
て
お
に
と
見
て
大
過
々
い
の
で
は
た
い
か
と
思
は
れ
為
。

第
三
項
高
氏
君
長
絶
滅
・
述
民
散
亡
の
記
事

ω
批
判

高
徳
武
の
遼
東
入
り
は
小
高
句
麗
の
建
国
で
あ
り
、
そ
の
統
轄
の
も
と
に
遼
東
高
句
麗
人
は
長
く
此
の
地
方
に
拠
り
、
高
氏
の
王
統
も
連
綿

と
引
継
が
れ
て
ゐ
た
。
然
る
に
此
れ
を
否
定
す
る
史
伝
、
即
ち
高
氏
の
君
長
は
絶
え
、
進
民
は
散
亡
し
た
と
の
史
伝
が
一
万
に
厳
存
し
て
ゐ
る

こ
と
は
先
に
一
言
し
た
如
く
で
あ
る
。
高
徳
武
の
遼
東
入
り
を
以
て
小
高
句
麗
の
建
国
に
外
な
、
り
ず
と
す
る
本
稿
の
見
解
を
確
立
す
る
為
め
に

は
、
此
の
反
証
的
史
料
を
批
判
し
処
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
ノ

高
句
麗
選
民
の
散
亡
、
高
氏
君
長
の
絶
滅
は
一
聯
の
句
と
し
て
唐
代

ω
主
々
史
害
に
は
大
抵
保
録
せ
ら
わ
て
ゐ
る

q
H
－二

L
－
〉
呉
川
h

白
河
つ
寸

U

F
ぃ，d

’J
4
4
q
f，
t
ロ
三
一
／

ν
量一ロ

載
を
詳
し
く
比
較
す
る
に
、
記
述
の
内
容
に
注
意
す
可
き
差
異
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
記
事
の
繋
年
に
三
段
の
大
き
な
聞
き
が
あ
る
。

小

高

句

麗

の

建

国

JL 



小
高
句
麗
の
建
国

。

先
づ
第
一
は
成
事
元
年
（
七
七

O
〉、

げ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
、
通
典
雄
一
辺
防
典
・
東
夷
・
高
句
麗
の
条
に

其
蝕
衆
不
能
自
保
。
逃
散
新
羅
・
株
鞠
。
旧
国
土
悉
入
於
株
鞠
。
高
民
君
長
遂
絶
。

半
島
に
勃
発
し
た
高
句
麗
遣
民
の
巨
酋
釦
牟
与
の
叛
乱
を
唐
の
高
偏
（
侃
）
が
平
定
し
た
直
後
に
繋

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
此
れ
に
依
れ
ば
「
蝕
衆
不
能
自
保
」
と
あ
る
余
衆
と
は
、
半
島
に
於
げ
る
高
句
麗
遣
民
の
こ
と
で
、
そ
れ
ら
が
新

世
九

羅
・
批
判
叫
に
逃
入
し
た
こ
と
と
な
る
つ
新
羅
に
投
入
し
た
こ
と
は
紛
れ
な
い
史
実
で
あ
り
、
駄
鞠
に
逃
入
し
た
こ
と
も
事
実
と
見
て
よ
い
。
但

し
此
の
駄
鞠
に
就
い
て
は
二
通
り
の
解
釈
が
成
立
す
る
。
そ
の
第
一
は
此
れ
を
高
句
麗
人
と
隣
接
し
て
住
む
戦
鞠
、
即
ち
主
と
し
て
白
山
株
靭

と
見
る
解
釈
で
あ
る
。
第
二
は
此
れ
を
渦
海
国
或
は
そ
の
前
身
と
し
て
の
震
園
を
指
す
株
判
と
見
る
解
釈
で
あ
る
。
此
の
場
合
、
何
れ
で
も
通

じ
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
震
の
建
国
は
比
の
時
か
ら
約
三
十
年
の
後
ち
に
当
る
の
で
、
震
国
と
見
る
の
は
些
か
無
理
の
様
で
、
前
者
の
見
解
を

と
り
白
山
戦
絹
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ら
う
。
次
に
そ
の
一
旧
国
土
悉
入
於
株
鞠
一
と
あ
る
一
旧
国
土
一
と
は
、
此
の
場
合
、
主
と
し
て
半
島

万
面
を
指
し
て
居
た
こ
と
と
な
る
か
ら
「
入
於
株
鞠
」
と
あ
る
一
句
は
敢
て
否
定
す
る
必
要
な
く
、
そ
の
ま
ま
受
容
れ
て
差
支
ヘ
な
い
。
然
し

戦
備
だ
け
で
は
不
充
分
で
、
新
羅
を
も
加
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「
即
ち
旧
国
土
（
半
島
）
悉
入
於
新
羅
・
批
判
崎
」
と
す
可
、
き
で
あ
る
。
そ
し

て
此
の
場
合
の
批
判
哨
も
一
応
ニ
通
り
の
解
釈
が
考
へ
ら
れ
る
が
、
や
は
り
白
山
批
判
鞠
と
見
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
ら
う
。
白
山
株
鞠
は
大
高
句

麗
に
征
服
せ
ら
れ
て
久
し
く
そ
の
領
土
と
な
っ
て
居
た
の
が
、

「
旧
国
土
入
於
批
判
鞘
」

と
は
正
し
く
は
嘗
て
大
高
句
麗
の
国
土
国
民
で
あ
っ
た
白
山
戦
輔
が
そ
の
覇
紳
を
解
か
れ
て
新
に
自
立
し
得
た
こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
る
も
の
と

註
白
川
向

解
す
可
き
で
あ
る
。
通
典
の
著
者
は
唐
の
徳
宗
頃
の
入
社
佑
で
、
時
恰
も
小
高
句
麗
園
が
遼
東
に
存
在
し
つ
つ
も
河
朔
の
梗
塞
で
唐
へ
の
入
貢

そ
の
滅
亡
に
よ
っ
て
自
由
奔
放
の
機
を
得
た
わ
け
で
、

を
絶
っ
て
ゐ
た
時
代
で
あ
る
。
即
ち
唐
の
徳
宗
頃
の
入
社
佑
が
威
享
元
年
の
釦
牟
与
の
叛
乱
鎮
定
後
に
於
け
る
半
島
の
高
句
麗
遺
民
の
大
勢
を

述
べ
た
の
が

川
半
島
内
の
遺
民
自
ら
保
つ
能
は
ず
、
新
羅
・
株
鞠
に
逃
散



同
半
島
内
の
旧
国
土
は
批
判
鞠
（
新
羅
を
脱
す
）
に
没
入

旬、

半
島
内
の
高
民
の
君
長
絶
滅
。

の
諸
点
で
、
そ
の
云
ふ
所
は
完
鵬
首
で
は
無
い
に
し
て
も
、
誤
つ
て
は
居
な
い
の
で
あ
る
。
新
羅
に
よ
っ
て
統
一
せ
ら
れ
た
半
島
内
に
高
氏
の
君

長
が
立
ち
得
る
筈
の
無
か
っ
た
こ
と
は
云
ふ
迄
も
あ
る
ま
い
。

高
句
麗
遺
民
の
逃
散
、
高
氏
君
長
の
絶
滅
を
伝
へ
た
第
二
の
繋
年
は
儀
鳳
二
年
の
高
蔵
の
失
脚
の
時
で
あ
る
。
新
管
室
長
ば
高
麗
伝
、
資
治

通
鑑
悦
二
等
の
記
事
が
此
れ
に
属
す
る
o

新
唐
書
の
記
事
は

艶
刊

其
貯
蓄
城
往
往
入
新
羅
。
遺
人
的
枠
突
阪
・
株
鞠
。
由
是
高
氏
君
長
皆
絶
。

と
あ
り
、
資
治
通
鑑
の
記
事
の
内
容
も
全
く
同
じ
で
、
出
血
ハ
を
一
に
し
て
ゐ
る
こ
と
が
窺
は
れ
る
。
而
し
て
此
れ
ら
の
両
書
に
は
鉛
牟
専
の
乱

の
鎮
定
後
に
於
い
て
先
掲
通
典
の
記
事
に
該
当
す
る
も
の
は
採
録
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
両
蓄
に
云
ふ
所
の
要
点
は

的
高
句
麗
の
旧
城
は
往
往
新
羅
に
没
し
た
。

川
円
，
遺
民
は
突
版
・
株
輯
に
散
蒋
レ
た
。

川
円
高
民
の
君
長
は
絶
え
た
。

と
な
る
。

こ
の
記
事
は
高
蔵
の
遼
東
に
於
け
る
失
脚
事
件
に
続
け
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
文
体
か
ら
云
へ
ば
遼
東
の
高
句
麗
遺
民
を
主

と
し
て
扱
っ
て
居
る
も
の
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
所
が
第
一
の
「
旧
城
往
々
入
新
羅
」
は
半
島
の
形
勢
で
あ
る
。
叉
第
三
の
「
高
民
君
長

皆
絶
」
も
半
島
に
限
っ
た
こ
と
で
、
半
島
外
で
は
高
氏
の
君
長
は
連
綿
と
し
て
ゐ
る
。
即
ち
此
の
二
条
は
高
蔵
失
脚
の
あ
と
に
述
べ
る
記
事
と

し
で
は
全
く
ふ
さ
は
し
く
な
い
。
寧
ろ
拍
子
外
れ
の
記
述
で
あ
る
。
恐
ら
く
此
れ
は
先
に
掲
げ
た
通
典
、
叉
は
そ
の
原
典
に
あ
っ
た
記
事
を
、

そ
れ
が
戚
享
元
年
以
後
に
於
け
る
半
島
の
形
勢
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
殆
ん
ど
無
批
判
に
儀
鳳
二
年
以
後
に
於
け
る
遼
東
の
形

勢
に
移
し
入
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
儀
鳳
二
年
に
此
の
記
事
を
の
せ
た
新
唐
書
・
資
治
通
鑑
の
両
書
が
何
れ
も
戚
享
元
年
に
は
半
島
の
大
勢
を

小

高

句

麗

の

建

国



小
一
向
何
一
雌

ω
娃

国

述
べ
た
適
雌
ハ
の
記
事
を
省
い
て
ゐ
る
の
は
、
此
の
移
動
を
思
は
せ
る
に
足
る
。
上
掲
三
箇
条
の
中
、
正
し
く
当
時
の
遼
東
の
形
勢
を
述
べ
て
ゐ

る
の
は
第
二
条
の
「
遺
人
散
毒
－
突
厩
・
抹
鴇
」
の
み
で
あ
る
。
遼
東
に
赴
い
た
高
蔵
の
失
脚
立
粟
末
株
縄
と
通
じ
て
寄
に
離
叛
せ
ん
と
し
た
こ

と
に
よ
る
。
従
っ
て
散
奔
株
鴇
は
粟
末
株
褐
へ
の
散
奔
の
事
実
を
伝
へ
た
も

ωと
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
叉
先
に
高
宗
の
顕
慶
二
年
（
六
五
七
）
、

出
時
将
係
定
万
に
平
定
せ
ら
れ
た
西
突
販
は
十
姓
可
汗
阿
史
那
氏
。
守
中
心
に
復
興
の
兆
を
見
せ
、

や
が
て
突
厩
の
復
興
陸
自
時
代
に
入
る
の
で
あ

る
。
そ
の
活
動
は
儀
鳳
二
年
の
翌
々
年
た
る
調
露
元
年
（
六
七
九
）
の
頃
よ
り
旺
ん
に
な
り
、
永
淳
元
年
（
六
八
二
）
に
は
河
東
の
弁
・
嵐
諸

続
九

州
に
冠
し
、
翌
弘
道
元
年
（
六
八
一
ニ
）
に
は
河
北
の
定
・
婿
州
に
入
冠
し
て
ゐ
る
。
何
れ
も
儀
鳳
二
年
後
五
六
年
内
の
こ
と
で
あ
る
。
か
う
し

た
形
勢
を
知
れ
ゴ
、
唐
に
反
感
を
有
ち
独
」
J
i
の
希
望
に
燃
え
乍
ら
ち
そ
の
制
刊
を
排
し
得
な
か
っ
た
高
句
麗
選
民
中
の
少
か
ら
ぬ
も
の
が
、
麿

に
積
極
的
挑
戦
守
な
し
つ
つ
あ
っ
た
突
蹴
に
投
じ
た
こ
と
ば
充
分
あ
り
得
た
と
考
へ
ら
れ
る
c

即
ち
「
散
拝
突
厭
・
批
判
靖
」
の
み
ば
史
実
と
し

て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
思
ふ
に
新
唐
室
田
や
資
治
通
鑑
（
或
は
そ
り
共
通
の
典
拠
と
な
っ
た
或
る
史
量
一
回
）
は
儀
鳳
二
年
の
高
蔵
の
失
脚
以
後

に
於
け
る
遼
東
の
形
勢
を
概
述
す
る
に
当
っ
て
、

一
万
に
正
し
く
該
当
す
る
史
料
を
用
ひ
っ
つ
、
更
に
戚
享
元
年
の
釦
牟
与
の
叛
乱
後
に
於
け

る
半
島
の
形
勢
に
該
当
す
る
記
事
を
も
措
入
し
た
の
で
あ
ら
う
。
措
入
記
事
の
原
典
は
通
典
か
叉
は
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
或
る
史
書
で
あ
ら

う
む
因
み
に
新
唐
書
や
資
治
通
鑑
が
宋
人
の
撰
で
、
後
世
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
あ
る
ま
い
。

高
句
麗
遺
民
の
逃
散
、
高
氏
君
長
の
絶
滅
を
伝
へ
た
第
三
の
繋
年
は
聖
暦
二
年
の
高
徳
武
の
安
東
都
督
就
任
、
即
ち
小
高
句
麗
建
国
の
時
で
、

五
代
・
石
替
の
劉
向
の
撰
た
る
旧
唐
書
一
位
高
一
蹴
伝
、
北
宋
の
王
博
の
唐
会
要
一
一
九
高
句
麗
の
項
等
の
記
事
が
此
れ
で
あ
る
。
両
記
事
と
も
に

同
じ
内
容
で
、
共
通
の
原
典
に
拠
っ
た
こ
と
が
窺
は
れ
る
。
伝
の
記
事
は

自
是
（
嫡
一
畑
山
鵠
任
）
高
一
蹴
一
優
一
戸
在
安
東
漸
寡
少
。
分
投
突
蕨
及
器
時
等
。
高
氏
君
長
遂
絶
M
A
O

と
あ
る
。
そ
の
骨
子
は

｛イ）

高
徳
武
の
赴
任
（
聖
路
二
年
）
以
後
、
安
東
府
管
下
の
高
句
麗
人
は
漸
次
減
少
し
た
。
そ
れ
ほ



同
突
蕨
・
批
判
輯
円
一
分
投
し
た
か
ら
で

け
』
両
氏
の
君
長
ば
遂
に
絶
え
た
c

の
一
二
項
で
あ
る
。
高
氏
君
長
の
絶
滅
が
絶
対
に
誤
り
で
あ
る
こ
と
ば
己
に
明
か
に
し
た
所
で
あ
る
。
然
し
珠
鴇
・
突
蕨
へ
の
分
投
は
否
定
出
来

、L

、。

ナ
J

一’
u聖

暦
二
年
に
先
つ
こ
と
三
年
、
高
歳
通
夫
元
年
に
勃
発
し
た
営
州
の
契
丹
人
李
議
忠
・
孫
蔦
栄
等
の
叛
乱
を
機
と
し
て
営
州
の
城
傍
に
居
た

批
判
鴇
人
大
昨
栄
等
は
満
洲
に
逃
入
し
、
輔
衆
末
・
白
山
両
訴
鞠
人
と
高
句
麗
人
と
を
糾
合
し
て
大
震
国
を
建
て
た
。
建
国
の
年
ば
小
高
句
麗
建
国

の
前
年
た
る
聖
暦
元
年
で
あ
る
。
大
震
国
が
高
句
麗
人
と
批
判
鞠
人
と
の
協
同
に
成
る
国
で
、
後
ち
の
崩
海
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
さ

す
れ
ば
此
の
国
の
発
展
を
見
て
此
れ
に
投
帰
す
る
高
句
麗
人
が
相
当
あ
っ
た
こ
と
は
充
分
考
へ
ら
れ
る
。
批
判
輔
が
広
く
批
判
靖
人
を
総
称
す
る
場

合
と
、
そ
の
代
表
的
最
強
勢
力
た
る
湖
海
戦
鞠
を
指
す
場
合
と
の
こ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
に
論
証
し
た
如
く
で
あ
る
。

「
投
入
批
判
鴇
」
の
株

輔
が
そ
の
何
れ
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
確
に
事
実
を
伝
へ
た
記
事
で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
な
い
。

調
露
一
万
年
の
頃
よ
り
始
動
的
侵
窟
を
開
始
し
た
復
興
突
厩
は
そ
の
後
ち
益
々
強
く
、
殊
に
唐
朝
の
女
禍
に
よ
る
対
外
制
圧
力
の
弛
緩
ば
此
の

勢
に
拍
車
を
か
け
た
に
判
例
海
の
建
国
に
動
機
を
与
へ
た
学
童
忠
等

ω叛
乱
も
そ
の
裳
に
此
の
突
．
飲
り
跳
梁
が
大
き
く
作
用
し
て
居
た
。
契
丹
を

制
附
し
た
突
蕨
の
勢
力
が
や
が
て
遼
東
に
波
及
す
る
山
崎
、
此
の
地
万
の
歴
史
地
理
に
照
し
て
必
然
の
勢
で
あ
る
。
事
実
、
小
高
句
麗
が
突
厩
勢

力
の
影
響
を
受
け
、
多
数
高
句
麗
人
の
投
入
を
見
た
こ
と
は
、
開
元
三
年
二
月
、
西
突
蕨
の
巨
姓
阿
史
那
氏
の
女
を
委
と
す
る
高
麗
王
高
文
簡

が
有
力
合
一
長
高
供
毅
と
共
に
何
人
廠
の
下
を
離
れ
て
唐
に
帰
陣
し
て
ゐ
る
事
実
に
徴
し
て
明
か
で
あ
る
。

「
投
入
突
廠
一
も
全
〈
紛
れ
な
い
事
実

で
ふ
の
る
。

さ
て
、
釦
牟
専
の
叛
乱
以
後
、
半
島
万
面
の
高
句
麗
遺
民
は
多
く
新
羅
・
稼
輯
に
投
入
し
た
。
此
の
頃
、
遼
東
の
高
句
麗
人
も
粟
末
批
判
鞠
の

聞
に
投
入
す
る
者
が
相
当
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
安
市
城
の
乱
に
見
ら
れ
る
如
く
、
遼
東
の
高
句
麗
人
も
唐
に
対
し
て
相
当
強
い
反
感
を
抱
い
て

小

高

句

麗

の

建

国



小

高

句

麗

の

建

国

佐世

ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
次
い
で
高
蔵
の
遼
東
に
於
け
る
失
脚
の
際
、
叉
少
か
ら
ぬ
高
句
麗
人
が
株
鞠
や
突
阪
に
投
入
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
更
に

小
高
句
麗
の
建
国
後
も
北
に
大
宮
、
↓
溺
海
の
発
展
あ
り
、
西
に
突
販
の
復
興
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
に
投
ず
る
高
句
麗
人
を
少
か
ら
ず
出
し
た
。

叉
先
に
唐
の
内
地
に
駆
遷
せ
ら
れ
た
者
も
あ
っ
た
。

し
て
見
れ
ば
遼
東
の
高
句
麗
人
が
漸
次
減
少
し
た
こ
と
は
殆
ん
ど
疑
ひ
な
い
で
あ
ら
う
。

か
う
考
へ
る
と
、
「
高
麗
旧
一
戸
在
安
東
漸
寡
少
」
の
一
句
も
史
実
を
含
む
も
の
と
し
て
受
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

聖
暦
二
年
の
記
事
は
「
漸
寡

少
’
一
も
、

「
分
投
株
鴇
・
突
欧
」
も
共
に
正
し
い
所
伝
で
あ
り
乍
ら
、
只
「
高
氏
君
長
遂
絶
突
」
に
於
い
て
大
き
な
誤
り
を
犯
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
此
の
誤
り
は
己
に
儀
鳳
二
年
の
条
に
於
い
て
他
の
史
書
が
犯
し
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
思
ふ
に
、
此
れ
は
諸
史
が
何
れ
も
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
に
於
い
て
遼
東
の
形
勢
を
正
し
く
伝
へ
た
史
料
を
原
典
と
し
て
用
ひ
乍
ら
、

一
方
通
典
に
見
え
る
如
、
き
半
島
に
於
け
る
高
氏
君
長
絶

滅
の
所
伝
記
事
に
強
く
拘
は
れ
、
そ
れ
が
半
島
の
形
勢
を
限
定
的
に
伝
へ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
充
分
の
注
意
を
払
は
な
い
で
、
そ
れ
を
そ
の

ま
ま
遼
東
方
面
の
形
勢
に
適
用
し
、
撰
者
が
適
当
な
り
と
思
考
し
た
年
代
の
所
に
勝
手
に
挿
入
し
た
の
で
あ
ら
う
。

通
典
の
「
高
民
君
長
絶
滅
」
は
半
島
の
形
勢
を
述
べ
た
も
の
で
、

そ
の
云
ふ
所
は
誤
り
で
な
い
。
通
典
の
著
者
社
佑
は
唐
の
徳
宗
頃
の
人
で
、

そ
の
頃
は
遼
東
に
高
氏
の
小
高
句
麗
国
の
あ
る
乙
と
が
未
だ
中
国
人
に
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ
た
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
が
遼
東
に
就
い
て
高
氏
君

長
の
絶
滅
を
軽
々
し
く
論
述
す
る
道
理
は
無
い
。
此
れ
を
半
島
の
形
勢
に
限
定
し
て
云
っ
て
ゐ
る
の
は
当
然
で
あ
る
c

所
が
五
代
か
ら
北
宋
時

代
に
か
け
て
撰
述
せ
ら
れ
た
史
書
は
此
の
半
島
に
繋
け
ら
れ
て
ゐ
た
記
事
を
勝
手
に
遼
東
に
移
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
典
拠
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
に
し
て
も
、
と
に
か
く
五
代
・
北
宋
時
代
の
史
家
は
己
に
遼
東
に
在
っ
た
小
高
句
麗
国
の
こ
と
を
知
ら
な
く
な
っ

て
ゐ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
云
へ
ょ
う
。

以
上
を
要
す
る
に
、
小
高
句
麗
国
ば
大
唐
の
都
に
置
か
れ
て
居
た
大
高
句
麗
国
の
王
統
高
徳
武
の
遼
東
入
り
、
即
ち
安
東
都
相
官
就
任
の
聖
M
M

二
年
（
六
九
九
）
を
以
て
建
圏
第
一
年
と
し
、
恐
ら
く
遼
城
州
を
首
都
と
し
て
、
唐
の
安
東
都
護
府
下
に
在
っ
た
遼
東
地
区
の
高
句
麗
人
を
統

轄
し
て
居
た
も
の
で
、
大
高
句
麗
滅
亡
後
、
此
の
地
区
の
高
句
麗
人
は
或
は
株
鞠
に
、
或
は
突
阪
に
屡
々
投
入
し
た
為
め
、
建
国
前
後
の
一
戸
口



は
往
時
に
比
べ
て
寡
少
に
な
っ
て
居
た
と
は
云
へ
、
そ
の
国
運
は
長
く
続
き
、
恐
ら
く
有
唐
一
代
を
通
じ
て
存
続
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、

部
の
史
書
が
「
高
民
宕
長
絶
滅
」
を
伝
へ
、
恰
も
そ
の
亡
国
を
思
は
せ
る
が
如
、
き
書
き
振
り
を
し
て
ゐ
る
の
は
、
撰
者
の
認
識
不
足
に
因
る
大

き
な
誤
り
で
あ
る
。

第

三

節

小
高
句
麗
建
国
を
縞
る
国
際
政
局

小
高
句
麗
国
は
唐
よ
り
安
東
都
護
府
の
所
管
を
譲
り
受
け
て
建
設
せ
ら
れ
た
国
家
で
あ
る
。
即
ち
自
ら
の
努
力
の
み
に
よ
っ
て
克
ち
得
た
も

の
で
は
無
く
、
大
唐
の
庇
護
が
大
き
く
動
い
て
出
来
た
国
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
国
の
建
国
事
情
乃
至
原
動
力
を
専
ら
そ
の
国
民
た
る
遼
東
高

句
麗
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
蓄
積
に
求
め
ん
と
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
。
寧
ろ
大
唐
を
中
心
と
す
る
東
亜
の
国
際
政
局
の
中
に
そ
の
主
因
を
見
出

す
可
ェ
き
で
あ
る
。
勿
論
、
遼
東
の
高
句
麗
人
の
独
立
意
欲
は
極
め
て
強
烈
で
、
大
高
句
麗
滅
亡
の
直
後
に
は
屡
々
独
立
抗
唐
の
運
動
を
爆
発
さ
せ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
都
度
大
唐
の
強
大
な
任
迫
を
被
っ
て
惨
敗
し
た
。
か
く
て
反
抗
毎
に
伴
遷
や
存
散
の
高
句
麗
人
を
多
数
に
出
し
て

次
第
に
勢
力
を
減
少
し
た
コ
小
高
句
麗
の
建
国
は
大
高
句
麗
の
滅
亡
よ
り
約
三
十
年
の
後
ち
で
、
此
の
聞
に
所
謂
「
高
麗
旧
一
戸
在
安
東
者
漸
寡

少
」
と
な
っ
て
、
も
は
や
独
立
を
自
力
で
闘
ひ
取
る
力
を
失
っ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
そ
の
時
却
っ
て
麿
か
ら
独
立
の
機
会
を
与
へ
ら
れ
、
小
高
句

麗
を
建
国
し
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
此
の
国
は
麿
の
い
批
護
の
下
に
成
立
し
た
国
家
で
あ
る
と
云
っ
て
差
支
へ
な
い
。
此
の
国
は
そ
の
建
国
後
に

於
い
て
国
民
が
株
鞠
や
突
．
欣
へ
分
投
し
て
勢
力
装
弱
化
の
途
を
辿
っ
た
と
伝
へ
ら
れ
、
そ
の
大
国
へ
の
発
展
が
報
ぜ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
は
、

に
は
隣
接
す
る
諸
大
勢
力
の
川
迫
も
あ
っ
た
と
は
云
へ
、
一
に
は
此
の
国
が
も
と
も
と
国
民
自
身
の
旺
盛
な
活
動
力
に
支
持
せ
ら
れ
て
出
来
た

も
の
で
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
尤
も
外
部
よ
り
庇
護
支
援
を
受
け
る
や
、
忽
ち
国
家
を
形
成
し
得
た
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
に
於
け
る

独
立
抗
唐
の
運
動
と
相
佼
っ
て
、
遼
東
高
句
麗
人
の
社
会
が
建
国
能
力
を
有
つ
迄
に
成
熟
し
て
ゐ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
然
し
そ

の
結
集
せ
ら
れ
た
実
力
は
当
時
の
国
際
環
境
の
下
に
於
い
て
独
立
を
成
就
す
る
に
足
る
も
の
で
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
c

此
の
点
、
新
羅
の
半

小

高

句

麗

の

建

国

二
五
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－』、
町

『

【

ノ

島
統
一
、
完
全
独
立
が
大
唐
の
大
き
な
妨
碍
を
被
り
乍
ら
も
、
よ
く
欝
積
し
た
国
民
の
精
力
を
発
揚
し
唐
の
干
渉
を
排
除
し
て
積
極
的
に
闘
ひ

取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
と
大
い
に
異
る
。
か
く
て
小
高
句
麗
の
建
国
過
程
の
実
相
を
把
握
す
る
為
め
に
は
、
此
の
建
国
を
縞
る
国
際
政
局
の

動
き
を
明
か
に
す
る
乙
と
が
緊
要
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
大
陸
に
於
い
て
は
如
何
な
る
国
の
建
国
と
雄
も
国
際
政
局
の
影
響

を
大
き
く
受
け
な
い
も
の
は
な
い
が
、
小
高
句
麗
の
場
合
は
そ
の
建
国
が
寧
ろ
受
動
的
に
動
い
て
ゐ
る
だ
け
に
、
特
に
此
の
国
際
情
勢
の
影
響

を
大
き
く
予
想
す
可
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
と
に
小
高
句
麗
成
立
の
事
情
を
明
か
に
す
る
立
場
か
ら
当
時
の
東
車
の
国
際
情
勢
を
論
究
す
る
こ

と
と
す
る
。
勿
論
、
小
高
句
麗
に
直
接
関
係
を
有
た
ぬ
国
際
間
題
に
は
一
切
ふ
れ
な
い
。
国
際
関
係
一
般
の
取
扱
ひ
は
余
り
に
も
大
き
な
課
題

で
到
底
此
所
に
取
上
げ
ら
れ
な
い
し
、
叉
そ
の
必
要
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
一
項
安
東
都
護
府
の
廃
止
と
小
高
句
麗
の
建
国

安
東
都
督
任
命
の
形
式
に
依
る
大
唐
の
小
高
句
麗
建
国
計
画
は
、
聖
暦
元
年
の
高
責
元
差
置
に
失
敗
し
た
後
ち
、
翌
二
年
の
高
徳
武
差
置
に

依
っ
て
漸
く
成
功
し
た
。
つ
ま
り
そ
の
建
国
は
聖
暦
元
年
よ
り
翌
年
迄
か
か
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
所
で
此
の
建
国
へ
の
着
手
の
年
た
る
聖
暦

元
年
は
、
総
章
二
年
以
来
三
十
年
に
わ
た
っ
て
遼
東
を
総
督
し
来
っ
た
安
東
都
護
府
の
廃
止
せ
ら
れ
た
年
で
あ
る
。
か
く
て
安
東
都
護
府
の
廃

止
と
小
高
句
麗
建
国
と
の
聞
に
不
可
分
の
関
係
の
あ
っ
た
ζ
と
が
察
知
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
此
の
関
係
に
就
い
て
は
従
前
の
論
述
中
主
言
及

し
た
点
も
あ
る
が
、
尚
此
所
に
専
考
詳
究
す
る
乙
と
と
す
る
。

聖
暦
元
年
の
安
東
都
護
府
の
廃
止
は
、
形
式
的
に
此
れ
を
見
れ
ば
、
唐
の
遼
東
統
治
機
関
の
撤
廃
と
し
て
で
な
く
、
唐
会
要
一
一
七
安
東
都
護

府
の
条
に

至
聖
暦
元
年
六
月
三
十
日
。
改
安
東
都
護
府
矯
安
東
都
督
府
。

と
あ
り
、
新
唐
書
増
三
地
理
志
・
河
北
道
・
安
東
上
都
護
府
の
条
に



聖
麿
元
年
c

更
名
安
東
都
脅
府
。

と
あ
る
如
く
、
都
護
府
よ
り
都
督
府
へ
の
更
名
、
更
二
適
切
に
云
ヘ
ゴ
、
そ
の
嘩
格
と
し
て
行
芯
れ
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
形
式
に
従
ヘ
ゴ
都

護
府
の
統
替
の
職
任
は
、

一
段
下
格
の
機
関
で
は
あ
る
が
、
都
督
府
に
よ
っ
て
継
承
せ
ら
れ
て
行
く
た
て
ま
へ
と
な
っ
て
ゐ
た
わ
け
で
あ
る
。

従
っ
て
此
の
更
改
を
形
式
的
な
面
の
み
か
ら
眺
め
れ
ば
、
遼
東
統
治
に
対
す
る
従
来
の
唐
の
政
治
的
評
価
が
切
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
は
な
る

が
、
全
面
的
に
放
棄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
此
の
更
改
の
も
つ
真
の
意
義
泣
か
う
し
た
形
式
的
な
面
か
ら
の
考
察
で

は
把
握
出
来
な
い
。
寧
ろ
此
の
形
式
の
内
に
包
ま
れ
て
ゐ
る
実
質
的
な
改
変
に
深
く
注
意
し
な
け
れ
ゴ
な
、
り
ぬ
の
で
あ
る
c

都
護
府
の
都
督
府
へ
の
降
格
と
同
時
に
そ
の
長
官
の
都
督
に
擬
せ
ら
れ
た
の
は
高
資
元
で
あ
る
。
旧
唐
書
凶
「
高
麗
伝
に

船
。
聖
暦
元
年
。
封
篤
忠
誠
国
王
。
委
其
統
摂
安
東
奮
一
戸
c

」
あ
り
、
新
唐
書
巻
二
高
句
麗
伝
に

二

O

聖
暦
初
。
併
。
更
封
忠
誠
国
王
。
使
統
安
東
一
隻
部
。

と
あ
る
は
此
の
こ
と
を
伝
へ
た
記
事
で
、
文
中
に
安
東
都
督
就
任
を
明
記
し
た
語
句
は
な
い
が
、
文
勢
よ
り
・
自
ら
そ
れ
と
察
せ
ら
れ
る
。
然
し

高
賓
一
克
の
都
替
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
高
氏
の
安
東
都
督
が
実
現
し
た
の
は
翌
二
年
で
、
任
官
し
た
の
は
高
徳
武
で
あ
る
。
此
の
時
の
安
東
都

督
任
官
は
、
先
に
引
用
し
た
如
く
、
旧
唐
書
の
伝
に

二
年
。
叉
授
高
蔵
男
徳
武
震
安
東
都
督
。
以
領
本
蕃
。

鮭
%

と
あ
り
、
新
唐
書
の
伝
に

明
年
一
誠
一
以
蔵
子
徳
武
常
安
東
都
督
。

設
凶

と
あ
っ
て
、
史
に
明
記
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
の
高
徳
武
の
都
替
就
任
が
小
高
句
麗
国
王
へ
の
即
位
で
あ
り
、
そ
の
建
国
第
一
年
で
あ
っ

た
こ
と
は
己
に
論
述
し
た
如
く
で
あ
る
。
高
徳
武
は
唐
に
対
し
て
は
そ
の
一
官
吏
た
る
安
東
都
替
で
あ
り
、
都
護
府
の
都
督
府
へ
の
降
格
に
よ

小

高

句

麗

の

建

国

七
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人

る
都
護
の
後
継
者
と
し
て
、
従
来
都
護
府
が
有
し
て
ゐ
た
遼
東
高
句
麗
人
の
統
治
権
を
譲
り
受
け
、
此
の
統
治
権
を
部
内
に
対
し
て
は
高
句
麗

王
と
し
て
行
使
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る

3

此
れ
は
崩
海
国
の
君
長
が
部
内
に
対
し
て
は
王
と
し
て
君
臨
す
る
と
共
に
、
そ
の
支
配
権
を
唐
の
忽
汗

州
都
督
と
し
て
唐
か
ら
正
式
に
承
認
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
と
軌
を
一
に
す
る
。
査
し
此
の
様
な
関
係
は
唐
の
蒋
燦
体
制
の
基
本
的
な
方
式
と
し
て

普
く
適
用
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
っ
而
し
て
崩
海
王
の
忽
汗
州
都
督
は
全
く
形
式
的
な
も
の
で
、
都
替
な
る
が
故
の
実
質
的
な
義
務
が
唐
か

ら
賦
課
せ
ら
れ
て
ゐ
た
わ
け
で
は
な
い
。
自
ら
を
天
下
の
主
な
り
と
自
負
す
る
中
国
の
政
治
思
粗
か
ら
、
唐
と
国
交
を
結
ぶ
諸
国
に
対
し
て
唐

が
要
求
し
て
居
た
形
式
的
な
主
従
様
式
に
す
い
さ
な
か
っ
た
。
小
高
句
麗
王
の
安
東
都
持
も
や
は
り
同
じ
形
式
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
唐
に
対
し

て
内
地
の
都
督
と
同
様
の
君
臣
関
係
が
此
れ
に
伴
っ
て
成
立
し
て
ゐ
た
と
見
る
必
要
は
な
い
。
唐
の
遼
東
統
治
は
安
東
都
護
府
の
職
任
と
せ
ら

れ
て
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
若
し
此
の
安
東
都
督
を
形
式
的
の
み
な
ら
ず
実
質
的
に
も
唐
に
臣
従
せ
し
め
て
行
く
為
め
に
は
都
督
府
の
監
視
機

関
と
し
て
都
護
府
を
そ
の
ま
ま
存
置
す
可
き
で
ゅ
の
り
、
現
に
儀
風
二
年
の
遼
東
都
特
に
対
し
て
は
安
東
都
護
府
を
そ
の
上
に
存
続
せ
し
め
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
都
護
府
を
廃
レ
、
そ
の
職
任
を
都
将
府
に
譲
っ
た
こ
と
は
、
此
れ
を
遼
東
の
最
高
機
関
と
し
、
更
に
そ
の
上
か
ら
此
れ
を
監
督

す
る
意
図
の
無
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
而
し
て
此
の
唐
の
上
よ
り
す
る
監
符
か
ら
解
放
せ
ら
れ
た
安
東
都
替
は
中
国
人
に
非
ず
し
て
高
句
麗
の

王
統
で
あ
っ
た
。
都
椅
が
自
ら
進
ん
で
内
地
の
都
脅
し
｝
同
様
の
君
臣
関
係
を
麿
に
対
し
て
固
く
守
る
紘
一
同
は
な
い
。

つ
ま
り
唐
は
安
東
都
護
府
を

安
東
都
各
府
に
降
桝
す
る
と
云
ふ
形
式
を
以
て
、
従
来
有
し
て
居
た
遼
東
の
統
治
権
を
実
質
的
に
放
棄
し
、
此
れ
を
高
句
麗
の
旧
王
家
に
返
還

し
た
の
で
あ
る
。
小
高
句
麗
国
は
此
の
返
還
せ
ら
れ
た
統
治
権
に
よ
っ
て
生
れ
出
た
国
に
外
な
ら
ぬ
。

安
東
部
護
府
の
廃
止
と
小
高
句
麗
の
建
国
と
の
実
質
的
な
闘
係
内
容
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
更
に
考
へ
て
見
る
に
、
小
高
句
麗
の
建
国

の
為
め
に
安
東
都
護
府
守
絶
対
に
撤
廃
し
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
と
一
五
ふ
必
要
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
唐
の
遼
東
統
治
権
を
全
面
的
に
放
棄
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
根
拠
は
な
い
。
小
高
句
麗
を
建
て
し
め
、
此
れ
を
都
符
と
し
て
そ
の
上
に
都
護
を
お
き
、
唐
の
駈
軒
下
に
遼
東
高
句
麗
人

ω自
治
を
大
幅
に
認
め
て
行
く
方
法
も
あ
り
得
た
わ
け
で
あ
る
ご
即
ち
都
護
府
の
降
格
L
」
一
五
、
山
形
式
を
以
て
都
格
府
を
お
か
ず
と
も
、
都
護
府



を
そ
の
ま
ま
に
し
て
そ
の
下
に
安
東
都
督
府
令
別
置
し
得
た
の
で
あ
る
。
先
に
も
一
言
し
た
如
ノ
＼
儀
鳳
二
年
の
計
一
例
法
此
の
万
式
で
あ
っ
た

3

叉
開
元
以
後
に
於
い
て
も
、
小
高
句
麗
国
王
が
安
東
都
将
と
し
て
遼
東
を
統
治
し
て
ゐ
た
に
拘
ら
ず
、
唐
は
別
に
安
東
都
護
府
を
お
い
て
そ

2
7
 

の
閣
情
燦
に
当
っ
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
小
高
句
麗
建
国
の
前
提
と
し
て
都
護
府
の
撤
廃
を
絶
対
に
必
要
、
こ
し
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
。
と
す
れ
ゴ
、

安
東
都
護
府
の
廃
止
法
必
ず
し
も
小
高
句
斑
を
建
て
し
め
ん
が
為
め
の
必
要
か
ら
行
ば
れ
た
の
で
ば
な
〈
、
別
に
都
護
府
を
廃
止
す
可
き
事
情

が
あ
っ
て
行
は
れ
、
そ
の
鹿
止
に
由
っ
て
生
ず
る
種
々
の
不
利
欠
陥
を
緩
和
せ
ん
が
為
め
の
処
置
と
し
て
小
高
句
麗
の
建
国
支
援
が
行
は
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
の
考
へ
が
生
れ
て
来
る
。

安
東
都
護
府
を
廃
止
し
、
高
句
麗
の
君
長
を
復
位
せ
し
め
て
、
此
れ
に
遼
東
の
統
治
を
一
任
せ
ん
と
す
る
は
当
時
の
宿
将
秋
仁
傑
の
固
い
持

論
で
、
そ
れ
が
結
局
廟
議
を
動
か
し
た
も
の
の
様
で
あ
る

o
h唐
書
焔
八
の
伝
に
依
れ
ば
、
神
功
元
年
（
聖
勝
元
年
の
前
年
）
上
疏
し
て
、
安

東
を
戎
る
負
担
が
余
り
に
も
大
き
く
、
そ
の
為
め
百
姓
の
虐
弊
日
に
加
ば
る
こ
と
を
述
べ
一
罷
安
東
以
質
遼
西
。
省
運
費
於
遠
方
一
と
論
じ
て

ゐ
る
へ
資
治
通
晃
一
一
九
此
れ
を
周
年
の
十
月
の
条
に
繋
げ
て
ゐ
る
つ
当
時
の
彼
ば
幽
州
都
号
、
時
に
営
州
を
失
っ
て
弘
唐
1
陶
州
を
東

北
経
営
の
前
線
拠
点
と
し
て
お
た
心
で
、
山
削
州
郎
幹
た
る
彼
心
言
は
菅
の
東
北
政
策
に
対
し
て
最
も
ん
き
な
力
ふ
－
有
し
て
ゐ
だ
、
同
伝
に
ゆ
勺
史

仁
傑
叉
請
コ
曜
安
東
復
高
氏
得
君
長
。
停
江
市
之
転
輸
。
慰
河
北
之
勢
弊
。
一
さ
ち

と
あ
っ
て
、
彼
が
京
一
ね
て
安
東
都
護
府
の
廃
止
ぞ
論
じ
、
高
氏
君
長
の
復
位
を
力
説
し
た
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。
彼
の
此
の
所
論
は
、
聖
謄
元

年
か
ら
二
年
に
か
け
て
行
は
れ
た
唐
の
遼
東
政
策
と
正
に
一
致
し
て
ゐ
る
か
ら
、
先
に
述
べ
た
都
護
府
の
廃
止
、
高
氏
君
長
の
復
位
等
は
総
て
彼

の
此
の
意
見
に
基
い
た
も
の
と
見
る
可
、
き
で
あ
ら
う
。
伝
に
は
右
の
奏
文
を
承
け
て
「
事
雄
不
行
じ
識
者
是
之
」
と
あ
る
が
、
「
事
雌
不
行
一
と

は
即
時
実
行
せ
ら
れ
な
か
っ
た
と
の
意
味
で
あ
ら
う
。
終
局
迄
実
現
せ
ら
れ
な
か
っ
た
と
云
ふ
の
で
は
な
い
。
事
実
は
翌
聖
眠
晴
元
年
よ
り
二
年

に
か
け
て
彼
の
意
見
通
り
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
尚
右
第
二
の
奏
文
は
資
治
通
鑑
楚
神
功
元
年
間
十
月
の
条
に
繋
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
叉
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小
高
句
麗
の
建
国

唐
会
要
一
一
七
安
東
都
護
府
の
条
、
通
典
雄
炉
辺
防
典
・
高
句
麗
の
項
等
に
も
掲
載
せ
ら
れ
‘
且
つ
此
れ
ら
両
書
の
記
載
が
最
も
原
文
に
近
い
形
を

保
っ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
が
、
そ
の
繋
年
を
二
年
後
の
聖
暦
二
年
に
置
い
て
ゐ
る
の
は
明
か
に
誤
り
で
あ
る
。
聖
暦
二
年
は
安
東
都
護
府
が
廃
止

。

せ
ら
れ
た
翌
年
で
、
今
更
そ
の
廃
止
を
反
覆
力
説
す
る
必
要
は
無
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
叉
会
要
に
は
一
』
臣
請
龍
辞
仁
貴
。
廃
安
東
鎮
」
と
あ

る
が
、
旧
唐
書
玲
八
静
仁
貴
伝
に
依
れ
ば
、
彼
は
代
州
都
督
と
し
て
突
厩
の
阿
史
元
珍
を
雲
州
に
破
っ
た
年
に
七
十
歳
を
以
て
蒐
じ
て
お
り
、

叉
会
要
略
九
突
厩
の
項
に
依
れ
ば
、
彼
が
阿
史
元
珍
等
を
破
っ
た
の
は
永
淳
元
年
（
六
八
二
）
十
月
で
あ
る
か
ら
、
結
局
彼
は
都
護
府
廃
止
の

十
六
年
前
に
己
に
死
ん
で
ゐ
た
乙
と
と
な
る
。
即
ち
「
罷
酵
仁
貴
」
は
明
か
に
誤
り
で
、
通
典
に
「
罷
辞
荊
」
と
あ
る
の
が
正
し
い
。
廃
止
の
時

鍵
刊

に
都
護
で
あ
っ
た
の
は
辞
前
で
あ
る
。
静
前
は
仁
貴
の
子
で
あ
る
か
ら
、
創
置
当
初
の
安
東
都
護
は
父
、
二
十
九
年
後
の
廃
止
当
時
の
都
護
は

健
刊

子
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

安
東
都
護
府
の
廃
止
、
即
ち
唐
の
遼
東
統
治
権
の
放
棄
に
就
い
て
、
秋
仁
傑
の
上
疏
に
は
そ
の
理
由
を
負
担
の
過
大
と
転
輸
の
煩
労
と
を
省

く
に
在
り
と
論
じ
て
ゐ
る
。

一
見
、
首
肯
し
得
る
理
由
の
様
で
あ
る
が
、
然
し
此
れ
迄
全
く
論
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
負
担
の
過
大
・
転
輸
の
煩
労

が
此
の
時
急
に
喧
し
く
論
ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
た
事
情
を
二
－
同
も
述
べ
て
ゐ
な
い
の
は
物
足
ら
ぬ
説
明
で
あ
る
。
此
の
時
、
都
護
府
維
持
の
負
担

過
大
が
事
新
し
く
問
題
と
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
事
情
、

こ
れ
こ
そ
は
遼
東
放
棄
の
原
因
で
あ
り
、
此
の
原
因
に
よ
っ
て
放
棄
し
た
遼
東
の
秩
序

を
出
来
る
だ
け
親
唐
的
に
保
た
し
め
ん
と
し
て
採
っ
た
方
法
が
小
高
句
麗
建
国
の
支
援
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る

3

然
ら
ば
此
の
遼
東
放
棄
を

敢
て
せ
し
め
た
原
因
、
即
ち
遼
東
へ
の
補
急
を
謹
に
唐
の
過
大
負
担
と
化
せ
し
め
た
事
情
は
何
か
。
そ
れ
は
西
方
遊
牧
民
族
の
営
州
攻
陥
に
よ

る
満
・
華
交
通
幹
線
の
遮
断
梗
塞
と
云
う
大
事
件
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
次
に
此
の
問
題
に
論
及
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
項
突
販
の
復
興
・
契
丹
の
叛
乱
と
小
高
句
麗
の
建
国

唐
の
高
宗
は
生
来
病
弱
で
あ
っ
た
為
め
J
F、
の
晩
年
に
は
国
政
を
皇
后
武
氏
に
委
ね
‘
棟
腕
の
武
后
は
次
第
に
政
権
を
収
め
つ
つ
あ
っ
た
が
、



高
宗
の
死
（
六
人
三
）
後
は
太
后
と
し
て
愈
々
そ
の
政
権
を
閏
め
、
中
宗
・
存
宗
の
廃
立
を
行
ひ
、
更
に
皇
室
の
主
要
人
物
を
謹
く
錯
し
て
自

ら
位
に
即
、
き
（
六
九

0
1国
を
周
と
号
し
た
。
所
謂
則
天
武
后
で
あ
る
。
周
の
天
下
は
十
五
年
（
六
九

O
l七
O
五
）
で
終
っ
た
が
、
高
宗
が

残
し
て
武
居
が
政
権
を
捜
に
し
て
か
ら
の
年
数
を
通
算
す
れ
ば
二
十
年
を
超
え
る
。
武
后
の
晩
年
に
中
宗
の
復
併
を
見
た
が
（
七

O
五
て
そ
の

后
玄
・
氏
も
亦
武
氏
の
聾
に
倣
っ
て
中
宗
を
・
寂
し
、
権
勢
を
檀
に
し
た
。
中
宗
の
従
子
李
隆
基
瞬
起
し
て
穴
氏
を
詠
し
、
ハ
ス
の
容
宗
を
位
に
復
し

（七一

0
1次
い
で
そ
の
禅
を
受
け
た
（
七
一
二
）
。
此
れ
が
唐
室
中
興
の
英
主
と
云
は
れ
る
玄
宗
で
あ
る
。
武
・
章
の
女
禍
に
唐
朝
の
政
治
が

撹
乱
せ
ら
れ
る
こ
と
、
前
後
を
通
じ
て
三
十
年
近
く
に
達
す
る
。
此
の
禍
が
太
宗
・
高
宗
二
代
の
聞
に
築
き
固
め
た
大
唐
の
盛
世
に
大
き
な
ひ

び
を
入
れ
た
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

武
・
食
・
蹴
属
の
弊
は
先
づ
内
政
に
現
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
未
だ
そ
れ
は
大
き
な
問
題
と
し
て
表
面
化
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
大
問
題
と

な
っ
た
の
は
諜
外
の
形
勢
で
、
太
宗
・
高
宗
時
代
に
討
滅
弾
店
せ
ら
れ
た
北
方
民
族
が
猛
烈
な
勢
ひ
で
此
の
間
に
復
興
し
、
大
き
な
辺
患
を
な

す
こ
と
と
な
っ
た
。
此
の
復
興
の
先
頭
を
切
り
、
且
つ
最
大
の
勢
力
と
な
っ
て
最
大
の
脅
威
冠
害
を
与
へ
た
の
は
突
厭
で
あ
る
。
突
廠
は
太
宗

に
征
服
せ
ら
れ
て
以
来
、

九
）
、
奨
・
契
丹
を
蝿
誘
し
て
営
州
に
侵
冠
し
、
爾
来
骨
篤
（
都
）
禄
・
黙
畷
等
の
巨
酋
に
領
導
せ
ら
れ
て
殆
ん
ど
侵
窟
せ
ざ
る
歳
な
く
、
塞
外
の

一
時
雌
伏
を
余
儀
な
く
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
た
が
、

高
宗
の
晩
年
よ
り
次
第
に
勢
力
を
恢
復
し
、

調
露
元
年
｛
六
七

形
勢
漸
く
憂
ふ
可
き
状
態
を
呈
し
つ
つ
あ
っ
た
。
復
興
突
販
の
離
畔
は
塞
外
の
動
揺
を
招
込
書
、
、
此
れ
に
附
し
て
唐
に
叛
抗
す
る
者
を
続
出
せ
し

め
た
。
長
寿
二
年
（
六
九
三
）
に
は
室
支
・
の
叛
あ
り
、
次
い
で
寓
歳
通
天
元
年
（
六
九
六
三
契
丹
の
大
叛
乱
が
勃
発
し
た
。
是
の
年
五
月
、
営

州
城
傍
に
居
た
契
丹
の
松
漠
都
督
（
契
丹
の
総
帥
が
受
け
る
唐
官
）
李
輩
忠
及
び
そ
の
妻
兄
孫
寓
栄
は
営
州
都
督
の
施
政
に
不
満
あ
り
と
て
兵

を
挙
げ
、
営
州
を
陥
れ
て
此
れ
に
拠
り
、
征
討
の
唐
草
を
破
っ
て
長
域
内
に
侵
入
し
た
c

李
意
忠
は
十
月
に
脱
し
た
が
、
孫
寓
栄
の
兵
勢
は
依

然
と
し
て
峨
ん
で
、
翌
神
功
一
店
年
（
六
九
七
）
三
月
、
再
び
唐
の
征
討
軍
を
破
り
、
形
勢
愈
々
険
惑
に
見
え
た
。
六
月
、
孫
寓
栄
も
部
下
に
殺

さ
れ
、
此
れ
よ
り
契
丹
叛
徒
の
勢
力
は
幸
に
下
火
と
な
っ
て
行
っ
た
が
、
然
し
突
販
の
諜
外
盤
拠
は
終
に
唐
の
営
州
恢
復
を
容
さ
打
弛
か
っ
た
。
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小
一
両
句
磁
の
鐙
国

李
童
忠
等
の
叛
乱
は
明
か
に
突
厩
の
背
後
よ
り
す
る
燭
動
に
乗
っ
た
の
で
あ
る
が
、
然
－
b
突
阪
は
一

E
契
丹
が
唐
と
事
を
構
へ
る
や
、
そ
の
虚

を
衝
い
て
老
幼
子
女
貨
財
を
捕
獲
し
去
り
、
此
れ
が
為
め
契
丹
ば
完
全
に
突
廠
に
服
事
せ
ぎ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
契
丹
の
乱
は
収
ま
っ
て
も

突
厩
の
勢
力
は
愈
々
狙
一
酬
を
極
め
、
唐
の
手
に
負
へ
な
か
っ
た
。
資
治
通
鑑
笠
神
功
元
年
三
月
の
条
の
記
事
に
依
れ
ば
、
突
厩
の
可
汗
黙
吸

は
唐
の
使
者
を
抑
留
し
て
穀
種
・
紬
吊
・
農
器
・
鉄
を
強
請
し
、
結
局
、
穀
種
四
万
餅
・
雑
緩
五
万
段
・
農
器
三
千
具
・
鉄
四
万
斤
を
得
、
此

れ
に
よ
っ
て
益
々
強
盛
を
加
へ
た
と
云
ふ
。
聖
暦
元
年
（
六
九
八
）
に
は
自
ら
河
北
の
地
に
侵
入
し
て
唐
を
．
同
迫
し
た
。
然
し
所
謂
女
禍
の
為

め
に
内
政
の
弛
緩
し
て
ゐ
た
唐
側
は
軍
の
気
勢
振
は
ず
、
跳
梁
す
忍
突
厩
を
撃
砕
す
る
乙
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
か
く
て
唐
は
営
州
の
慨
復
を

一
応
断
念
し
、
州
を
引
揚
げ
て
幽
州
の
漁
陽
（
今
の
北
京
の
北
部
）
に
橋
治
し
、
漁
陽
・
玉
田
（
今
名
同
じ
）
ニ
県
を
領
し
て
州
名
を
維
持
せ

註
町

し
め
る
こ
と
と
し
た
。
か
く
し
て
満
華
交
通
の
幹
線
は
蔦
歳
通
天
元
年
（
六
九
六
）
以
来
、
そ
の
中
聞
に
在
る
営
州
の
管
内
で
遮
断
せ
ら
れ
て

終
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
遮
断
に
よ
っ
て
遼
東
に
対
す
る
唐
の
統
治
力
が
著
し
く
薄
弱
佑
し
た
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

満
華
交
通
の
幹
線
路
ば
、
漢
・
三
国
の
昔
よ
り
惰
唐
に
至
る
迄
、
遼
陽
よ
り
北
鎮
・
義
県
等
を
経
て
朝
陽
（
営
州
治
）
に
至
り
、
そ
れ
よ
り

大
凌
河
を
糊
り
、
平
泉
・
承
徳
・
潔
平
の
諸
県
を
縫
ひ
つ
つ
古
北
口
よ
り
長
城
内
に
入
り
、
密
雲
・
順
義
を
経
て
北
京
に
達
す
る
街
道
で
、
時

に
は
朝
陽
よ
り
大
凌
河
を
糊
り
、
青
龍
河
に
出
で
、
慮
龍
よ
り
玉
田
・
三
河
等
を
経
て
北
京
に
達
す
る
街
道
も
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
。
何
れ
に
し

て
も
朝
陽
を
経
由
し
て
居
た
の
で
、
此
所
が
満
華
交
通
の
費
、
大
要
衝
で
め
っ
た
と
云
へ
る
。
遼
陽
よ
り
錦
県
を
経
て
山
海
関
に
入
る
沿
海
道
も

眠
時

古
く
か
ら
用
ひ
ら
れ
て
は
居
た
が
、
実
用
上
に
不
便
が
あ
っ
て
、
上
述
の
山
谷
を
辿
る
正
街
道
が
政
治
的
な
事
情
で
梗
塞
し
た
時
に
用
ひ
ら
れ

る
副
次
的
な
街
道
と
な
っ
て
ゐ
た
。
営
州
の
所
管
地
域
は
此
の
両
街
道
を
ニ
つ
乍
ら
抑
へ
て
ゐ
た
の
で
、
営
州
の
失
陥
は
遼
東
と
中
国
本
土
と

の
交
通
運
輸
の
断
隔
と
云
ふ
こ
と
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

膨
脹
せ
ん
と
す
る
遊
牧
勢
力
は
必
ず
そ
の
方
向
の
一
端
を
遼
東
に
向
け
て
ゐ
る
の
が
歴
史
を
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
ヲ
可
殊
に
隣
接

し
て
住
む
契
丹
の
場
合
は
自
衛
的
な
意
味
か
ら
も
遼
東
の
制
圧
を
必
要
と
し
て
ゐ
た
。
資
治
通
鑑
笠
に
よ
れ
ば
、
五
月
に
叛
乱
を
起
し
て
営



州
を
陥
れ
た
契
丹
が
総
管
燕
臨
石
・
宗
懐
昌
等
の
率
ゐ
る
唐
の
防
禦
軍
を
全
滅
し
た
の
は
九
月
で
あ
る
が
、
か
う
し
て
唐
寧
を
痛
撃
し
た
契
丹

は
直
ち
に
遼
東
の
経
略
を
開
始
し
て
ゐ
る
。
即
ち
陳
伯
玉
文
集
崎
上
軍
国
機
要
事
に

臣
縞
問
。
宗
懐
昌
等
軍
失
律
者
。
乃
被
逆
賊
詐
造
官
軍
文
牒
一
部
召
。
懐
昌
等
顕
愚
。
無
備
陥
没
。
今
諸
軍
敗
失
。
東
蕃
固
知
。
然
恐
安
東

阻
隔
未
審
此
詐
。
国
家
若
無
私
契
興
安
東
往
来
。
臣
恐
凶
賊
多
端
詐
偽
復
設
。
酔
。
叉
賊
初
勝
。
不
即
西
侵
者
。

深
恐
囲
略
安
東
以
自
全

計
。
若
安
東
被
囲
略
。
則
遼
東
以
来
非
国
所
制
。
云
云
。

と
あ
っ
て
唐
軍
を
覆
滅
せ
し
め
た
契
丹
軍
が
そ
の
ま
ま
直
ち
に
侵
入
を
続
け
な
い
理
由
を
考
へ
、
そ
れ
は
契
丹
が
中
国
侵
入
に
後
顧
の
憂
を
な

く
す
る
為
め
安
東
ぞ
攻
略
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
に
違
ひ
な
い
か
ら
で
み
の
る
と
述
べ
、
そ
の
対
策
と
し
て
安
東
と
早
く
聯
絡
し
事
情
を
通
じ
て
お
く

必
要
あ
り
と
論
じ
て
ゐ
る
。
事
実
は
正
に
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。
資
治
通
鑑
笠
高
歳
通
天
元
年
九
月
の
条
K

船
。
欽
寂
（
蜘
欽
）
時
需
龍
山
軍
討
撃
副
使
。
輿
契
丹
戦
於
崇
州
。
軍
敗
被
一
摘
。
虜
持
囲
安
東
。
令
欽
寂
説
其
属
域
未
降
者
。
安
東
都
護
費

玄
珪
在
城
中
。
云
云
。

と
あ
る
は
、
営
州
を
陥
れ
た
契
丹
の
鋭
鋒
が
遼
東
に
も
向
け
ら
れ
て
ゐ
た
乙
と
を
示
す
。
崇
川
は
、
旧
唐
書
鳩
三
地
理
志
・
河
北
道
・
崇
州
の

項
、
新
唐
書
一
立
問
地
理
忠
・
崇
州
の
項
等
に
依
れ
ば
、
帰
降
の
奨
人
部
落
を
以
て
営
州
管
内
の
廃
陽
師
鎮
に
置
い
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
白

叉
龍
山
と
は
、
右
の
胡
註
に
依
れ
ば
慕
容
氏
（
鮮
卑
）
の
和
龍
山
な
り
と
あ
る
か
ら
、
営
州
附
近
の
山
で
あ
る
。
旧
唐
書
鳩
五
許
紹
伝
の
子
欽

寂
の
条
に
依
れ
ば
、
彼
は
契
丹
の
叛
乱
に
当
り
嬰
州
都
督
府
長
史
よ
り
龍
山
軍
討
撃
副
使
に
転
ぜ
ら
れ
崇
州
に
於
い
て
戦
敗
就
檎
し
た
も
の
で

あ
る
と
云
ふ
。
そ
れ
は
契
丹
が
安
東
を
固
ま
ん
と
す
る
少
し
前
の
こ
と
で
、
契
丹
は
此
れ
を
捕
虜
と
し
て
安
東
経
略
に
利
用
す
る
こ
と
を
考
へ
、

都
護
に
投
降
を
勧
誘
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
上
一
文
に
続
い
て

欽
寂
謂
日
。
狂
賊
天
換
。
減
在
朝
夕
。
公
但
励
兵
謹
守
以
全
忠
節
。
虜
殺
之
。

と
あ
っ
て
欽
寂
は
我
が
身
の
危
険
を
も
顧
ず
し
て
安
東
の
将
士
に
守
節
を
励
ま
し
た
と
云
ふ
。
遼
西
の
聯
絡
路
を
絶
た
れ
て
遼
東
に
孤
立
し
た

小

高

句

麗

の

建

国



小
高
句
麗
の
建
国

凶

都
護
府
下
の
将
兵
は
恐
ら
く
本
国
か
ら
の
救
援
軍
が
契
丹
を
打
破
っ
て
馳
せ
来
る
で
あ
ら
う
日
を
鶴
首
し
て
ゐ
た
に
相
違
な
い
か
ら
、
欽
寂
は

そ
れ
と
察
し
て
士
気
を
鼓
舞
し
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
後
の
遼
東
の
戦
況
は
、
此
の
際
最
も
重
要
な
点
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
史
は
そ
の
顕
末

を
伝
へ
て
ゐ
な
い
。
然
し
裟
玄
珪
の
あ
と
に
尚
欝
詞
が
都
護
と
し
て
交
代
し
て
ゐ
る
事
実
か
ら
推
す
に
、
都
護
府
は
そ
の
所
管
に
可
成
り
の
被

害
を
受
け
乍
ら
も
と
に
か
く
遼
東
を
支
へ
て
ゐ
た
乙
と
だ
け
は
紛
れ
な
い
。
然
も
此
の
遼
東
防
衛
に
は
都
謹
府
管
下
の
高
句
麗
人
が
大
い
に
奮

戦
し
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。
陳
伯
玉
文
集
時
一
為
建
安
王
与
遼
東
書
に

月
日
。
清
謹
道
大
綿
管
建
安
郡
王
依
。
宜
致
書
於
遼
東
州
高
都
督
蕃
府
賢
甥
。
某
至
仰
知
破
逆
賊
孫
高
斬
十
有
飴
陣
弁
生
獲
夷
賊
一
千

人
。
酔
。
以
数
百
之
兵
営
ニ
高
之
冠
。
蜘
。
非
都
督
智
勇
過
人
威
名
遠
振
。
誰
能
以
少
撃
衆
。
陥
衆
措
兇
。
使
国
家
無
東
顧
之
憂
。
是
都

督
之
力
也
。
賢
甥
俊
酷
似
其
露
。
云
云
。

と
あ
り
、
同
書
鵬
為
建
安
王
破
賊
表
に

臣
某
言
。
今
月
日
。
得
遼
東
都
督
高
仇
須
等
月
日
破
逆
賊
契
丹
孫
高
斬
等
一
十
一
陣
露
布
。
井
提
得
生
口
一
百
人
送
至
軍
前
。

と
あ
る
等
は
遼
東
都
替
高
仇
須
等
が
少
数
の
兵
を
以
て
よ
く
契
丹
亨
伊
｝
趨
撃
し
て
ゐ
た
こ
と
を
示
す
。
資
治
通
鑑
笠
に
依
れ
ば
般
の
清
辺
道

行
軍
総
管
任
命
は
高
歳
通
天
元
年
九
月
で
、
翌
年
三
月
に
は
王
孝
傑
が
総
管
と
し
て
契
丹
と
戦
ひ
大
敗
し
て
ゐ
る
か
ら
、
右
高
仇
須
等
の
活
動

も
元
年
後
半
か
ら
二
年
初
の
頃
迄
の
こ
と
と
解
せ
ら
れ
る
。
遼
東
州
は
契
丹
軍
東
進
の
正
面
に
当
る
の
で
最
も
多
く
そ
の
攻
撃
を
被
り
、
か
く

て
都
督
高
仇
須
等
の
活
躍
と
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
か
う
し
て
遼
東
に
孤
立
し
た
安
東
府
に
対
し
‘
唐
は
士
気
を
励
ま
す
書
を
し
き
り
に
送
っ
て

ゐ
る
。
同
文
集
時
一
為
建
安
王
与
遼
東
書
に

栄
（
糊
の
）
州
士
人
及
城
傍
子
弟
。
近
送
密
欺
准
待
官
軍
。
某
令
勝
一
審
漢
精
兵
四
十
高
衆
。
云
云
。

と
て
、
今
に
も
契
丹
を
破
っ
て
営
州
を
恢
復
し
安
東
府
に
聯
絡
し
得
る
か
の
如
き
書
を
遼
東
に
与
へ
て
ゐ
る
の
は
そ

ω
一
例
で
あ
る
ピ
叉
同
書

偽
一
為
建
安
王
与
安
東
諸
軍
州
書
に



日
月
。
清
謹
道
行
軍
大
穂
管
建
安
郡
王
枚
。
宜
致
書
安
東
諸
州
刺
史
弁
諸
鰐
部
族
宮
属
等
。
初
春
猶
寒
。
公
等
久
統
兵
馬
。
云
一
云
。

と
て
諸
将
・
部
族
・
刺
史
等
に
慰
労
の
辞
を
送
っ
て
ゐ
る
の
は
、
安
東
府
の
防
衛
に
高
句
麗
人
が
奮
闘
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
し
此
の
様

な
唐
の
書
辞
に
も
拘
ら
ず
、
戦
況
は
し
ば
ら
く
不
利
に
展
開
し
、
遼
西
は
喪
は
れ
て
遼
東
を
孤
立
に
陥
れ
た
。
唐
は
寓
歳
通
天
元
年
八
月
の
第

一
回
決
戦
に
蟻
滅
的
大
敗
を
喫
し
、
翌
二
年
三
月
に
は
十
七
万
の
大
軍
が
再
び
決
戦
に
敗
れ
て
覆
没
し
た
。
五
月
に
は
更
に
二
十
万
の
征
討
軍

を
出
し
た
が
、
も
早
や
決
戦
を
挑
む
勇
気
が
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
遼
西
交
通
路
の
打
通
を
焦
り
乍
ら
如
何
と
も
な
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

契
丹
の
叛
徒
は
一
年
ば
か
り
で
鎮
静
し
た
が
、
裏
か
ら
此
れ
を
動
か
し
て
ゐ
た
突
脱
が
強
大
で
常
に
居
を
圧
迫
し
て
ゐ
た
為
め
、
遼
西
失
地
の

恢
復
、
遼
東
へ
の
通
路
確
保
は
依
然
と
し
て
出
来
な
か
っ
た
。
突
阪
の
強
盛
を
考
へ
る
時
、
近
い
将
来
に
於
い
て
そ
れ
が
実
現
出
来
さ
う
な
望

み
も
無
か
っ
た
。
か
う
し
た
大
勢
を
眺
め
る
な
ら
ば
、
営
州
失
陥
以
後
、
唐
の
東
北
控
制
の
第
一
線
に
押
出
さ
れ
て
来
た
幽
州
の
都
督
秋
仁
深

が
安
東
都
護
府
の
撤
廃
論
を
唱
へ
、
廟
議
が
此
れ
に
従
っ
た
の
は
止
む
を
得
ぬ
処
置
で
あ
っ
た
と
云
へ
ょ
う
。

つ
ま
り
大
唐
を
し
て
長
年
経
営

の
遼
東
よ
り
手
を
ひ
か
し
め
た
直
接
最
大
の
因
子
は
営
州
失
陥
に
よ
る
陸
上
交
通
幹
線
の
遮
断
に
よ
る
遼
東
の
孤
立
佑
に
在
っ
た
の
で
あ
る
。

所
で
此
の
断
隔
の
年
た
る
寓
歳
通
天
元
年
か
ら
都
護
府
撤
廃
迄
は
二
年
、
安
東
都
督
高
徳
武
の
差
遣
迄
は
三
年
の
歳
月
が
あ
り
、
此
の
間
に
都

設
の
裳
玄
珪
と
催
前
と
の
交
代
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
此
の
間
、
遼
東
に
対
す
る
唐
の
聯
絡
補
給
は
如
何
に
し
て
行
は
れ
て
ゐ
た
か
。
唐
か
ら
遼

東
に
対
し
て
屡
々
被
舞
激
励
や
情
報
交
換
等
の
聯
絡
が
講
ぜ
ら
れ
、
叉
遼
東
か
ら
も
唐
に
対
し
て
捷
報
の
通
達
や
捕
虜
の
送
付
が
行
は
れ
て
ゐ

た
乙
と
は
陳
伯
玉
文
集
に
よ
っ
て
そ
の
数
例
を
先
に
紹
介
し
た
如
く
で
あ
る
。
か
う
し
た
聯
絡
は
海
路
に
由
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ

ωこ

と
を
示
す
第
一
の
史
料
は
や
は
り
同
文
集
で
あ
る
。
同
書
惜
栄
海
文
は
海
神
を
祭
っ
た
文
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に

高
歳
通
天
二
年
月
日
。
清
一
遊
軍
海
運
度
支
大
使
。
虞
部
郎
中
王
玄
珪
。
敢
以
牲
酒
馳
獄
海
王
之
神
o

神
之
聴
之
。
断
。
王
師
用
征
。
故
有

渡
遼
諸
軍
横
海
之
勝
。
天
子
命
我
鼠
糧
景
徒
。
今
挫
甲
雲
屯
。
楼
虻
露
集
。
且
欲
浮
踊
石
凌
万
雷
襲
朗
車
問
。

と
て
万
歳
通
天
二
年
の
初
め
大
海
軍
を
以
て
遼
海
を
渡
ら
ん
と
し
、
そ
の
準
備
が
す
っ
か
り
出
来
上
っ
て
ゐ
た
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
c

更
に
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小
高
句
麗
の
建
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同
書
偽
一
為
建
安
王
与
翠
墨
田
の
一
節
に

令
勝
蕃
漢
精
兵
四
十
寓
衆
別
取
。
某
月
日
百
道
斉
駈
。
分
五
高
蕃
漢
精
兵
。
令
中
郎
勝
醒
前
取
海
路
東
入
。
舟
織
己
具
。
来
用
亦
強
。
請

都
督
励
兵
椋
馬
以
待
此
期
。
酔
。
都
督
官
属
及
大
首
領
井
左
右
立
功
人
等
。
云
云
。

と
て
契
丹
討
伐
の
精
兵
四
十
万
が
己
に
集
結
を
了
つ
て
ゐ
る
こ
と
、
そ
の
中
の
蕃
漢
五
万
は
酵
前
が
率
ゐ
て
海
路
よ
り
安
東
に
入
り
安
東
在
来

~ 
J、、

の
軍
と
合
流
す
る
手
筈
で
舟
械
も
亦
整
っ
て
ゐ
る
こ
と
、
都
督
・
大
首
領
等
互
に
力
を
協
せ
心
を
一
に
し
て
唐
箪
の
来
援
迄
頑
張
る
べ
き
乙
と

等
を
述
べ
て
ゐ
る
。
四
十
万
・
五
万
の
数
は
勿
論
遼
東
の
高
句
麗
人
に
対
す
る
牽
制
的
な
誇
張
で
あ
る
が
、

と
に
か
く
有
力
な
部
隊
が
韓
前
に

率
ゐ
ら
れ
て
遼
東
に
海
路
か
ら
送
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
紛
れ
な
い
。
都
謎
の
喪
玄
珪
か
ら
藤
前
へ
の
交
代
も
か
う
し
て
行
は
れ
た
の
で
あ
ら

ぅ
。
乱
の
勃
発
以
来
の
遼
東
と
唐
と
の
聯
絡
が
海
路
に
由
っ
て
ゐ
た
こ
と
は
此
の
海
上
大
輸
送
の
断
行
か
ら
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

き
て
遼
東
に
大
部
隊
が
送
り
込
ま
れ
る
と
、
従
来
の
通
信
聯
絡
に
加
へ
て
そ
の
寧
糧
補
給
の
問
題
が
生
じ
て
来
る
。
輸
送
船
は
己
に
部
隊
の

輸
送
を
了
っ
た
船
を
充
て
得
る
し
、

そ
の
運
営
の
為
め
に
は
海
運
大
使
が
あ
っ
て
機
構
も
亦
骨
組
み
が
出
来
て
ゐ
た
わ
け
で
、
残
る
問
題
は
糧

椋
の
調
達
と
船
団
の
運
営
方
法
と
で
あ
る
が
、
此
の
点
に
就
い
て
解
決
の
緒
を
与
へ
て
ゐ
る
の
は
幽
州
都
督
秋
仁
傑
の
上
疏
で
あ
る
。
そ
の
一

節
l乙

今
海
中
分
矯
両
運
。
風
波
瓢
蕩
。
没
溺
否
一
多
。
准
兵
計
憧
猶
且
不
足
。
云
云
。

と
ゐ
っ
て
、
安
東
へ
の
補
給
に
就
き

(1) 

ニ
船
隊
を
運
営
し
て
ゐ
る
乙
と
。

M
W

風
波
の
為
め
に
溺
没
す
る
も
の
が
多
い
乙
と
υ

付

然
も
安
東
に
在
る
兵
数
か
ら
当
然
必
要
と
す
る
量
（
兵
糧
は
一
兵
一
日
米
二
升
）
ぞ
送
り
得
ず
、
不
足
し
て
ゐ
不
乙
と
の

等
を
述
べ
て
ゐ
る
。
頗
る
簡
略
で
、
詳
細
な
点
に
及
ん
で
ゐ
な
い
が
、
補
給
に
関
す
る
唯
一
の
史
料
と
じ
て
重
要
な
の
で
、
右
の
三
項
自
に
就



い
て
出
来
る
だ
け
詳
し
く
掘
下
げ
て
考
察
す
る
。

先
づ
第
一
は
「
分
為
両
運
」
の
一
句
で
、
そ
れ
は
直
接
に
は
ニ
船
隊
と
解
せ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
更
に
此
の
二
船
隊
へ
の
分
割
編
成
の

理
由
を
考
へ
る
に
、
恐
ら
く
ニ
航
路
あ
っ
た
為
め
で
あ
ら
う
と
の
推
測
が
生
れ
る
。
尚
此
れ
と
聯
関
し
て
考
ふ
可
き
も
の
は
、
先
掲
の
別
の
奏

文
に
「
停
江
南
転
輸
。
慰
河
北
之
労
弊
」
と
あ
る
一
句
で
あ
る
。
此
れ
に
依
れ
ば
そ
の
補
給
物
資
、
云
ふ
迄
も
な
く
そ
れ
は
主
と
し
て
食
糧
で

あ
る
が
、
此
の
食
糧
を
遠
く
江
南
の
所
産
に
仰
ぎ
、
北
は
河
北
よ
り
南
は
江
南
に
至
る
一
帯
の
重
い
負
担
と
な
っ
て
ゐ
た
乙
と
が
知
ら
れ
る
。

陪
以
来
、
北
支
の
民
食
や
官
禄
軍
糧
が
北
支
の
生
産
の
み
で
は
自
給
し
難
く
、
遠
く
南
支
か
ら
の
潜
連
日
比
仰
給
し
て
ゐ
た
こ
と
は
周
知
の
如
く

で
あ
る
。
か
か
る
状
態
で
北
支
よ
り
更
に
満
洲
に
補
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
多
く
を
南
支
か
ら
の
輸
送
に
倹
た

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
か
う
考
へ
る
と
、

「
江
南
転
輸
」
と
は
必
ず
し
も
江
南
か
ら
遼
東
へ
の
海
路
に
よ
る
直
接
補
給
を
意
味
す

る
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
江
南
か
ら
河
北
へ
、
河
北
か
ら
遼
東
へ
の
逐
旋
補
給
が
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
指
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
「
停
江
南

転
輸
」
が
「
慰
河
北
之
労
弊
」
と
結
合
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
直
接
補
給
で
な
く
、
逐
旋
補
給
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
陳
伯
玉
文
集
地

上
寧
国
機
要
事
の
一
節
に

江
南
准
南
租
船
数
千
般
c

己
至
輩
洛
。
計
有
百
儀
高
斜
。
所
司
便
勅
往
幽
州
納
充
軍
縄
。
云
云
。

と
あ
る
の
も
右
の
逐
旋
補
給
を
示
す
確
証
で
あ
る
。
此
の
様
に
逐
旋
補
給
を
行
っ
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、
遼
東
へ
の
補
給
が
廃
止
せ
ら
れ
た
場
合
、

そ
れ
だ
け
江
南
の
摺
運
が
停
減
せ
ら
れ
、
江
南
の
民
は
勿
論
の
こ
と
、
河
北
の
民
も
そ
の
溜
運
に
伴
ふ
負
担
か
ら
免
れ
得
た
わ
け
で
、

「
停
江

南
転
輪
。
慰
河
北
之
労
弊
」
が
指
す
内
容
を
か
う
確
認
す
る
と
、
遼
東
へ
の
補
給
海
路
は
主
と
し
て
崩
海
湾
で
、
江
南
に
至
る
黄
海
、
東
支
那

海
は
殆
ん
ど
関
係
が
な
か
っ
た
と
見
て
誤
り
な
い
で
あ
ら
う
。
補
給
の
二
船
隊
が
往
来
し
た
と
云
ふ
二
航
路
は
共
に
此
の
崩
海
湾
に
求
む
可
き

で
あ
ら
う
。
従
っ
て
船
団
の
発
持
基
地
と
な
っ
た
港
浦
も
湖
海
湾
沿
岸
の
、
背
陸
に
於
け
る
輸
送
の
便
宜
に
恵
ま
れ
た
河
渠
沿
ひ
の
地
に
求
む

可
き
で
、
中
国
側
で
は
河
北
・
山
東
、
安
東
側
で
は
遼
河
沿
ひ
の
地
が
有
力
候
補
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
特
に
中
国
側
で
は
山
東
よ
り
も
河
北
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が
中
心
で
、
此
の
こ
と
は
藤
前
の
率
ゐ
る
渡
海
の
大
部
隊
が
河
北
に
集
結
し
て
ゐ
た
こ
と
か
ら
容
易
に
推
測
せ
ら
れ
る
。
即
ち
両
船
団
の
一
は

河
北
と
遼
河
流
域
と
を
結
び
、
他
は
山
東
と
遼
東
と
を
結
ぶ
所
の
ニ
航
路
が
恐
ら
く
「
分
為
両
運
」
の
内
容
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
更
に
此
の
航
路
を
具
体
的
に
探
る
為
め
に
は
、
後
年
の
類
似
例
ぞ
以
て
逆
推
し
て
行
く
外
に
手
掛
り
が
な
い
。

開
元
・
天
変
時
代
、
辺
境
に
節
度
使
が
置
か
れ
、
大
軍
が
常
駐
せ
ら
れ
る
様
に
な
る
と
、
そ
の
軍
績
の
補
給
が
大
仕
事
と
な
っ
た
。
唐
代
の

軍
糧
政
策
は
別
に
論
究
せ
ら
れ
る
可
き
大
問
題
で
、
此
所
に
詳
述
す
る
拍
車
は
な
い
が
、
河
北
方
面
に
就
い
て
見
る
に
、
幽
州
と
平
麗
と
の
ニ
藩

は
大
体
併
せ
て
軍
糧
の
補
給
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
第
一
の
補
給
源
は
一
般
諸
藩
と
同
様
屯
田
（
後
ち
営
固
に
切
換
）
収
入
で
あ
っ
た
。

第
二
は
広
大
肥
沃
な
河
北
平
野
か
ら
収
納
せ
ら
れ
る
租
粟
で
、
天
費
末
の
定
め
で
は
歳
額
七
十
万
石
が
車
種
に
充
て
ら
れ
て
ゐ
た
。
第
三
は
和

嬬
で
、
歳
額
布
吊
八
十
万
疋
段
と
銭
若
干
万
買
が
与
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
然
し
管
内
の
所
産
は
軍
糧
を
充
す
に
足
ら
ず
、
殊
に
遼
西
の
平
成
は
そ

後
は
平
成
一
管
下
の
大
凌
河
以
東
に
於
け
る
増
兵
が
著
し
く
、

の
不
足
が
甚
し
か
っ
た
の
で
、
管
外
か
ら
調
達
し
て
輸
送
し
て
ゐ
た
。
両
滞
の
常
備
兵
力
は
合
し
て
天
質
元
年
に
推
定
約
十
五
万
、
天
宝
二
年
以

そ
の
為
め
此
の
年
を
境
と
し
て
此
の
方
面
へ
の
輸
送
が
激
増
し
た
。
か
く
て
糧
食

の
補
給
は
陸
運
だ
け
で
は
間
に
合
は
ず
、
海
運
に
も
依
存
し
て
ゐ
た
。
そ
の
詳
細
は
別
に
専
考
す
る
が
、
取
敢
ず
此
所
に
必
要
な
部
分
を
の
べ

る
と
、
資
治
通
鑑
芝
唐
紀
・
天
賓
十
四
年
十
二
月
（
安
禄
山
挙
兵
の
翌
月
）
の
条
に

禄
山
。
以
海
運
使
劉
道
玄
摂
景
域
（
治
州
之
郡
名
）
太
守
。
清
池
賦
下
尉
買
載
・
塩
山
尉
河
内
穆
寧
共
斬
道
玄
。

得
其
甲
伎
五
十
蝕
船
。

云一訳。

と
あ
り
、
海
運
の
基
港
が
、
河
北
の
櫓
州
（
今
の
槍
県
の
東
南
）
に
在
っ
た
こ
と
を
伝
へ
、
そ
の
胡
註
に

自
帝
都
事
漣
功
。
運
青
・
莱
之
栗
。
浮
海
以
給
幽
平
之
兵
。
故
置
海
運
使
。

と
あ
っ
て
治
州
に
基
地
を
お
く
運
船
は
育
州
・
莱
州
等
、
山
東
の
莱
を
河
北
に
運
ん
で
ゐ
た
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
ゐ
る
。
開
一
万
二
十
五
年
の

式
と
云
は
れ
る
唐
水
部
式
の
一
節
に



沿
・
滅
・
員
・
莫
・
登
・
莱
・
海
・
泊
・
現
・
博
等
十
州
。
共
差
水
手
五
千
四
百
人
。
三
千
四
百
人
海
運
。
二
千
人
平
河
。

，
と
て
海
運
水
手
三
千
四
百
人
、
平
河
水
手
二
千
人
を
徴
収
し
て
ゐ
た
と
あ
る
は
、
明
か
に
此
の
海
運
の
使
用
に
充
て
ん
が
為
め
の
も
の
と
解
せ

ら
れ
る
。
右
十
州
の
中
、
河
北
の
治
州
、
山
東
北
岸
の
登
・
莱
州
、
同
南
岸
の
海
州
（
江
蘇
省
・
東
海
県
）
等
は
何
れ
も
当
時
の
重
要
な
海
港

で
あ
り
、
海
州
か
ら
は
河
運
に
よ
り
控
州
（
同
州
准
安
県
）
を
経
て
大
運
珂
上
の
要
地
た
る
淘
州
（
安
徽
省
・
肝
胎
県
の
北
）
に
迄
船
を
通
じ

て
ゐ
た
。
高
・
莫
の
ニ
州
も
亦
当
時
の
海
岸
に
接
す
る
州
で
あ
っ
た
と
想
は
れ
る
。
後
ち
に
述
べ
る
如
く
、
当
時
の
海
岸
は
今
の
天
津
よ
り
奥

深
く
入
り
込
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
。
市
し
て
説
・
博
・
貝
は
河
北
遭
運
の
要
地
、
泊
州
は
作
河
上
の
要
地
で
あ
る
。
従
っ
て
海
運
水
手
三
千
四

百
人
は
覇
・
莫
・
槍
・
登
・
莱
・
海
の
六
州
か
ら
‘
平
河
水
手
は
員
・
貌
・
博
・
測
の
四
州
か
ら
徴
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
平
河
水
手
は
山
河

水
手
に
対
す
る
語
で
、
単
に
平
河
・
山
河
を
以
て
平
河
・
山
河
の
水
手
を
も
指
し
て
ゐ
た
。
海
運
水
手
の
徴
募
が
治
・
誠
・
莫
等
の
河
北
道
と
登
・

策
等
の
山
東
と
の
激
海
湾
沿
岸
諸
州
に
於
い
て
行
は
れ
て
ゐ
る
の
は
、
そ
れ
ら
諸
州
の
民
が
海
運
使
の
使
用
す
る
運
送
船
の
水
路
に
最
も
よ
く

習
熟
し
て
ゐ
た
為
め
に
相
違
な
く
、
従
っ
て
そ
れ
は
登
・
莱
等
の
山
東
の
粟
が
海
送
せ
ら
れ
て
ゐ
た
乙
と
を
一
不
す
も
の
と
云
へ
る
。
叉
海
州
か

ら
も
徴
募
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
潤
州
の
平
河
水
手
の
徴
募
と
に
ら
み
合
は
せ
て
、
南
支
よ
り
大
運
河
に
よ
っ
て
北
送
せ
ら
れ
る
糧
椋
の
一
部

が
淘
州
よ
り
楚
州
を
経
て
海
州
に
濃
運
せ
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
山
東
半
島
を
廻
っ
て
海
送
せ
ら
れ
て
ゐ
た
為
め
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
尚
登

州
か
ら
は
瀬
海
湾
口
を
横
切
っ
て
遼
東
の
都
里
鎮
に
も
兵
糧
を
補
給
し
て
ゐ
た
こ
と
、
先
に
水
部
式
の
他
の
一
節
に
拠
っ
て
詳
論
し
た
如
く
で

あ
る
。

つ
ま
り
開
元
・
天
費
時
代
の
海
運
は

川

w

登
・
莱
州
よ
り
幽
州
・
平
車
両
藩
に
運
送
す
る
航
路
。

肘
登
・
莱
州
よ
り
都
里
鎮
に
運
送
す
る
航
路
。

や守

海
州
よ
り
山
東
半
島
を
廻
っ
て
運
送
す
る
航
路
。

等
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
武
后
時
代
の
安
東
都
護
府
へ
の
補
給
航
路
と
し
て
、
此
の
三
者
の
中
、
尤
も
可
能
性
の
多
い
の
は
第
一
の
場
合
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で
、
胡
三
省
の
註
に
「
運
青
・
莱
之
粟
、
浮
海
以
給
」
と
云
っ
て
ゐ
る
の
は
、
先
づ
正
肯
を
得
た
も
の
と
云
ふ
可
き
で
あ
る
。
第
二
の
登
・
莱

州
よ
り
都
里
鎖
へ
の
運
送
が
武
后
時
代
に
使
用
せ
ら
れ
た
と
は
些
か
考
へ
難
い
。
都
里
鎮
又
は
今
の
金
州
は
漢
・
三
国
の
昔
か
ら
登
・
莱
と
の

船
運
の
盛
ん
で
あ
っ
た
地
で
あ
る
か
ら
、
武
后
時
代
に
も
此
の
航
路
に
よ
っ
て
一
度
び
金
州
湾
に
陸
揚
げ
し
、
そ
れ
よ
り
今
の
復
州
・
査
平
を

経
て
遼
陽
に
出
る
古
来
の
街
道
を
陸
連
す
る
方
法
が
一
応
は
考
へ
ら
れ
る
が
、
陸
連
は
水
運
に
比
し
て
経
費
が
嵩
み
、
特
に
労
働
力
を
多
大
に

要
す
る
の
で
、
現
地
の
中
国
人
戸
口
が
稀
で
あ
っ
た
当
時
、

そ
れ
が
現
実
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
と
は
考
へ
難
い
の
で
あ
る
。
第
三
の
海
州
よ
り

の
廻
送
は
、
「
江
南
転
輸
」
の
仁
傑
の
奏
文
か
ら
推
せ
ば
或
は
併
用
せ
ら
れ
た
か
と
も
思
は
れ
る
が
、
何
と
も
断
定
は
し
か
ね
る
。

寧
ろ
陳
伯

玉
文
集
の
記
事
に
従
っ
て
江
南
の
粟
は
殆
ん
ど
漕
運
に
よ
っ
て
河
北
に
運
ば
れ
、

そ
れ
よ
り
海
運
に
よ
っ
た
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ら
う
。
仮

に
廻
送
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
し
て
も
、

そ
の
量
は
少
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
海
運
使
時
代
も
同
様
に
そ
の
量
は
多
く
な
か
っ
た
と
起
は
れ
る
。

登
・
莱
州
と
安
東
と
を
結
ぶ
海
路
を
第
一
と
す
れ
ば
、
第
二
は
槍
州
を
中
心
と
す
る
河
北
か
ら
安
東
に
補
給
す
る
航
路
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ

る
。
河
北
は
河
南
と
共
に
元
来
北
支
第
一
の
鏡
映
地
で
あ
る
。
開
元
末
・
天
費
時
代
に
は
幽
州
臆
龍
寧
節
度
使
管
下
の
十
万
の
大
軍
が
河
北
北

部
に
布
置
せ
ら
れ
た
為
め
、
糧
食
の
自
給
自
足
が
窮
屈
と
な
っ
た
が
、
契
丹
叛
去
以
前
の
武
居
時
代
に
は
さ
う
し
た
乙
と
は
未
だ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
治
州
方
面
か
ら
の
補
給
は
登
・
薬
方
面
よ
り
も
近
便
で
、

よ
り
多
く
運
送
せ
ら
れ
て
居
た
と
見
て
大
過
あ
る
ま
い
。
殊
に
河
北

か
ら
の
積
出
し
分
は
江
南
か
ら
の
転
輸
で
補
ふ
を
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
見
解
は
一
層
強
く
支
持
せ
ら
る
可
、
き
で
あ
る
。
開
元
・
天
貧
時

代
に
於
い
て
も
幽
州
管
下
の
河
北
か
ら
は
平
慮
管
下
の
大
凌
河
流
域
に
海
運
に
依
っ
て
少
か
ら
ぬ
糧
食
を
補
給
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
此
の

乙
と
は
別
に
詳
述
す
る
が
、
先
掲
の
水
部
式
に
博
・
現
・
貝
・
酒
の
平
洞
水
手
を
徴
募
し
て
ゐ
る
の
は
、
河
南
・
河
北
か
ら
糧
食
を
河
運
に
よ

っ
て
海
岸
に
運
び
、
更
に
北
方
に
海
送
し
て
ゐ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
恐
ら
く
第
二
航
路
は
河
北
と
安
東
と
を
結
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
と
見
て
誤

り
あ
る
ま
い
。
当
時
の
河
北
に
於
け
る
融
海
湾
岸
は
現
在
に
比
し
て
深
く
湾
入
し
、
今
の
武
清
・
槍
県
を
結
ぶ
線
に
達
し
、
天
津
も
海
中
に
在

そ
の
港
浦
の
地
は
判
り
に
く
い
が
、
幽
－
治
二
州
の
聞
に
在
っ
た
こ
と
だ
け
は
紛
れ
あ
る
ま
い
。
旧
唐
書
協
七
章
挺
伝

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、



に
太
宗
が
大
高
句
麗
を
討
た
ん
と
し
た
時
の
こ
と
を
述
べ
て
、
幽
州
よ
り
遼
水
迄
の
二
千
里
聞
は
州
県
が
な
く
進
軍
の
資
糧
を
得
ら
れ
な
い
の

で
そ
の
対
策
を
彼
に
命
じ
た
と
云
ひ
、

挺
至
幽
州
。
令
燕
州
司
馬
王
安
徳
。
巡
渠
通
塞
。
先
出
幽
州
庫
物
。
市
木
造
船
運
米
而
進
。
自
桑
乾
河
下
至
慮
思
益
。
去
幽
州
人
百
里
。

逢
安
徳
還
目
。
自
此
之
外
。
漕
渠
墾
塞
。
云
云
。

と
あ
る
如
く
、
命
を
受
け
た
奪
挺
は
幽
州
よ
り
桑
乾
洞
を
下
り
海
に
出
で
ん
と
し
て
失
敗
し
て
ゐ
る
。
叉
同
書
峰
子
菱
師
度
侍
に
神
龍
中
の
乙

と
と
し
て

叉
約
麓
武
奮
渠
。
傍
海
穿
漕
号
平
虜
渠
。
以
避
海
親
。
糧
運
者
至
今
利
震
。

と
あ
る
如
く
現
の
曹
操
が
烏
桓
討
伐
の
際
に
兵
糧
北
送
の
為
め
に
掘
っ
た
奮
運
河
に
沿
ひ
海
岸
に
並
行
し
た
運
河
を
掘
っ
て
海
顛
を
さ
け
て
ゐ

る
。
海
上
運
輸
が
内
陸
の
運
河
潜
渠
と
結
合
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
栄
へ
な
か
っ
た
こ
と
、
河
北
の
沿
岸
は
搬
塞
が
甚
し
く
て
そ
の
障
碍
を
受
け
て

ゐ
た
乙
と
、
叉
遠
浅
の
為
め
波
薄
沙
灘
の
海
難
が
多
か
っ
た
こ
と
、

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
事
あ
る
ご
と
に
海
運
の
要
に
迫
ら
れ
、
対
応
工
事
が

行
は
れ
て
ゐ
た
乙
と
等
を
知
る
。

遼
河
の
水
運
は
近
来
耕
、
塞
が
甚
し
く
な
っ
た
為
め
利
用
価
値
が
頗
る
低
減
し
て
ゐ
る
が
、
明
代
の
頃
迄
は
今
の
開
原
迄
舟
運
を
通
じ
て
ゐ
た

と
云
ひ
、
契
丹
時
代
も
大
洋
通
ひ
の
大
船
が
深
く
糊
航
し
て
ゐ
た
。
遼
西
の
大
凌
河
も
同
様
で
あ
る
。
旧
唐
省
略
八
劉
仁
机
伝
に
、
百
済
の
滅

亡
後
そ
の
鎮
守
兵
団
の
司
令
官
と
な
っ
た
彼
が
部
兵
の
服
装
の
余
り
に
も
悪
い
の
を
見
て
そ
の
故
を
尋
ね
た
の
に
対
し
て
兵
士
が
対
へ
て

張
家
来
日
。
唯
遺
作
一
年
装
束
。
自
従
離
家
日
経
二
年
。
在
朝
陽
蕗
津
。
叉
遣
来
去
。
運
糧
渉
海
遭
風
。
多
有
潔
失
。

と
云
ひ
、
営
州
の
聾
葎
よ
り
大
凌
河
を
下
り
溺
海
湾
を
横
切
っ
て
朝
鮮
に
渡
航
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
降
っ
て
北
宋
の
曽
公
亮
等
撰
の
武
経

総
要
増
一
北
蕃
地
理
・
中
京
四
面
諸
州
の
項
の
建
州
の
条
に
依
れ
ば
、
大
凌
河
流
域
の
建
州
・
宜
州
と
遼
河
流
域
の
繁
州
と
に
は
南
唐
と
提
携

す
る
水
軍
を
お
き
、
此
れ
を
通
呉
軍
と
称
し
た
云
ひ
、
東
京
四
面
諸
州
の
壁
州
の
条
に

小
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小

高

句

麗

の

建

国

ドg

鶴
見
州
。
契
丹
号
保
安
軍
。
有
通
呉
軍
晶
画
塁
。
東
至
逆
流
河
ニ
里
。
入
生
女
真
界
。
西
至
遼
州
七
十
里
。
南
至
播
州
七
十
里
。
云
一
玄
。

と
あ
る
。
即
ち
溶
州
（
今
の
奉
天
）
の
北
七
十
里
の
鶴
見
州
迄
大
船
を
通
じ
得
た
の
で
あ
る
。
武
后
時
代
に
山
東
或
は
河
北
よ
り
来
航
す
る
補
給

船
隊
が
殆
ん
ど
都
護
府
の
新
城
（
撫
順
）
近
く
迄
入
り
込
み
得
た
こ
と
を
察
す
る
に
足
ら
う
。
此
の
遼
河
と
登
・
莱
州
と
を
結
ぶ
海
路
は
唐
よ

り
五
代
に
か
け
て
相
当
利
用
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
と
を
示
す
史
例
が
乏
し
か
ら
ず
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
殊
に
五
代
に
は
後
梁
と
契
丹
と
が
盛
ん
に

位

制

炉

問

往
来
貿
易
し
、
叉
李
克
用
の
苔
国
挟
攻
の
策
を
通
じ
て
ゐ
る
。
叉
契
丹
と
江
南
諸
国
と
の
聞
の
海
上
交
通
貿
易
も
遼
河
を
利
用
し
て
ゐ
る
c

叉

遼
東
・
遼
西
と
河
北
と
を
結
ぶ
海
運
も
頗
る
利
用
せ
ら
れ
て
ゐ
た
乙
と
を
示
す
史
例
が
少
か
ら
ず
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
契
丹
時
代
に
一
例
を

と
る
と
、
遼
史
雄
五
食
貨
士
山
・
農
穀
の
項
の
太
平
九
年
（
一

O
二
九
）
の
条
に

燕
地
餓
。
戸
部
副
使
王
嘉
請
。
造
船
募
習
海
者
。
移
遼
東
粟
前
燕
。
議
者
称
道
険
不
便
。
云
云
。

と
あ
り
、
同
書
時
一
聖
宗
本
紀
・
同
年
の
条
に

燕
叉
何
歳
機
。
戸
部
副
使
王
嘉
復
献
計
造
船
。
使
其
民
暗
海
事
者
。
漕
粟
以
賑
燕
民
。
水
路
親
険
。
多
至
覆
没
。

と
て
遼
東
よ
り
逆
に
燕
、
即
ち
幽
州
を
中
心
と
す
る
河
北
北
部
の
地
に
糧
粟
を
運
ん
だ
と
あ
る
。
契
丹
時
代
に
は
漢
・
崩
海
人
の
徒
民
に
よ
っ

て
遼
東
の
産
業
が
大
い
に
開
発
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
、
か
う
し
た
逆
補
給
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
船
は
覆
没
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
と

云
ふ
。
武
后
時
代
と
相
当
懸
け
離
れ
た
時
代
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
造
船
航
海
技
術
に
大
し
た
変
佑
が
あ
っ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
、
探

っ
て
以
て
参
考
と
す
る
に
足
ら
う
。
秋
仁
傑
も
亦
「
没
溺
至
多
」
い
乙
と
を
論
じ
て
ゐ
る
。
然
も
武
后
時
代
の
補
給
は
兵
糧
を
充
す
に
足
り
な

か
っ
た
と
云
ふ
。
尚
唐
代
に
於
げ
る
河
北
・
山
東
と
遼
西
方
面
と
の
海
上
関
係
に
就
い
て
は
別
に
詳
考
し
て
崩
海
湾
海
運
の
状
況
を
明
か
に
す

る
予
定
で
あ
る
。

以
上
、
直
接
の
史
料
が
乏
し
い
為
め
、
主
と
し
て
間
接
的
な
推
測
に
よ
り
、
従
っ
て
絶
対
確
実
な
断
言
は
出
来
な
い
が
、
営
州
陸
道
梗
塞
後

の
安
東
都
護
府
へ
の
補
給
聯
絡
が
専
ら
海
路
に
由
っ
て
行
は
れ
、
山
東
の
登
・
莱
州
と
河
北
の
幽
・
檎
州
間
沿
岸
と
が
そ
の
ニ
大
基
地
で
、
批



仁
傑
の
云
ふ
「
今
海
中
分
為
両
運
」
の
内
容
は
此
の
二
水
道
を
指
し
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
へ
此
の
水
道
の
点
は
万
一
史
実

と
多
少
外
れ
た
推
測
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
海
上
よ
り
両
船
隊
を
以
て
補
給
聯
絡
し
て
ゐ
た
こ
と
丈
は
紛
れ
な
い
事
実
と
云
へ
ょ
う
。

か
く
の
如
く
高
歳
適
天
元
年
の
営
州
陸
道
の
梗
塞
以
後
は
専
ら
海
上
交
通
に
依
っ
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
造
船
航
海
技
術
を
以
て
し
て
は

険
海
風
濃
の
自
然
的
制
約
を
大
き
く
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
随
時
散
発
的
な
航
海
な
ら
ば
比
較
的
よ
く
そ
の
患
を
さ
け
得
た
で
あ
ら
う

が
、
常
時
的
・
船
団
的
な
大
輸
送
は
一
層
困
難
で
、
切
迫
し
た
事
情
に
対
応
す
る
緊
急
輸
送
で
あ
っ
た
だ
け
に
危
険
が
多
く
、

「
没
溺
至
多
」

き
犠
牲
を
払
は
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
然
も
そ
の
輸
送
力
は
「
准
兵
計
糧
尚
且
不
足
」
る
貧
弱
さ
を
嘆
か
ね
ば
な
ら
ぬ
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
所
詮
、
海
上
補
給
は
陸
道
の
補
助
乃
至
一
時
凌
ぎ
の
役
割
を
な
し
得
る
に
止
ま
り
、
交
通
運
輸
の
中
心
的
・
恒
久
的
な
幹
線
と
な
る
に
は

技
術
の
発
達
が
此
れ
に
及
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
陸
上
幹
線
の
打
通
、
即
ち
営
州
の
恢
復
無
き
限
り
、
安
東
都
護
府
、
即
ち
遼
東
の

維
持
は
非
常
な
難
事
業
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
秋
仁
傑
が
負
担
過
大
・
虚
弊
百
姓
の
故
を
以
て
都
護
府
の
撤
廃
、
遼
東
の
放
棄
を
主
唱
し
た

の
は
、
か
う
し
た
営
州
失
陥
後
の
新
な
状
勢
に
対
応
し
た
新
な
遼
東
政
策
の
必
要
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
唐
の
安
東
都
護
府
の
撤
廃
、
遼
東
の

放
棄
は
遊
牧
勢
力
の
満
華
交
通
補
給
幹
線
た
る
営
州
の
遮
断
に
よ
っ
て
行
は
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
止
む
な
き
処
置
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

大
唐
の
遼
東
放
棄
は
遊
牧
民
族
に
圧
迫
せ
ら
れ
た
結
果
の
己
む
な
い
処
置
で
あ
る
が
、
か
く
遼
東
よ
り
手
を
引
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
唐

が
尚
能
ふ
限
り
の
勢
力
を
跡
に
残
し
て
引
揚
げ
た
い
と
念
願
し
、

そ
の
線
に
沿
っ
た
対
策
を
講
ず
る
の
は
、
査
し
当
然
で
あ
る
。
唐
の
遼
東
確

保
は
遊
牧
勢
力
が
満
鮮
を
従
へ
て
唐
に
対
す
る
包
囲
的
な
大
勢
力
に
発
展
す
る
の
を
防
ぐ
為
め
で
あ
っ
た
が
、
今
や
突
販
が
契
丹
叛
徒
の
背
後

に
於
い
て
日
一
日
と
強
大
佑
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
念
願
は
切
実
な
も
の
が
め
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
考
へ
ら
れ

る
の
は
、
今
迄
安
東
都
護
府
が
統
治
し
来
っ
た
遼
東
高
句
麗
人
の
土
着
勢
力
を
利
用
し
、
此
の
地
方
の
主
住
民
と
し
て
久
し
く
大
高
句
麗
を
支

へ
て
い
た
彼
等
自
身
に
再
び
建
国
せ
し
め
、
遼
東
の
統
治
を
荷
は
せ
っ
つ
此
れ
ぞ
親
麿
的
政
権
乃
至
盟
邦
と
し
て
導
い
て
行
く
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
契
丹
の
乱
徒
に
対
し
て
採
っ
た
遼
東
高
句
麗
人
の
態
度
か
ら
可
成
り
有
望
な
政
策
で
あ
る
と
し
て
唐
人
に
受
取
ら
れ
た
で
あ
ら

小

高

句

麗

の

建

国

17q 



小
高
句
麗
の
建
国

四
凶

ぅ
。
即
ち
遼
東
都
督
高
仇
須
等
の
活
躍
に
見
ら
れ
る
如
く
、
契
丹
に
対
す
る
高
句
麗
人
の
態
度
は
極
め
て
反
抗
的
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
侵
入

防
衛
に
就
い
て
都
護
府
に
対
し
協
力
的
で
あ
っ
た
。
孤
立
の
都
護
府
が
数
年
よ
く
遼
東
を
守
り
得
た
の
も
土
着
の
主
住
民
た
る
高
句
麗
人
の
此

の
協
同
作
戦
に
負
ふ
所
が
大
き
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
は
主
と
し
て
高
句
麗
人
と
契
丹
人
と
の
伝
統
的
な
宿
敵
視
に
因
る
も
の
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
が
、
唐
側
か
ら
見
て
頼
も
し
く
感
じ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ら
う
。

よ
っ
て
か
ね
て
長
安
で
唐
が
養
育
し
た
旧
国
王
の
子
を
担
ぎ
出
し
、

此
れ
を
統
主
と
し
て
小
高
句
麗
国
を
建
て
し
め
、
親
唐
国
家
の
仕
上
げ
を
は
か
っ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
要
す
る
に
対
満
交
通
の
幹
線
を
営

州
で
遮
断
せ
ら
れ
た
唐
と
し
て
は
己
む
な
く
長
年
経
営
の
遼
東
を
放
棄
す
る
に
決
し
、
安
東
都
護
府
を
撤
廃
し
た
が
、
突
厩
興
隆
の
状
勢
に
鑑

み
、
そ
の
跡
に
成
可
く
唐
の
勢
力
を
根
強
く
残
存
せ
し
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
切
実
な
必
要
か
ら
、
親
唐
国
家
と
し
て
の
発
展
を
期
待
し
つ
つ

小
高
句
麗
を
建
国
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

唐
の
小
高
句
麗
育
成
の
企
て
は
犠
鳳
二
年
に
第
一
回
を
着
手
し
て
失
敗
し
、
童
扶
二
年
に
第
二
回
を
思
ひ
っ
き
乍
ら
実
行
に
至
ら
ず
、
更
に

聖
暦
元
年
に
も
企
て
て
行
は
れ
ず
、
翌
二
年
に
至
っ
て
初
め
て
実
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
第
一
回
の
試
み
は
唐
の
半
島
放
棄
に
乗
ず
る
新
羅
・

批
判
鞠
・
高
句
麗
人
等
の
反
撃
に
備
へ
ん
と
し
た
処
置
で
あ
り
、
垂
扶
ニ
年
の
企
て
は
漸
く
勃
興
し
来
っ
た
突
廠
の
東
侵
に
対
応
せ
ん
が
為
め
で

あ
っ
た
と
想
は
れ
る
。
垂
扶
二
年
の
企
て
が
実
行
迄
に
至
ら
な
か
っ
た
の
は
、
突
厩
の
情
勢
が
さ
ま
で
切
迫
し
て
ゐ
な
か
っ
た
こ
と
、
国
王
に

擬
せ
ら
れ
た
高
賞
元
が
不
適
格
で
あ
っ
た
こ
と
等
に
依
る
の
で
あ
ら
う
。
此
の
両
国
の
計
一
倒
当
時
に
於
い
て
は
営
州
は
唐
に
確
保
せ
ら
れ
て
ゐ

た
の
で
、
遼
東
の
統
治
権
を
放
棄
す
る
必
要
は
無
か
っ
た
。
従
っ
て
安
東
都
護
府
を
そ
の
ま
ま
存
置
し
、
そ
の
監
督
下
に
小
高
句
麗
を
建
国
せ

し
め
ん
と
し
て
ゐ
る
。
所
が
高
歳
通
天
元
年
に
営
州
が
陥
り
、
遼
東
の
維
持
は
至
難
と
な
っ
て
、
聖
暦
元
年
、
安
東
都
護
府
を
廃
止
し
た
。
そ

れ
と
時
を
同
じ
う
し
て
高
賢
元
の
差
置
が
企
て
ら
れ
た
が
、

そ
の
ま
ま
沙
汰
止
み
と
な
っ
た
。
恐
ら
く
賢
元
に
難
色
が
あ
っ
た
為
め
と
思
は
れ

る
。
然
し
都
護
府
を
廃
し
て
遼
東
を
全
く
放
棄
し
た
唐
と
し
て
、
今
や
そ
の
ま
ま
に
放
任
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
か
く
て
翌
二
年
の
高
徳
武

差
遣
を
以
て
小
高
句
麗
建
国
に
漕
い
さ
つ
け
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



第

三

項

震
（
制
海
）
の
建
国
と
小
高
句
麗
の
建
国

註
開

大
酔
栄
が
今
の
敦
佑
附
近
に
比
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
東
牟
山
に
拠
っ
て
自
立
し
、
震
国
を
建
て
た
の
は
聖
暦
一
苅
年
（
六
九
八
）
で
あ
る
。
史
の

伝
へ
る
所
に
依
れ
ば
、
被
は
営
州
に
居
た
駄
鞠
人
の
酋
長
で
、
高
歳
通
天
元
年
（
六
九
六
〉
、

営
州
の
契
丹
人
李
藍
忠
・
孫
寓
栄
等
が
叛
乱
を

作
し
た
時
、
同
じ
酋
長
の
乞
四
比
羽
と
共
に
唐
の
璃
幹
を
脱
し
、
亡
命
を
領
し
て
東
奔
し
た
。
唐
で
は
李
議
忠
・
孫
高
栄
等
の
叛
乱
を
鎮
定
し

た
後
ち
、
契
丹
の
降
将
李
櫓
固
を
し
て
彼
等
を
追
討
せ
し
め
、
乞
四
比
羽
を
破
斬
し
、
更
に
大
昨
栄
に
迫
っ
た
が
、
彼
は
高
句
麗
・
株
輔
人
を

糾
合
し
天
険
を
利
し
て
却
っ
て
棺
固
を
謹
撃
大
敗
せ
し
め
、
此
の
決
勝
そ
以
て
建
国
の
礎
を
固
め
た
。
而
し
て
李
輩
忠
等
の
鎮
定
後
も
突
販
の

勢
力
は
愈
々
蟻
ん
で
、
此
れ
に
圧
せ
ら
れ
た
契
丹
は
柔
と
共
に
此
れ
に
服
事
せ
ざ
る
を
得
ず
‘
従
っ
て
唐
の
営
州
収
復
は
依
然
出
来
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
為
め
唐
よ
り
大
昨
栄
追
討
の
大
遠
征
軍
を
繰
返
へ
し
派
遣
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
寧
ろ
逆
に
遼
東
の
既
得
勢
力
さ
へ
維
持
困
難

で
、
安
東
都
護
府
撤
廃
の
止
む
な
き
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
っ
た
。
而
し
て
大
唐
の
営
州
恢
復
を
断
念
せ
し
め
た
突
廠
も
亦
満
洲
の
地
を
席
捲
せ

ん
と
す
る
挙
に
は
出
な
か
っ
た
。

由
来
、
草
原
沙
漠
の
畷
野
を
馳
駆
す
る
遊
牧
民
族
に
取
っ
て
森
林
地
帯
の
満
洲
に
侵
攻
す
る
乙
と
は
容
易
で
な
く
、
従
っ
て
余
程
の
力
量
差

椛
釘

を
自
信
し
な
い
限
り
軍
を
入
れ
て
ゐ
な
い
。
軽
卒
な
侵
入
は
往
々
惨
敗
を
招
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
市
し
て
大
唐
の
遼
東
引
揚
げ
を
余
儀
な
く

せ
し
め
た
突
厩
も
完
全
に
唐
を
屈
服
せ
し
め
得
る
迄
に
は
強
化
し
得
な
か
っ
た
。
武
后
等
の
女
禍
に
因
っ
て
唐
の
対
外
活
勤
力
は
著
し
く
鈍
佑

し
、
辺
境
の
争
戦
多
く
失
敗
し
て
ゐ
た
と
は
云
へ
、
そ
の
膨
大
な
国
土
の
上
に
太
宗
・
高
宗
以
来
蓄
積
し
来
っ
た
経
済
力
ゃ
、
内
外
に
対
す
る

政
治
的
威
信
は
、
大
き
な
潜
在
的
実
力
と
し
て
依
然
東
洋
の
覇
者
た
る
貫
禄
を
保
持
し
て
ゐ
た
。
玄
宗
の
中
興
は
此
の
潜
在
力
を
発
揚
顕
現
せ

し
め
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
突
厩
と
唐
と
は
一
万
が
強
力
化
す
れ
ば
他
万
も
此
れ
に
応
じ
、
開
元
の
末
頃
に
突
厩
が
全
く
瓦
解
し
去
る
迄
、
互

に
一
進
一
退
の
状
態
を
刻
み
つ
つ
、
大
局
的
に
は
略
々
均
衡
を
保
っ
て
ゐ
た
と
云
へ
る
。
大
唐
が
引
揚
げ
た
あ
と
の
遼
東
に
対
し
、
突
慨
は
一

小
高
句
麗
の
建
国

四
五
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気
に
此
れ
を
席
捲
す
る
こ
と
を
企
て
て
ゐ
な
い
が
、

そ
れ
は
此
の
両
強
の
勢
力
均
衡
に
よ
る
所
が
多
い
。

つ
ま
り
突
阪
は
遊
牧
民
族
と
し
て
密

林
戦
の
不
利
を
恐
れ
て
ゐ
た
乙
と
、
大
唐
を
完
全
に
圧
服
し
て
東
進
の
余
力
を
残
す
迄
に
強
く
は
な
か
っ
た
乙
と
等
の
為
め
に
、
唐
の
引
揚
げ

た
あ
と
の
遼
東
を
直
領
と
す
る
能
は
ず
、
小
高
句
麗
の
建
国
を
見
送
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
突
阪
が
更
に
奥
地
に
在
る
株
鞠
族
に
直
接
支

配
の
進
出
を
試
る
筈
の
な
か
っ
た
こ
と
は
云
ふ
迄
も
あ
る
ま
い
。
震
国
が
奥
満
洲
に
建
国
の
機
を
掴
み
得
た
外
部
的
な
条
件
は
、
か
く
満
洲

が
大
唐
及
び
突
阪
の
双
方
の
強
大
な
圧
力
か
ら
解
放
せ
ら
れ
た
乙
と
に
在
る
。
勿
論
、
震
の
建
国
か
ら
そ
の
大
勘
海
国
へ
の
発
展
過
程
に
於
い

て
、
両
強
国
の
勢
力
が
全
然
波
及
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
明
か
に
相
当
顕
著
な
圧
力
の
波
及
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
通
古
斯

系
諸
族
の
独
自
的
活
動
を
全
面
的
に
拘
束
し
て
終
ふ
程
の
強
大
な
’
も
の
で
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
尚
震
国
の
建
国
発
展
に
就
い
て
は
、

そ
の

内
部
的
な
原
動
力
を
明
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
為
め
に
は
内
部
的
諸
関
係
の
解
析
究
明
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
極
め
て
複

雑
な
問
題
で
専
考
を
要
し
、
別
に
一
稿
を
組
み
た
い
考
へ
で
ゐ
る
の
で
、
此
所
に
は
詳
説
を
省
、
去
、
、
後
文
の
展
開
に
差
詰
め
必
要
な
二
三
の
点

を
概
説
し
て
お
く
。

先
づ
第
一
に
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
江
ら
ぬ
の
は
、
震
（
勘
海
）
国
の
支
配
階
級
と
し
て
そ
の
興
亡
盛
衰
を
荷
つ
て
ゐ
た
の
は
高
句
麗
人

と
白
山
・
粟
末
両
株
輯
人
と
で
あ
っ
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
一
躍
お
系
の
通
古
斯
族
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
大
高
句
麗
時
代
に
此
の
国
の

最
高
支
配
階
級
を
構
成
し
て
ゐ
た
の
は
云
ふ
迄
も
な
く
高
句
麗
人
で
、
此
れ
に
次
い
で
白
山
・
粟
末
両
株
鞠
が
重
き
を
な
し
、
高
句
麗
人
に
協

力
し
て
政
権
の
支
持
を
分
担
し
て
ゐ
た
。
然
し
そ
の
協
力
は
高
句
麗
人
を
主
と
し
、
株
鞠
人
を
従
と
す
る
隷
属
関
係
に
於
い
て
で
あ
っ
た
。
白

山
・
粟
末
両
教
鞠
は
彼
等
が
夫
儀
・
沃
氾
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
昔
、
高
句
麗
に
武
力
を
以
て
征
服
せ
ら
れ
、
初
め
は
殆
ん
ど
奴
隷
視
せ
ら
れ
て
ゐ

た
の
が
、
彼
等
は
も
と
も
と
同
種
族
で
あ
っ
た
こ
と
、
数
百
年
に
わ
た
っ
て
同
一
国
民
と
な
っ
て
ゐ
た
こ
と
、
久
し
い
中
国
と
の
攻
争
に
一
致

団
結
し
て
戦
っ
た
こ
と
等
、
種
々
の
事
情
に
因
っ
て
相
互
の
感
情
ば
融
和
し
、
株
鞠
の
地
位
も
向
上
し
て
ゐ
た
。
然
し
そ
れ
に
し
て
も
尚
主
従

的
な
要
素
が
強
く
残
存
し
て
ゐ
た
。
所
が
震
↓
渦
海
に
於
い
て
は
初
め
か
ら
三
者
対
等
の
協
力
一
致
で
あ
っ
た
。



第
二
に
明
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
建
国
後
に
於
い
て
一
時
安
定
し
て
ゐ
た
領
域
、
即
ち
史
に
震
国
叉
は
溺
海
抹
鴇
と
呼
ぱ

れ
て
ゐ
た
時
代
の
領
域
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
体
に
於
い
て
葉
末
・
白
山
両
株
輔
の
住
域
と
高
句
麗
発
祥
の
地
た
る
鴨
緑
・
休
日
佳
両
水
流
域
と
で

あ
っ
た
。
今
少
し
く
詳
述
す
る
な
ら
ば
、
伊
通
河
と
の
合
流
点
附
近
よ
り
上
流
の
松
花
江
本
支
全
流
域
（
粟
末
株
鞠
の
住
域
。
松
花
江
の
一
大

支
伊
通
河
流
域
を
含
む
は
勿
論
〉
、
戚
鏡
南
北
道
よ
り
間
島
を
含
ん
で
敦
佑
地
区
に
至
る
一
帯
の
地
域
（
白
山
株
轄
の
住
域
〉
、
格
佳
・
鴨
緑
両

水
流
域
（
高
句
麗
人
）
等
に
誇
る
広
大
な
地
域
で
、
此
れ
は
嘗
て
の
大
高
句
麗
の
領
土
か
ら
新
羅
に
没
入
し
た
半
島
の
地
と
安
東
都
護
府

i
小

高
句
麗
の
領
下
に
入
っ
た
遼
東
と
を
除
い
た
部
分
に
当
る
。
そ
し
て
そ
の
中
に
は
高
句
麗
発
祥
の
地
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
小

高
句
麗
は
勿
論
の
こ
と
、
此
の
震
iv勘
海
も
亦
大
高
句
麗
の
系
統
を
民
族
・
領
土
・
文
化
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
継
承
し
て
ゐ
た
わ
け
で
あ
る
。

我
が
日
本
に
来
航
し
た
崩
海
の
使
臣
が
、
「
崩
海
国
者
、
旧
高
麗
国
也
」
と
日
本
に
理
解
せ
し
め
て
居
明
叉
冊
府
元
亀
一
読
外
臣
部
・
国
邑

門
に
「
振
国
本
高
麗
」
と
あ
る
如
く
、
中
国
人
に
も
同
様
に
理
解
せ
ら
れ
て
居
た
所
以
の
一
は
此
所
に
見
出
さ
れ
る
。
大
高
句
麗
は
震
1v溺
海

と
小
高
句
麗
と
の
こ
国
に
分
化
継
承
せ
ら
れ
た
も
の
と
見
る
乙
と
が
出
来
る
。
か
く
両
国
が
同
じ
大
高
句
麗
の
母
胎
か
ら
生
れ
た
兄
弟
的
系
統

関
係
を
有
し
、
相
隣
接
し
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、
両
国
の
聞
に
特
別
深
い
関
係
が
展
開
せ
ら
る
可
き
こ
と
は
予
測
す
る
に
難
く
な
い
で
あ
ら
う
。

震
↓
崩
海
に
関
す
る
乙
乙
で
の
説
明
は
以
上
に
止
め
、
次
に
主
題
と
す
る
小
高
句
麗
の
建
国
と
震
の
建
国
と
の
関
係
に
就
い
て
考
説
す
る
。

先
づ
震
建
国
の
年
を
検
す
る
に
、

そ
れ
は
聖
暦
元
年
で
、
小
高
句
麗
建
国
の
前
年
に
当
り
、
従
っ
て
小
高
句
麗
建
国
の
前
奏
曲
と
な
っ
た
安

東
都
護
府
廃
止
の
年
に
当
る
。
か
う
し
た
年
代
関
係
は
小
高
句
麗
の
建
国
が
此
の
震
の
建
国
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
し
て
ゐ
た
ら
し
く
思
は
せ

る
c

殊
に
同
じ
大
高
句
麗
の
系
統
を
引
き
、
民
族
・
文
化
・
感
情
を
斉
し
く
し
て
ゐ
た
乙
と
を
併
せ
考
へ
れ
ば
、
此
れ
が
無
関
係
で
あ
っ
た
と

は
見
難
い
。

き
て
、
安
東
都
護
府
の
廃
止
を
断
行
せ
し
め
る
上
に
最
も
大
き
な
決
定
力
を
有
っ
た
秋
仁
傑
の
上
疏
を
再
び
検
討
す
る
に
、
そ
の
廃
止
す
可

き
理
由
と
し
て
、
陸
路
を
遮
断
せ
ら
れ
た
唐
は
遼
東
へ
の
海
上
輸
送
に
の
み
頼
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
負
担
や
犠
牲
が
余
り
に
も
大
き
す
ま
る
こ
と
、

小
高
句
麗
の
建
国

四
七
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遼
東
の
石
田
（
礎
角
の
痔
田
の
意
味
）
を
守
っ
た
所
で
賦
税
す
る
に
足
ら
ず
、
収
支
償
は
な
い
こ
と
等
の
諸
点
と
共
に

批
判
喝
題
方
。
更
為
鶏
肋
。

の
一
句
を
も
挙
げ
て
ゐ
る
。
此
の
句
の
意
味
す
る
所
は
、
株
鴇
は
遠
方
に
在
り
、
然
も
此
れ
を
取
っ
た
と
こ
ろ
で
大
し
た
実
利
は
な
く
、
棄
て

た
所
で
左
程
損
の
あ
る
も
の
で
も
な
い
所
で
あ
る
と
云
ふ
に
あ
る
。
而
し
て
此
の
批
判
鴇
と
は
批
判
鞠
諸
族
全
体
と
見
る
よ
り
も
、
大
酔
栄
の
勢
力

を
指
し
て
ゐ
る
も
の
と
解
す
可
、
き
で
あ
る
。
時
に
唐
は
大
昨
栄
に
対
し
て
討
伐
の
万
針
を
と
っ
て
ゐ
た
。

そ
こ
で
秋
仁
傑
は
、
此
の
討
伐
万
針

を
す
て
て
大
一
昨
栄
等
の
自
立
を
認
め
た
所
で
大
唐
に
取
っ
て
は
大
し
た
実
損
無
く
、
叉
敢
て
此
れ
を
伐
ち
そ
の
地
を
収
め
た
所
で
そ
れ
程
利
益

は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
遠
方
の
此
の
地
に
強
ひ
て
執
着
す
る
必
要
は
無
く
、
此
の
点
か
ら
論
ず
る
も
遼
東
を
放
棄
し
て
差
支
へ
な
い
と
の
意

見
を
立
て
た
わ
け
で
あ
る
。
此
れ
を
裏
返
し
て
云
へ
ば
、
株
鞠
（
震
国
）
を
征
討
す
る
為
め
に
は
遼
東
を
確
保
す
る
品
要
が
あ
る
と
云
ふ
こ
と

に
な
る
。
大
震
国
の
中
心
た
る
今
の
樺
旬
県
地
方
へ
の
大
街
道
は
、
安
東
都
護
府
の
地
た
る
今
の
撫
順
よ
り
揮
河
・
英
額
河
を
遡
り
、
輝
発
河

の
上
源
に
出
て
そ
の
渓
谷
を
下
り
、
瑚
繭
曙
河
の
上
源
に
移
っ
て
此
れ
を
下
行
す
る
古
来
の
交
通
幹
線
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
大
昨
栄
を
伐
つ
為

め
の
前
線
基
地
と
し
て
は
遼
東
の
地
は
絶
対
に
確
保
を
必
要
と
し
て
ゐ
た
こ
と
と
な
る
。
大
唐
の
大
昨
栄
に
対
す
る
方
針
が
征
討
論
に
傾
い
て

ゐ
る
限
り
、
此
の
地
を
放
棄
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
然
し
此
の
方
針
を
棄
て
て
放
任
主
義
を
と
れ
ば
、
此
の
立
場
よ
り
す
る
遼
東
保
持
の
必

要
は
無
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。
李
楢
国
の
敗
戦
以
来
、
大
一
昨
栄
の
基
礎
は
強
佑
し
た
の
に
反
し
、
営
州
の
陥
落
に
よ
っ
て
大
唐
本
国
よ
り
の
遠

征
軍
派
遣
が
事
実
上
不
可
能
と
な
り
、
大
一
昨
栄
征
討
の
可
能
性
は
無
く
な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
早
く
征
討
方
針
を
更
め
て
別
の
計
を
立

て
る
の
が
実
情
に
即
し
た
賢
明
な
策
で
あ
る
。
か
く
観
察
す
れ
ば
、
東
北
政
策
の
前
謀
基
地
た
る
幽
州
の
都
督
に
任
じ
て
ゐ
た
秋
仁
傑
が
大
酔

栄
討
伐
方
針
の
変
更
、
即
ち
株
輔
放
任
論
を
首
唱
し
、
更
に
此
れ
と
結
び
つ
け
て
遼
東
放
棄
論
を
唱
へ
た
の
は
至
極
妥
当
で
あ
っ
た
と
云
ふ
可

、
き
で
あ
る
。
聖
暦
元
年
の
安
東
都
護
府
撤
廃
は
、
彼
の
意
見
に
従
っ
た
唐
朝
が
遼
東
放
棄
の
方
針
を
採
っ
た
こ
と
を
示
す
と
共
に
、
大
酔
栄
討

伐
の
方
針
を
一
蹄
し
、
震
国
の
独
立
を
放
任
す
る
政
策
に
転
じ
た
こ
と
を
も
示
す
も
の
で
あ
る
。
叉
逆
に
震
国
独
立
の
放
任
が
遼
東
放
棄
・
安



東
都
護
府
撤
廃
を
決
定
せ
し
め
た
一
因
と
な
っ
て
ゐ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
而
し
て
遼
東
よ
り
後
退
す
る
麿
と
し
て
、
奥
満
洲
に
拠
る
大

昨
栄
の
勢
力
の
将
来
に
於
け
る
発
展
を
予
想
し
、
更
に
そ
の
発
展
に
伴
っ
て
当
然
起
る
可
き
遼
東
へ
の
進
出
に
備
へ
、
此
れ
が
対
策
を
講
じ
て

お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
満
洲
に
興
っ
た
勢
力
が
遼
東
を
占
領
し
て
領
土
の
一
部
と
し
た
時
は
必
ず
強
大
国
家
と
な
り
、
中
国
北
東
辺
の
脅
威
と

箆
柑

な
る
こ
と
は
、
高
句
麗
の
発
展
が
史
実
を
以
て
訓
へ
て
ゐ
る
所
で
あ
り
、
然
も
そ
の
教
訓
は
未
だ
生
々
し
い
記
憶
と
し
て
唐
人
の
聞
に
残
っ
て

ゐ
た
筈
で
あ
る
。
霞
国
の
発
展
を
辺
患
た
ら
し
め
ざ
る
為
め
に
は
遼
東
進
出
を
阻
止
す
る
工
作
を
施
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
遼
東

を
無
主
の
地
と
し
て
放
棄
す
る
こ
と
は
策
の
得
た
も
の
で
は
無
い
。
殊
に
震
国
と
遼
東
と
は
同
民
族
と
し
て
、
叉
嘗
て
の
同
国
民
と
し
て
、
血

と
歴
史
と
文
佑
と
感
情
と
そ
の
他
諸
々
の
深
い
繋
り
が
あ
り
、
震
が
若
し
同
族
の
糾
合
、
旧
同
国
民
の
再
結
合
を
標
梼
し
て
遼
東
の
抱
込
み
を

策
す
る
な
ら
ば
、
遼
東
の
高
句
麗
人
が
忽
ち
此
れ
に
饗
応
す
る
可
能
性
は
多
分
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
唐
が
此
れ
を
警
戒
す
る
と
と
は
当

然
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
結
果
よ
り
す
れ
ば
、
震
↓
融
海
は
領
土
の
開
拓
を
先
づ
北
方
奥
地
に
求
め
、
南
下
策
に
対
し
て
は
頗
る
慎
重
で

あ
っ
た
が
、
当
時
の
唐
と
し
て
は
そ
の
南
下
に
備
へ
て
対
策
を
立
て
る
必
要
を
感
ぜ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
半
島
引
揚
げ
に
際
し
て

さ
へ
、
新
羅
・
株
鞠
の
追
尾
的
進
撃
を
欝
戒
し
た
程
の
用
心
深
い
唐
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
只
の
ま
ま
遼
東
を
放
棄
す
る
こ
と
を
如
何
に
危
慎

し
た
か
は
充
分
察
せ
ら
れ
る
。
唐
が
自
ら
長
安
で
育
て
た
大
高
句
麗
王
家
の
児
孫
を
遼
東
に
差
遣
し
て
小
高
句
麗
国
を
建
て
し
め
た
意
図
の
一

は
、
か
う
し
た
危
畑
町
を
除
か
ん
と
す
る
に
在
っ
た
に
相
違
あ
る
ま
い
。
即
ち
親
唐
的
な
王
統
を
戴
く
小
高
句
麗
国
を
建
て
し
め
る
乙
と
に
よ
っ

て
、
突
阪
帝
国
の
遼
東
進
出
を
牽
制
せ
し
め
る
と
共
に
、
大
震
園
の
遼
東
領
有
を
も
阻
止
し
て
大
唐
引
揚
げ
後
の
東
北
辺
情
を
出
来
る
だ
け
唐

に
有
利
だ
ら
し
め
ん
と
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

そ
し
て
そ
れ
ば
同
時
に
突
阪
と
大
震
と
の
二
勢
力
の
対
唐
結
合
を
幾
分
で
も
妨
げ
る
に
役

立
つ
も
の
で
あ
る
と
も
考
へ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
。
市
し
て
震
国
が
遼
東
併
呑
を
急
い
で
小
高
句
麗
の
攻
滅
を
策
す
る
挙
に
出
で
な
か
っ
た
理
由

と
し
て
は
種
々
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
要
す
る
に
建
国
早
々
の
此
の
固
に
は
そ
れ
だ
け
の
大
実
力
が
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
尚
震
は
此
の

後
ち
激
海
国
と
し
て
着
実
に
国
力
を
伸
張
し
、

や
が
て
海
東
の
盛
国
と
謡
は
れ
る
に
至
る
が
、
そ
れ
で
も
終
に
遼
東
を
そ
の
直
轄
領
と
は
し
な

小

高

句

麗

の

建

国

四
九
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か
っ
た
。
但
し
小
高
句
麗
を
属
国
と
し
て
そ
の
勢
力
圏
内
に
は
収
め
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
は
叉
そ
れ
と
し
て
の
理
由
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

此
所
に
は
詳
説
を
省
く
。

以
上
、
国
際
関
係
か
ら
見
た
小
高
句
麗
の
建
国
事
情
に
就
い
て
論
究
し
た
所
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、
遊
牧
民
族
の
営
州
攻
陥
・
満
華
交
通
幹

線
の
遮
断
に
よ
っ
て
、
従
来
遼
東
に
対
し
て
有
し
て
居
た
唐
の
統
治
力
の
後
退
が
避
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
然
も
唐
の
勢
力
を
後
退
せ
し
め

た
遊
牧
民
族
も
代
っ
て
此
所
を
独
占
す
る
だ
け
の
優
勢
な
立
場
を
克
ち
得
る
乙
と
は
出
来
ず
、
叉
奥
地
に
新
に
興
っ
た
震
（
湖
海
）
も
同
様
に

此
所
を
独
占
支
配
す
る

rけ
の
力
を
敏
き
、

い
わ
ば
周
隣
諸
勢
力
の
均
衡
に
よ
っ
て
却
っ
て
此
所
が
自
立
の
機
を
与
へ
ら
れ
た
と
云
ふ
点
に
帰

着
す
る
。
但
し
そ
の
建
国
は
此
所
の
土
着
民
た
る
高
句
麗
人
が
此
の
好
機
を
把
へ
、
自
ら
の
力
で
闘
ひ
取
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
後
退
に
際
し

て
唐
が
尚
爾
後
の
政
治
的
考
慮
を
払
ひ
、
庇
護
支
援
し
て
建
て
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
建
国
は
民
族
的
活
力
の
費
し
た
自
力
の
成
果

で
は
な
い
。
従
っ
て
只
建
国
の
一
事
か
ら
直
ち
に
そ
の
国
民
の
精
力
的
な
自
立
的
活
動
、
国
家
の
大
発
展
を
そ
の
後
に
期
待
す
る
こ
と
は
早
計

で
あ
る
。
寧
ろ
そ
の
発
展
性
は
期
待
薄
で
あ
っ
た
と
見
る
可
司
き
で
あ
る
。
史
に
建
国
後
の
情
勢
を
概
述
し
て
、
勢
力
漸
く
罫
少
と
あ
る
の
も
、

恐
ら
く
は
一
面
の
真
情
を
伝
へ
て
ゐ
る
も
の
と
受
取
る
可
き
で
あ
ら
う
。
蓋
し
、

そ
の
住
民
の
精
鋭
分
子
が
或
は
唐
土
内
に
遷
さ
れ
、
或
は
叛

乱
に
敗
れ
て
諒
減
せ
ら
れ
、
或
は
新
羅
・
戦
鞠
・
突
阪
に
奔
散
し
て
、
大
高
句
麗
滅
亡
よ
り
小
高
句
麗
の
建
国
迄
に
著
し
く
去
勢
せ
ら
れ
た
実

情
を
思
へ
ば
、
己
む
を
得
な
か
っ
た
所
と
云
へ
ょ
う
。
然
し
そ
れ
に
し
て
も
と
に
か
く
一
国
を
建
て
此
れ
を
保
持
し
得
た
こ
と
は
紛
れ
な
い
史

実
で
あ
る
以
上
、
此
の
能
力
の
内
容
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
に
小
高
句
麗
の
治
国
民
生
篇
と
し
て
更
め
て
取
扱
ふ
こ
と
と
す
る
。

56 55註

震
国
の
勢
力
範
囲
に
就
い
て
は
後
述
す
る

新
唐
識
同
一
言
一
両
一
蹴
伝
に
も
一
元
和
末
一
と
し
て
同
内
容
の
記
事
が
ゐ

4VQ 

っ
た
事
情
や
時
期
に
就
い
て
は
後
文
K
論
述
す
る

問
金
銃
織
の
激
海
国
志
長
編
巻
三
に
よ
る

h
p
t

巻一

目
冊
府
一
万
亀
品
九
外
臣
部
・
封
冊
門
・
同
年
二
月
の
条
、
旧
防
相
k

プ

問

ブ

ー

湖
海
伝
等
参
照

一
西
接
越
喜
綜
鞠
」
は
関
一
万
末
一
大
事
間
以
後
の
状
態
で
あ
る
c
詳
細
は

57 

糊
海
肺
相
続
が
綜
鞠
の
名
を
捨
て
て
専
ら
鋤
海
と
称
せ
ら
れ
る
様
に
な

60 



61 

後
文
に
論
述
す
る
。

但
し
前
者
の
「
在
高
麗
之
北
」
が
後
者
に
於
い
て
は
「
本
高
麗
」
と

あ
っ
て
、
乙
こ
に
大
き
な
相
違
が
見
出
さ
れ
る
が
、
両
者
共
に
史
実

で
あ
る
。
震
よ
朔
海
の
始
祖
大
群
栄
は
高
麗
の
別
種
と
云
は
れ
、
そ

の
支
配
階
級
に
は
高
句
麗
の
遺
民
が
多
く
、
そ
の
本
土
は
大
高
句
麗

故
領
の
一
部
で
あ
っ
た
。

前
出
、
津
田
博
士
「
安
東
部
設
府
考
」
の
附
説
「
賀
耽
の
道
里
記
に

就
い
て
」
に
比
の
説
が
見
え
る
。

旧
唐
替
詳
重
己
（
喜
平
慶
寧
節
度
使
）
伝
に

批
。
共
十
有
五
州
。
内
視
同
列
貨
市
激
海
名
馬
。
歳
々
不
絶
。

と
あ
っ
て
溺
海
貿
易
の
巨
利
を
得
て
ゐ
た
ζ
と
を
伝
へ
て
ゐ
る
o

拙
者
「
支
那
中
世
の
軍
閥
」
第
三
章
第
三
項
。
東
洋
学
報
第
二
十
六

巻
第
四
号
乃
至
二
十
七
巻
第
三
号
所
載
の
拙
稿
「
唐
代
藩
鎮
の
肢
雇

と
鎮
将
」
等
参
照
。

唐
旧
書
晴
、
戸
揚
志
誠
伝
、
資
治
通
鐙
暗
に
等
の
太
和
五
年
五
月
の
条

一／

f

L

n

v

F

U

↑

に
見
え
る
宰
相
牛
僧
躍
の
言
を
参
照
。

比
の
記
事
に
は
若
干
の
誤
字
を
含
ん
で
ゐ
る
。
詳
し
く
は
後
文
に
説

明
す
る
。

主
旧
通
鍛
ゆ
と
光
宅
一
元
年
（
文
明
一
室

l

）
十
一
月
の
条
に
同
記
事
ゐ

hノ
《

前
向
、
律
問
博
士
一
安
東
部
設
府
考
」
附
説
－
買
耽
の
道
皇
記
に
就

い
て
」

溺
海
国
志
長
編
巻
三
・
世
紀
第
一
に
依
る
。

技
団
に
同
じ
。
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前
出
、
ご
且
同
句
麗
滅
亡
後
の
遺
民
の
叛
乱
及
び
唐
と
新
羅
と
の
関
係
」

杜
佑
は
代
宗
・
徳
宗
か
ら
憲
宗
時
代
に
わ
た
り
、
七
十
八
歳
の
高
齢

を
以
て
夜
し
た
。
そ
の
説
明
の
通
山
内
は
徳
宗
の
貞
元
十
七
年
に
成
っ
た

と
云
は
れ
、
内
容
と
し
て
記
す
所
は
大
体
玄
宗
の
天
宝
末
迄
で
あ
る

が
、
時
に
粛
・
代
二
帝
の
治
世
に
及
ん
で
ゐ
る
ζ
と
も
あ
る
。

貯
は
約
字
で
あ
ら
う
。
資
治
通
鑑
に
は
な
い
。

資
治
通
鍛
巻
二

O
二
及
び
一
一

O
一
一
一
、
旧
喜
一
す
が
紀
等
に
拠
る
。

尚
突
阪
の
復
興

κ就
い
て
は
後
文
に
再
三
論
及
す
る
予
定
で
あ
る
。

唐
会
要
時
九
高
句
麗
の
項
に
同
記
事
あ
り
。

ん
N
i
d
J

唐
会
要
ヨ

t
都
一
設
府
の
項
に
同
記
事
J

の
り
。

巳
述
の
如
く
新
唐
書
・
地
理
志
の
薦
慶
州
の
項
に
遼
東
の
二
十
三
州

名
を
列
拳
し
た
後
ち
「
布
毅
安
東
都
瞥
府
」
と
あ
る
は
小
高
句
関
王

が
安
東
都
醤
と
し
て
二
十
三
州
号
統
治
し
つ
つ
、
都
談
府
の
鶏
燦
に

服
し
て
ゐ
た
と
と
を
示
す
。

神
功
元
年
の
前
年
、
高
成
通
天
元
年
、
契
丹
の
李
誠
忠
等
が
肺
門
州
を

陥
れ
て
ゐ
た
。
詳
し
く
は
次
項
に
述
べ
る
。

t

I

J

F

＼

L
 

新
唐
脊
↓
一
の
伝
、
旧
肩
書
一
一
一
寸
ノ
辞
一
前
伝
等
参
照
。
前
も
父
仁
貨
に

劣
ら
ぬ
名
将
で
あ
っ
た
。

「
満
鮮
地
迎
限
史
研
究
報
告
第
十
六
冊
」
所
識
の
池
内
博
士
「
苅
句

麗
討
滅
の
役
に
於
け
る
唐
軍
の
行
動
」
と
題
す
る
論
文
の
第
五
章
第

二
項
「
安
東
部
後
府
」
に
於
い
て
は
、

mw鳳
二
年
、
同
械
が
泣
取
に

遺
帰
せ
ら
れ
た
の
は
安
東
部
被
と
し
て
で
あ
っ
て
、
彼
は
忽
ち
失
脚

し
た
け
れ
ど
も
、
都
護
の
職
は
彼
の
児
孫
に
依
っ
て
継
承
せ
ら
れ
た

と
述
べ
て
居
ら
れ
る
。
然
し
此
の
説
は
誤
り
で
あ
る
o
高
械
は
都
談

74 73 75 77 76 78 79 80 
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と
し
て
で
な
く
、
遼
東
部
督
と
し
て
遺
帰
せ
ら
れ
た
乙
と
、
諸
史
の

一
致
し
て
明
記
す
る
所
で
あ
る
。
遼
東
部
替
を
滋
東
州
都
督
と
し
た

り
、
遼
州
都
督
と
記
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
正
し
く
は
遼
東
都
督
た

る
可
き
こ
と
、
本
文
に
論
証
し
た
如
く
で
あ
る
。
叉
都
護
府
撤
廃
当
時

ん
M

’d

4

の
郎
設
が
酵
前
で
あ
っ
た
こ
と
、
資
治
通
鑑

α芸
品
織
通
夫
元
年
九

月
の
条
の
記
事
に
時
の
安
東
部
護
が
表
玄
珪
で
あ
っ
た
と
あ
る
乙
と

等
は
、
共
K
高
氏
の
都
護
世
間
提
説
宇
佐
容
さ
ぬ
有
力
な
反
証
で
あ
る
。

以
上
、
主
と
し
て
澗
鮮
地
頭
脱
出
史
研
究
報
告
第
一
巻
所
耕
輔
、
松
井
等

氏
「
契
丹
勃
興
史
一
に
拠
り
、
比
れ
に
若
干
の
私
見
を
補
足
し
た
。

例
へ
ば
雨
季
に
は
河
川
が
氾
濫
し
て
道
路
を
殴
ち
橋
梁
を
押
流
し
、

そ
の
修
復
は
放
任
せ
ら
れ
勝
ち
で
通
交

κ難
渋
し
て
ゐ
た
と
云
ふ
。

比
れ
は
三
国
志
の
伝
へ
る
所
で
あ
る
が
、
か
う
し
た
自
然
の
制
約
は

後
年
K
於
い
て
も
変
り
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

南
北
朝
の
末
、
伊
通
河
の
流
域
に
住
む
綜
鞠
を
従
へ
た
突
阪
が
高
句

麗
の
新
城
に
冠
し
、
叉
勃
興
初
期
の
契
丹
の
阿
保
機
が
遼
東
に
侵
入

し
て
比
所
を
占
領
し
、
や
が
て
東
京
道
を
お
い
て
ゐ
る
の
は
そ
の
例

で
あ
る
。

後
梁
と
契
丹
と
の
海
上
交
通
に
就
い
て
は
史
学
雑
誌
所
載
、
拙
稿
一

五
代
時
代
に
於
け
る
契
丹
と
支
那
と
の
海
上
貿
易
」
参
照
、
尚
後
篇

に
於
い
て
も
詳
述
す
る
予
定
で
あ
る
。

註
倒
に
同
じ

満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
第
一
冊
、
津
田
博
士
「
激
海
考
」
は
大
酔
栄

自
立
の
地
を
後
ち
の
中
京
顕
徳
府
な
り
と
し
、
比
れ
を
今
の
教
化
地

方
に
比
定
し
、
東
牟
山
を
そ
の
近
傍
の
山
な
ら
ん
と
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ

る
o
比
れ
に
対
し
て
は
鳥
山
教
授
の
異
論
が
あ
り
、
叉
金
統
帥
剛
氏
の
激

海
国
志
長
編
時
一
地
理
考
第
一
応
於
い
て
は
中
京
顕
徳
府
を
吉
林
省
・
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棒
旬
県
の
蘇
密
城
K
比
定
し
、
且
つ
大
静
栄
立
国
当
時
の
都
は
政
所

で
は
無
く
、
別
の
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
と
論
じ
て
ゐ
る
c
別
に
満

州
際
史
地
理
第
一
巻
、
松
井
等
氏
「
溺
海
国
の
境
域
」
に
は
顕
徳
府
を

那
丹
仏
勃
に
比
定
し
て
お
り
、
最
近
で
は
東
洋
学
報
十
六
巻
四
号
‘
和

川
博
士
「
溺
海
園
地
現
考
」
に
於
い
て
東
関
’
同
の
商
編
、
西
古
城
子
に

比
定
す
る
説
が
山
附
さ
れ
て
ゐ
る
。
諸
説
紛
々
と
し
て
ゐ
る
が
、
何
れ
に

し
て
も
敦
化
周
辺
の
地
区
で
あ
っ
た
乙
と
は
紛
れ
な
い
様
で
あ
る
。

南
北
朝
の
末
、
高
句
麗
の
新
城
を
侵
し
た
突
阪
が
敗
れ
去
り
、
大
酔

栄
を
追
っ
た
李
橋
間
が
天
険
に
大
敗
し
て
ゐ
る
等
は
そ
の
例
で
あ

る
。
契
丹
の
一
太
組
阿
保
機
は
長
駆
大
溺
海
の
首
都
龍
泉
府
を
－
気
に

攻
略
し
た
が
、
比
れ
は
奇
襲
的
突
貫
作
戦
の
一
時
的
な
奏
効
に
す
ぎ

ず
、
旦
っ
そ
の
奏
効
も
溺
海
内
部
に
起
っ
て
ゐ
た
大
内
註
に
助
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
首
郡
攻
陥
後
の
猷
定
戦
で
は
散
々
苦
労
し
、

最
後
に
阿
保
機
自
身
病
を
得
て
陣
裂
し
た
。
そ
の
後
ち
溺
海
遺
民
の

対
契
丹
反
攻
を
抑
へ
る
為
め
に
契
丹
寧
が
奥
満
洲
深
く
遠
征
を
読
み

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
却
っ
て
手
痛
い
損
害
を
受
け
て
引
揚
げ
て
ゐ

る
。
平
原
戦
に
長
じ
た
彼
等
も
山
険
密
林
の
戦
に
は
至
っ
て
拙
劣
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

続
日
本
紀
一

0
・
神
亀
問
年
十
月
の
条
。

後
年
に
於
け
る
金
や
清
に
就
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
云
へ
る
。
満
洲

の
中
、
経
済
的
に
最
も
発
達
し
た
地
は
遼
東
で
あ
る
。
そ
れ
が
遼
東
を

領
土
と
し
た
時
‘
彼
等
が
逮
に
強
大
を
加
へ
た
最
大
の
原
因
で
あ
る
。

夫
徐
・
勿
吉
・
後
瀬
海
等
は
強
国
で
は
あ
っ
た
が
、
中
国
の
脅
威
と

は
な
ら
な
っ
た
。
彼
等
は
遼
東
を
領
有
し
て
ゐ
な
い
。
遼
東
を
領
有
せ

ぎ
る
限
り
脅
威
と
な
ら
な
か
た
の
は
、
そ
の
地
理
的
関
係
に
も
因
る

が
、
叉
彼
等
が
此
所
を
支
配
せ
ず
し
て
中
国
を
脅
か
す
に
足
る
丈
の

勢
力
に
強
化
す
る
経
済
的
根
拠
を
も
ち
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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On the Foundation of Little Korean Kingdom 

By K. Hino 

In 668A. D., Korean Kingdom was conquered by Tang Dynasty 

and the king was taken away to Changan ~:ti: as the captive. 

Then, An-tung Tuhufu :li:])F!W~Jff (government-geneneral) was 

founded to govern the annexed district, Liao-tung ~]if<!. In some 

of the documents, however, we find frequently the descriptions 

about the Korean Kingdom from 699 to 918 A. D. 

By the invasion of Kitai ~f} into Liao-hsi ~g!j district (696 A. D.) 

Liao-tung was isolated from China. Owing to this, Tang Dyanasty 

abolished the An-tung Tuhufzt in 697 A. D., then in 699 A. D. 

released the descendant of the captive king and let him revive the 

Korean Kingdom in Lial-tzmg as the independent country. That 

was the foundation of the Korean Kingdom, which appeared again 

on history from 699 A. D. and continued for two hundred years 

more. Her territory was that of the An-tung Tuhztfu, accordingly, 

smaller than that of the former kingdom. But this kingdom has 

been overlooked hitherto by the scholars. I name this Little Korean 

Kingdom tj\i!1li1g)l'.[E, distinguishing from the former one. 

When Kitai and Turk revolted against Tang, Chen ~ (rJi.IJ#fi), 

takinig this opportunity, founded the state in inner Manchuria 

(698 A. D. ) and Silla ffi• in korean Peninsula also became 

powerful. In order to face these disadvantageous foreign relations, 

Tang Dynasty returned the descendant of the former korean king, 

who had been educated in Changan ~:ti:, to Liao-tung and let him 
found the Korean state, intimate with China. 

That was the reason why the Little Korean Kingdom was founded. 
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